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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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この作品はフィクションであり、実在の人物、団体とは一切関係ありません。（編集部）
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　空が、輝かがやいていた。

　時に、白く。

　時に、ほんのりと桜色に。

　黄色、緋ひ色いろ、橙だいだい色いろ、紫むらさき。

　はたまた、玉虫色に。

　その輝きは、大おお海うな原ばらに広がる波は濤とうのように、空一面を美しく染めあげる。

　きれいな──。

　あまりにきれいな極ごく彩さい色しきの雲間に、天上の音楽が鳴り響ひびく。

　ピ～ヒョロ。

　ピ～ヒョロ。

　シャ～ン、シャン。

　ジャカジャカジャカジャカ、ピ～ヒョロロ。

　祭の笛ふえ太たい鼓このような和楽器の音色の重なりだが、なめらかな旋せん律りつには大陸的な大らかさがあって、やけに楽しげだ。同じ和楽器でも、神社などで耳にするような平安朝のゆったりとした音おん律りつとは明らかに違ちがう、素そ朴ぼくで陽気な音楽だった。

　いったいどこから聞こえてくるのか。

　すると、一人。

　また一人、と。

　極彩色の雲間に、人の姿をした者たちが現れる。

　あちらに一人。

　こちらに一人。

　ぬばたまの黒くろ髪かみを輪のように結ゆい上げ、まさに「羽は衣ごろも」というべき半はん透とう明めいの衣を着物のまわりにたなびかせた麗うるわしき天てん女によたちの姿だ。彼女たちは、笑いさざめきながら、実に楽しそうに楽器を演奏する。

　笙しようの音。横笛。

　鼓つづみに太鼓。

　琴ことに筝そうに琵び琶わの弦げん楽がく。

　それは、まさに天上の楽園。聴きく者をいっさいの憂うれいから解き放ち、極楽浄じよう土どに導く天界の祭典である。

　やがて、天女の一人がふっとこちらに目をやり、笑った。真しん珠じゆ色に輝くふくよかな恵え比び須す顔がおで、見ているだけで幸福感に包まれる慈じ愛あいに満ちた笑えみだ。

　それで、ついつい彼も、微笑ほほえみ返してしまったのだが──。
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（あの夢は、なんだったんだ……）

　玉たま司つかさ真ま人ひとは、風光明媚な窓外の景色を見ながら考えていた。

　絹糸のような鳶とび色いろの髪かみ。

　陽ひ射ざしを映して琥こ珀はく色いろに輝く瞳ひとみ。

　ほっそりとして清らかな顔つきはたいがいの相手に好感を抱いだかれる類たぐいのもので、今も、編入生である彼に対し、校長がにこやかに話を進めているところである。

　だが、彼の心はここにあらずで、ひたすら考え事にふけっていた。

　というのも、今から数週間前──。

　真人の夢ゆめ枕まくらに、天女が立った。

　着物の上に半透明の羽衣をまとう天女らしい姿をした天女が、ふくよかな恵比須顔で優やさしく微笑みながら、歌うように語りかけてきたのだ。天女の夢は、それまでにも何度か見たことはあったが、あんな風に語りかけて来たのは初めてだった。

　曰いわく。

「古き御み世よより、天に治者と認められし名を持つ者よ。そなたに、これを授さずけよう」

　言いながら、天女が懐ふところから取り出したのは、奇き妙みような形の石だった。大小二つの卍まんじを重ね合わせたような形で、その中心に大きな白い石がはまっている。見た感じ、風車のようだ。

　夢の中で、差しだされたものを受け取る真人に対し、天女は続けた。

「それは、『くるのまがり』という神しん宝ぽうである。これより高たか天まが原はらは、その御み印しるしをもってそなたを『神使い』とすることに相成った」

　渡わたされたものをひっくり返したりなんだりしてとっくりと眺ながめていた真人は、そこで顔をあげて訊きき返す。

「『神使い』？」

「さよう。八百やお万よろずの神のおわします国の『神使い』とあらば、定めし心強かろう。よって、しかと天命を全まつとうし、天下の安あん泰たいにつとめるがよい」

「はあ……」

　なにがなんだかわからず、真人が生返事をしていると、天女が楽しそうに先を続けた。

「まあ、どの神を選せん択たくするかは、『神使い』であるそなた次し第だい。──ただし、先に一つ言うておくが、人の子よ。あまり時間がない」

「時間がない？」

「さよう。急ぎ急ぎて律りつ令りようのごとくせよ、じゃ。……とはいえ、もし選ぶ神を違たがえれば、この世は再び悪神のはびこる地と成り果てよう。そのことをゆめゆめ忘れず、なすべきことをなすことじゃな。それと、くれぐれも、『くるのまがり』を手放さぬよう気をつけることじゃ。古きものは、とかく意思を持ちやすい。──よいか、今いましの真人殿どの」

　最後に、確かく認にんするように名前を呼ばれたので、彼は、つい「……ああ、はい」となんとはなしに頷うなずいてしまった。あとから思うに、ひとまず拒きよ否ひした方がよさそうな話であったのだが、その時はそうとは思わず、ただ素す直なおに了りよう承しようしてしまったのだ。

　それを見て、天女は満足そうに頷くと、口元を袖そでで隠かくすようにして「では、よしなに」と言い残し、夢の中から消え去った。

　翌朝目覚めた時、真人は夢の残り香がのようなものを感じてはいたが、なにせ、そのあと、身辺がすさまじくドタバタしてしまったため、そのことをじっくり考えてみる余よ裕ゆうがなかった。

　急に決まった両親の渡と米べい。

　それにともない、突とつ如じよ変へん更こうになった真人の入学先。

　引っ越こし準備や友人たちとの別れ、他ほかにもあれやこれやとやることだらけで目まぐるしく過ぎ去ったこの数週間。

　それが、こうして無事新天地に着き、窓の外に見えるのんびりとした山間の景色を見ているうちに、ふと思い出したのだ。

　東京から列車とバスに揺ゆられて数時間。

　母方の従兄弟いとこが在ざい籍せきする学校は、中高一いつ貫かん教きよう育いくを行う私立の全ぜん寮りよう制せい男子校で、真人はその高等部に編入することになっていた。

　その名も、御み堂どう学院。

　日本のスイスと呼ばれる風光明媚な土地に、東京ドームが何個入るか分からない広さで建物が点在しているという贅ぜい沢たくな造りをした学校は、公式ホームページや私立学校の情報サイトを読む限り、「ド田舎いなかにある超ちようお坊ぼつちゃま学校」というのが、一番適切な表現であるようだ。

　日本を代表する大だい企き業ぎようの共同出資で作られた学校のモデルは、紳しん士しの国イギリスのパブリックスクールであるらしく、その教育理念は、経済界、政界の大物の子息たちを、どこへ出しても恥はずかしくないような紳士に育てるというものである。そのため、ただの進学校にならないよう、勉学だけでなく、スポーツや組織運営などにも力を注げる体制を整えているという。

　つまり、この学校では引きこもりのオタクは通用せず、もし、引きこもりのオタクをやりたければ、パソコンの技能などで相当な才能を発揮する必要があった。逆にいえば、一芸に秀ひいでた人間は、それなりに存在が認められる。要は、社会にとって有用な人材であればいいというのだろう。

　もちろん、入学金もそこらの学校とは比ひ較かくにならないほど高く、有力者である母方の実家の援えん助じよと口くち利ききで入学できてしまった凡ぼん人じんには、いささか場ば違ちがいな学校といえそうだ。なんといっても、真人は、ゴルフクラブを握にぎったこともなければ、馬という生き物に近づいたこともない。せいぜいが、遊園地のメリーゴーランドくらいのものである。

　ただ、幸い、ゴルフは体育の必修になっているが、乗馬は選択なので、落馬の危険は避さけられそうだ。

　とまれ、かようにすべてが、とんでもなくこれまでの生活とかけ離はなれているため、脳が一いつ旦たん現実に対処することをやめてしまったようである。そして、その空白となったところに、夢の記き憶おくが滑すべり込んできたのだ。

（『神使い』……だっけ？）

　他にも、あれこれと大層なことを言われた気がしたが、すぐには思い出せない。

　おぼろな夢の記憶を真人が辿たどっていると──。

　コンコン、と。

　校長室のドアがノックされた。

「どうぞ」

　校長の応いらえを受け、一人の男が制服姿の生徒を従えて入室してくる。

　白衣のポケットに手を突っ込んだ背の高い男。

　ただし、単に「男」といってしまうには、くろがね色の巻き毛に縁ふち取どられた顔はあまりに美しく、黒くろ縁ぶち眼鏡の奥にある銀とも見まがう灰色がかった双そう眸ぼうと相あい俟まって、香こう気き漂ただよう天使のようである。

　つい魅み入いってしまった真人を見つめ返した男が、ふっとかすかに微笑ほほえんだ。アルカイックスマイルというに相応ふさわしい笑えみだ。

　校長が、二人を紹しよう介かいする。

「玉司君。彼は、君が生活することになるヴィーナス寮りようで舎しや監かんを務めていらっしゃる仏ふつ野の先生だ。この学校の校医でもあるので、具合が悪かったり、精神的に悩なやんだりしたら、遠えん慮りよなく彼の部屋を訪ねるといい。それと、そっちが、寮りよう長ちようの藤ふじ代しろ君」

　紹介された生徒が、前に進み出る。

　そこで初めて、真人はその生徒に目をやった。

　烏え帽ぼ子しの似合いそうなお公く家げ顔は品があって、人当たりはよさそうだが、細めた目の奥では何を考えているか分からない。

　そんな青年が、細めた目のまま、にこやかに話しかけてくる。

「やあ。初めまして、玉司真人君。僕は、紹介にあったように、君が、二年間、暮らすことになるヴィーナス寮の寮長を務める藤代公きみ彦ひこだ。よろしく。現在、高等部の二年生だから学年は一つ上になるけど、困ったことがあれば、何でも相談してくれ」

「玉司です。よろしくお願いします」

　挨あい拶さつしながら差しだされた手を握り返していると、校長が、「それじゃあ」とその場をしめくくる。

「あとのことは、よろしく頼たのんだよ。特に藤代君。君なら問題ないと思うが、玉司君が寮で孤こ立りつしたりしないよう、十分に目を配ってくれ」
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　校長室をあとにした真人は、他の二人と連れだって廊ろう下かを歩きだした。一階までおりたところで、天使のごとき校医が、「それじゃあ」と言う。

「私は医務室に戻もどるので、またあとで」

　あっさり背を向ける彼を真人が目で追っていると、背後で藤代がからかった。

「そんな淋さびしそうな顔をしなくても、彼はうちの寮の舎監だから、すぐに会えるよ」

「別に、淋しいわけじゃ──」

　振ふり返って弁明しようとした真人の前に、藤代がスッと人差し指を立てる。

「悪いけど、お見通しだよ」

「お見通し？」

「うん。──君、さっき、環たまきちゃんに見み惚とれてただろう？」

　言いながら、目の前でクルクルと指を回されたので、真人は鬱うつ陶とうしそうに顔を引いてから答える。

「……まあ、それは否定しません。だって、あの目と髪かみの色」

「目と髪？」

　意外そうに繰くり返した藤代が、顎あごに手を当てて思い出すように首を傾かしげる。

「……言われてみれば、確かに灰色がかっているか。でも、まだそんな年ではないはずだし、なにより、珍めずらしいね。環ちゃんの顔より先に髪の色とか目の色に注意が向くなんて」

（灰色？）

　環の消えたほうへ視線を流した真人は、心中で思う。

（あれが、そんなくすんだ色だろうか？）

　真人には、髪の色は明らかに黒っぽい銀色に見えたし、目はまさに銀色だった。だが、今、ここでそんなことを議論しても始まらないので、話題を呼び名のほうに変える。

「──あの人、舎監なのに『環ちゃん』って呼ばれているんですか？」

「そう。仏野環。通つう称しよう、『ホトケの環』。──まあ、あの顔であの雰ふん囲い気きでカウンセラーとしても定評のある人だから、君だけじゃなく、彼のファンは大勢いる。──もっとも、彼、着任したばかりなんだけど」

「そうなんですか？」

「うん。去年の暮れに、急きょ、田舎の病院を継つぐことになった前任者のピンチヒッターとして臨時採用されたんだよ。それが、生徒たちの絶大な人気を得て、この春から正式採用になったんだ」

「へえ。それはまた、人心の把は握あくの仕方が半はん端ぱないですね」

「そう。まさに、神かみ業わざといっていい。──言い換かえると、人間じゃないみたいってことだけど。まさに『ホトケの』って感じかねえ」

　付け足された言葉にはどこか棘とげがあり、真人はふと興味を覚えて上級生のおっとりした横顔を眺ながめた。もしかしたら、この平安貴族のような上級生は、あれだけ褒ほめておきながら、実は天使の容よう貌ぼうをした校医のことが、あまり好きではないのだろうか。

　だが、尋たずねるのも憚はばかられ、そうこうするうちにも藤代が先に立って歩き出したため、真人はあとをついていく。

　校舎を出た彼らの周囲には、藤代と同じ、縁取りのある水ブル灰ーグ色レイのブレザーに臙えん脂じのネクタイという落ち着いた色合いの制服を着た生徒たちが、忙せわしなく歩き回っていた。しかも、当たり前だが男ばかりで、これまで普ふ通つうに共学の学校に通っていた真人には、ひどく異質に思えた。

（男子校ね……）

　一いち抹まつの不安を覚えつつ、もの珍しげにあたりを見まわしていると、正面から着物姿の一団が歩いてくる。

　なにかと思って目で追っていると、視線に気づいた藤代が教えてくれる。

「あれは、これから茶会をやろうという連中だろう。茶さ道どうの時間は、着物に着き替がえることになっていて、放課後や休みの日は、申しん請せいしておけば、茶室をつかって茶会を開けるんだ」

「へえ。なんか高こう尚しような趣しゆ味みですね」

「たしかに、自然と日本文化への興味はわくよ」

　そのまま、藤代が説明を続ける。

「あとで、きちんと誰だれかに案内させるけど、簡単に説明しておくと、学校の敷しき地ちは、大きく校舎エリアと寮エリアの二つに分かれていて、今、出てきたのが勉学の場である校舎なのはわかるだろう。それで、寮エリアに向かうメインストリートの右側に」

　言いながら、腕うでをあげて、側面に建つ近代的な建物群を示す。

「図書館や学生会館があって、今言ったような茶室なんかも、その一角に造られている。学生会館には大きなカフェテリアもあって、昼飯は、みんなそこで食べるか、天気のいい日は、テイクアウトをして外で食べたりしているよ。日用品は、生活必ひつ需じゆ品から趣味のものまで、学生会館に入っている売店でたいていのものが買える。それから、メインストリートの左側には体育館など運動施し設せつがそろっていて、体育館の裏には、運動場はもとより、テニスコートや馬場なんかも広がっているから、ヒマな時に使うといいよ」

「はあ」

　説明を聞いていた真人が、感心したように続ける。

「……ホームページでは見ましたが、本当に広いですね」

「まあね。それだけが取り柄えだから。──施設使用の申請は、ホームページでも簡単にできるし、当日、空いていれば、その場で申請も可能だよ」

　そんな説明を受けるうちにも、前方の茂しげみの向こうに、八角形の塔とうを持つ建物と、ひときわ高い円えん筒とう形の建築物が見えてきた。

　それらを指で差し示し、藤代が告げる。

「──で、あそこに見えているのが、僕たちの生活の場である寮りようエリアってわけだ」

　それらの建物群は、なかなか圧巻といえた。

　薬草や低木に埋うずもれるように見えている煉れん瓦が造りの側そく壁へきには白枠わくの窓がずらりと並び、両りよう端はしが八角形の塔になっている。

　彼らが近づいていったのは、その八角形の塔の一つで、数段の階段をのぼり、ＩＤカードを翳かざして扉とびらを開くと、正面が同じような出入り口になっていた。

　どうやらこの塔を通って、建物群の中庭に入れる仕組みらしい。

　八角形の塔の内部は、上階へ向かう階段塔になっていて、各面に大きく取られた窓から、さんさんと太陽の光が差し込んでいる。

　その中を抜ぬけて反対側に出ると、そこは芝しば生ふの敷しかれた中庭になっていた。

　まず目に飛び込んでくるのは、中央にそびえる白い円筒形の建物だ。「塔」と呼ぶには太すぎるが、それでも、見あげるような高さから、やはり「塔」と呼ぶのが相応ふさわしいように思える。

「『象ぞう牙げの塔』だよ」

「象牙!?」

　まさか、本当に象牙でできているのか。

　だとしたら、地じ震しん大国にあるまじき暴挙だと思いながら真人が見あげていると、藤代が小さく笑って説明を付け足した。

「別に、本当に象牙でできているわけではなく、受験一色に染まった高三が、いっさいの雑事から解き放たれて、受験勉強にいそしむための住居なんだ。それに対し、僕たち下級生が暮らす寮は、象牙の塔を取り囲むように五角形に配置されていて、各頂点に、それぞれの寮の上下を行き来する階段塔が造られている。──ちなみに、今、通り抜けて来たのが」

　言いながら、背後を示して続ける。

「ジュピター寮の階段塔で、ここだけは、反対側に校舎エリアへと通じる扉があるけど、他ほかの寮の階段塔は、中庭側にしか扉がない。で、ジュピター寮から時計回りに、マルス寮、サターン寮、ヴィーナス寮、マーキュリー寮となっていて、君は、今日からヴィーナス寮の住人になるわけだ」

　藤代は、そう言って、今度は斜ななめ前方を指さした。

　視線を飛ばした真人が、確かく認にんするように訊きく。

「ヴィーナス寮ってことは、金星ですか？」

「よくできました。各寮には、中一から高二までの生徒が一学年十二名ずつ、計六十人の生徒が暮らしている。ちなみに、木星、火星、土星、金星、水星の名前がついた周囲の寮に対し、象牙の塔に住む高三のことを、『地球テラの住人』と呼ぶことがあるので、覚えておくといい」

「『地球の住人』……」

　それはなかなかしゃれた言い回しだと思いながら、中央の建物を眺める真人に、藤代がさらに説明する。

「年間の行事は寮単位で行われることが多く、寮の独自性を確保するため、各寮の通り抜けはできない造りになっているけど、唯ゆい一いつ、各寮の地下にある風ふ呂ろ場ば脇わきの廊ろう下かだけは全館繫つながっているから、雨の日なんかは、そこを通って行き来できる。ただ、どこへ行くにもそうだけど、通行には基本ＩＤカードが必要で、だれが、いつ、どの寮を通ったかはすべて記録される仕組みになっているから気を付けるように──。へたに悪戯いたずらなんかしようものなら、速そつ攻こうバレる」

　悪戯はしないだろうと思ったが、真人は黙だまっていた。

「あと、ブレザーのポケットに刺し繡しゆうされたエンブレムも、その寮の頭かしら文も字じになっていて、ジュピター寮は『Ｊ』、マルス寮は『Ｍ』、サターン寮は『Ｓ』、ヴィーナス寮は『Ｖ』」

　自分の制服の胸ポケットを親指でさし、藤代は続けた。

「マーキュリー寮が『Ｈ』。『象牙の塔』は、寮を超こえているという意味で、頭文字の代わりに学校の紋もん章しようが入っている」

「マーキュリーが『Ｈ』なんですか？」

　真人が首を傾かしげる。「マーキュリー」だと、たしかに「Ｍ」になって、マルス寮と重なってしまうが、それにしても、どこから「Ｈ」が来たのか、不思議に思ったのだ。

　藤代が答える。

「水星の守護神であるマーキュリーは、別名『ヘルメス』で、そっちのほうが知名度が高いだろう。だから、分かり易やすく『Ｈ』になったと聞いているよ」

「なるほど」

　知名度が高いかどうかはともかく、「ヘルメス」の名は聞いたことがあるので、真人は納なつ得とくできた。

　そうこうするうちにもヴィーナス寮にたどり着き、あたりを見まわした藤代が、「おかしいな……」と呟つぶやきながら、食堂から出てきた生徒に尋ねる。

「君。寮りよう長ちよう補ほ佐さを見なかったか？」

「えっと、水みな方かたさんなら、さっきまでそこに──」

「水方」という名前に反応して小さく身体からだを揺ゆらした真人の前で、藤代に対して畏かしこまった生徒がそこにいない人物のことで戸と惑まどっていると、彼らの背後で玲れい瓏ろうたる声が答えた。

「ここにいますよ」

　振ふり返ると、階段のところに、一人の生徒が立っていた。

　漆しつ黒こくの髪かみに黒真しん珠じゆのような瞳ひとみ。

　落ち着いた色合いの制服がこれほど似合う生徒も、稀まれだろう。たいがいが、体の歪ゆがみにともなって自然と着き崩くずれていくものだが、彼の場合、見た目にも姿勢がよく、左右の身体のバランスがいいのか、身だしなみに一いつ切さいの乱れがない。
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　すべてが整然として、冷たい清水のような清せい涼りよう感かんに包まれている。

　ただし、双そう眸ぼうの鋭するどさが簡単には人を寄せ付けないため、決してマイナスイオンに満ちた癒いやしの性質とは言えそうにない。

「ああ、蘇す王おう。そこにいたのか」

「ええ。あんまり遅おそいので、一つ、仕事を片付けてきたところです」

「悪い。彼としゃべりながら歩いているのが楽しくて、つい、歩みが遅くなったんだ」

　言いながら真人の肩かたに手を置いた藤代が、下級生たちを引きあわせる。

「真人。彼は水方蘇王といって、君と同じ高等部の一年で、クラスも……確か同じだった気がする。──そうだろう？　蘇王」

「はい」

　頷うなずいた蘇王から真人に視線を戻もどして、藤代が言う。

「寮りよう長ちようの僕の他に、寮には監かん督とく生が五人いて、みんなの寮生活が滞とどこおりなく行われるように目を配っているんだ。──ま、正直、問題処理班といったところかな。その分、一いつ般ぱんの生徒よりちょっとだけいい部屋を与あたえてもらっているわけだけど、そのうちの一人が、この水方蘇王だ。高一の監督生は彼一人で、みんなから『寮長補佐』と呼ばれている。早い話、寮長見習いだね。かくいう僕も、去年、前任者のもとで、色々と学ばせてもらった。当然、頼たよりがいのある生徒が選ばれるわけで、困ったことがあったら、まず彼に相談するといい。彼に言いにくいようなことであれば、僕のところに直接来てくれてもいいし、それこそ、仏野センセイを頼ってもいいんじゃないか？」

「仏野」と言いながら軽くウインクした相手を、真人がげんなりと見やる。やはり、彼はただの人当たりのいい上級生では収まりそうにない。内心で「やれやれ」と思いながら目の前の生徒に視線を移した真人は、そこでようやく口を開く隙すきを見つけて、言った。

「背、伸のびたな、蘇王」

「お前は、変わらないな、真人」

　とたん、真人の肩から手を離はなした藤代が、驚おどろいたように二人を見比べて言う。

「あれ？　もしかして、二人は知り合いだった？」

「ええ」

　蘇王があっさり応じる。

「従兄弟いとこですよ。彼の母親が、僕の父の姉なんです。──話していませんでしたっけ？」

　どこか空々しい確認の仕方に、藤代が細い目をさらに細めて、「うん」と頷く。

「聞いてないよ。……ふうん、なるほど。従兄弟ねえ。それなら、問題があれば、蘇王に相談すればいいし、それ以前に問題すら起きないだろう」

「だといいですが……」

　そこで、なにか言いたそうに真人を見た蘇王に対し、藤代が事務的な確かく認にんをする。

「それで、彼の荷物は、もう届いている？」

「ええ。今しがた、部屋に運び込ませたばかりです」

　どうやら、その雑事のために遅おくれたらしい。

　小さく舌を出す真人の前で、藤代がさらに言った。

「それと、制服の件はどうなっているっけ？」

「やはり、時間的に無理だったので、僕が中等部で着ていたものをクリーニングに出しておきました」

　万ばん事じにおいて淀よどみなく受け答えする下級生に満足したように、藤代が真人の背中を叩たたいて告げた。

「だそうだから、ノー・プロブレムだ、真人。──ということで、ヴィーナス寮りようへようこそ、歓かん迎げいするよ」
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　夕方。

　部屋で、荷物を片付けていた真人は、「あれ？」と呟いて、手を止めた。

　五箱ほどの段ボールには、主に衣類と傘かさなどの生活必ひつ需じゆ品、ゲームやＣＤなどの嗜し好こう品と数冊の本が詰つめ込まれている。それらを、高さのあるベッドの下の収納場所や、机の脇わきの本ほん棚だなに手て際ぎわよく収めていると、中身の減った段ボールの底に丸みのあるものが転がっているのが見えたのだ。

「なんだ？」

　思わず声に出した彼は、ひとまず手に取って眺ながめる。

　それは、なんでこんなものがこんなところにあるのかと誰だれもが疑うような、奇き妙みような形をした石だった。まるで風車のように、大小二つの卍まんじを重ね合わせた形をしていて、その中心に大きな白い石がはまっている。

　その形にどこか見覚えのあった真人は、しばらく石を持ったまま考え込み、ややあって「あっ」と声をあげた。

「お前、『くるのまがり』か!?」

　すっかり忘れていたが、それは、いつぞやの夢に出てきた神しん宝ぽうである。

　あの朝、目を覚ました彼のそばにはなく、てっきりすべてが夢の中での出来事だと思っていたのに、いったい、どこから現れ、どうやって荷物の中に紛まぎれ込んだのか。

　不思議に思って首を傾かしげていると──。

　コンコン、と。

　部屋のドアがノックされる。

「はい？」

　慌あわてて段ボール箱に「くるのまがり」を戻しながら真人が答えると、すぐにドアが開いて蘇王が顔をのぞかせた。

「真人、今、ちょっといいか。クリーニングから──」

　言いかけた蘇王が、ふと動きを止めて、部屋の中を訝いぶかしげに見まわした。ぐるりと一周した視線が、真人の手元のあたりでとまる。

　つられて自分の手元に視線を落とした真人が、顔をあげて尋たずねる。

「なんだよ？」

「いや。なんでもない。……たぶん、僕の気のせいだ」

　呟つぶやいた蘇王が、腕うでにさげていたクリーニングの袋ふくろをあげて見せる。

「それより、これ、制服。クリーニングから戻ってきたから、ちょっと袖そでを通してみてくれないか」

　かくいう蘇王は、先ほどまでの制服姿と違ちがい、ジーンズの上に襟えりのあるシャツを着て、さらに、身み幅はばに余よ裕ゆうのある白いカーディガンをまとっていた。それが、十代の男子にしては、落ち着いた印象を彼に与えている。

　学校案内によれば、寮エリアでは私服で過ごしていいらしく、しかも、個性を伸ばすという名目上、裸はだかで歩かない限り、基本、どんな服装でもいいという。その分、校舎エリアでは、茶室を利用する際の和装や乗馬服、ゴルフウエア以外は、制服か学校指定のジャージ、あるいは運動着を着用しなくてはならない。

　例外は、日曜祭日だけである。

　久しぶりに見る蘇王の私服姿に、相変わらず何から何まで整然とした人間だなと、真人はひそかに感心する。代々著名な神社の大おお祝はふりを務める家の生まれである蘇王は、昔から、普ふ通つうの男の子と違って、すっきりときれいな人間だった。それは、成長して多少男臭くささが増した今も、変わらないらしい。

　制服を受けとった真人は、確認するように「今すぐ？」と尋ねた。

　それに対し、「できれば」と頷いた蘇王が、続ける。

「僕も、けっこう忙いそがしいんで」

　そう言われてしまえば、しかたない。肩かたをすくめた真人は、その場で着ていたパーカーに手をかける。

　こういうところが、寮りよう生せい活かつに慣れている人間と、そうでない人間では違うのだろう。

　真人にとって、プライベートの空間に他人がいて、自分のやることを見られるのには、まだなんとなく抵てい抗こうがあったが、相手が自分のために時間を割さいてくれていることを思えば、しいて反論もできない。

　ズボンをはきかえ、シャツのボタンを適当にとめて渡わたされたブレザーに袖を通すと、真人のやることを黙だまって眺めていた蘇王が、最後に手を伸ばして襟えり元もとや裾すそを整えてくれる。

　夕焼けに染まる部屋の中、ふいに二人の距きよ離りが近づいた。

　その瞬しゆん間かん、真人の脳のう裏りに、鏡のように静かで清らかな湖面が浮うかぶ。

　冬ふゆ枯がれた雪景色を映すかと思えば、まばゆいばかりの新緑に染まりもする、あまりに美しい水の面おもてだ。

　どこか懐なつかしい記き憶おく──。

　焦こがれるように見あげた真人に対し、さりげなく、だが、どこかドギマギした様子でスッと身体からだを離はなした蘇王が言う。

「……やっぱり、少し大きいけど、まあ、こんなものかな」

　その声につられ、簞たん笥すの脇にある姿見を見た真人の目に、少し肩の落ちた制服を着る自分の姿が映った。

（七五三か……）

　一いつ緒しよに鏡を見ていた蘇王が、締しめくくった。

「とりあえず、当面、制服はそれで」

「ああ、うん。サンキュ」

　着たばかりの制服を脱ぬぎながら礼を述べた真人が、小さく笑って言う。

「それにしても、お前が寮りよう長ちよう補ほ佐さとはねえ」

　どこかからかうような口調だったのが気に入らなかったのだろう。蘇王が嫌いやそうに眉まゆをひそめて真人を見た。

「……だから、なんだ？」

「別に」

「『別に』って口ぶりじゃなかっただろう。言いたいことがあるなら、はっきり言えよ」

「本当に言いたいことはないって。……ただ、偉えらくなったもんだと思ってさ。昔は、ぼんやりしていて可愛かわいげがあったのに、やっぱお前って、水方家の跡あと継つぎなんだな」

　真人がパーカーに袖を通しながら言うと、「ぼんやり？」と意外そうに繰くり返した蘇王が、すぐに鼻で笑って言い返す。

「あれを『ぼんやり』と表現するのは、お前くらいだ」

「そうか？」

　それなら他ほかになんというのか──。質ただそうとしたが、真人が先を続けるより早く、「それより」と、今度は蘇王のほうから切り込んでくる。

「なんで、来たんだ？」

「なんでって……」

　もちろん、この学校に編入してきたことを言っているのだろう。肩をすくめた真人は、ありきたりな理由をあげる。

「それは、親が急に渡と米べいすることになって──」

「それは知っている。でも、それなら、親にくっついて行って、向こうの高校に編入すればよかったじゃないか。人見知りするって性格でもないんだし、バイリンガルになるいいチャンスだろう。それなのに、なんで、わざわざここに来た？」

「さあ？」

　それに関しては、真人にもよくわからない。ただ、目まぐるしく状じよう況きようが変化する中で、いつの間にか、この学校に編入することが決まっていたのだ。

　言ってみれば、不ふ可か抗こう力りよくである。

「知らないけど、気づいたらそうなっていたんだよ。──別にいいだろう。そんなに心配しなくても、お前の従兄弟いとこだって吹ふい聴ちようしてまわる気はないし、迷めい惑わくをかけるつもりもない」

「そんなこと、言っているんじゃない」

　そこで、窓のほうに顔を向けた蘇王が、どうでもよさそうに付け足す。

「だいたい、従兄弟の件なら、今いま頃ごろはもう学校中の人間に知れ渡っているさ」

「学校中？」

　疑わしげに受けた真人が、訊きき返す。

「どうして？」

「閉へい鎖さされた空間では、噂うわさの伝達は思っている以上に速いんだ」

「でも、それは、俺のせいじゃないと思うぞ？」

　なんといっても、彼はまだ、ほとんど誰だれとも口をきいていない。そして、それは蘇王も認めるところであるらしく、「ああ」と頷うなずいて原因を口にする。

「間ま違ちがいなく、藤代さんのせいだ」

「──なるほど」

　上級生の平安貴族のような顔を思い浮かべた真人が納なつ得とくしていると、相変わらず窓のほうを向いたまま、蘇王が忌いま々いましそうに呟いた。

「ただ、お前がいると、なにかと落ち着かないんだよ」

「──」

　この従兄弟にはあまり歓かん迎げいされないことは分かっていたが、こうもはっきりと存在を疎うとましがられるとは思わなかった真人が、どこか残念そうに蘇王の横顔を見つめた。

　沈ちん黙もくの落ちた部屋に、夕食の時間を告げる鐘かねが鳴り響ひびく。

　鐘の音が鳴り止やんだところで、腕うで時ど計けいを見おろした蘇王が、溜ため息いきをもらして謝罪した。

「悪かった。今の言葉は忘れてくれ。──それより、寮生活で大切なのは規律を守ることだから、着き替がえ終わったなら、食堂へ急ごう」

「……もしかして、夕食って、みんなで食べるわけ？」

「そう。朝食と昼食は決まった時間内に各自が取ればいいんだけど、夕食だけは、寮りよう生せいがそろって食べることになっている」

「イギリスの魔ま法ほう学校を舞ぶ台たいにした映画みたいに？」

「まあ、そんなところかな。あんな風に、幽ゆう霊れいや妖よう精せいなんかが飛んだりはしないけど」

　冗じよう談だんすら涼すずしげにのたまうと、蘇王は真人の背中を押すようにして部屋を出た。
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　寮生活というのが、なかなか過か酷こくなものであるというのを、真人は初日で悟さとった。

　夕食のあと、学年ごとに決められた時間内にお風ふ呂ろに入らなければならないのだが、その制限時間が三十分とあっては、慌あわただしいことこの上ない。あらゆるものに対して争そう奪だつ戦を繰り広げながら、なんとかドライヤーまで済ませて部屋に戻もどった時には、お風呂に入った意味がまったくないほど汗あせだくになっていた。

（なんか、不毛……）

　椅い子すにへたり込んで天てん井じようを見あげ、げんなりと思う。それから、荷物の山の中に手を伸のばして金魚の描えがかれた団扇うちわを引っ張り出すと、パタパタとあおぎ始める。

　自宅であれば、好きな時間に勉強して、好きな時間にテレビを見て、漫まん画がを読んでゲームをして、思い立ったらお風呂に入って、眠ねむくなったら寝ねる。両親が口うるさくなかったこともあり、そんな自由奔ほん放ぽうな生活を楽しんでいた。

　それが、ここでは、なにをやるにも時間が決められていて、しかも、かなりタイトに動きまわらないとならないらしい。

　こんな窮きゆう屈くつな生活がこれから三年間も続くのかと思うと、正直、先が思いやられる。

　少しでも楽になるためには、来年、監かん督とく生になるしかなさそうだ。

　というのも、大おお慌あわてで入ったお風呂であるが、地下の風呂場に蘇王の姿はなく、代わりにクリップボードを手にした一人の監督生が彼らのことを監かん視ししていた。聞けば、監督生は、交代で寮生たちの入浴時間を受け持ち、問題が起きれば対処するのだという。そういった雑事をこなすことから、監督生の部屋には、それぞれ個別にユニットバスがあって、消灯後の入浴が可能らしい。

　やんちゃ盛りの男ばかりが集まる寮りよう生せい活かつにおいては、想像以上に日常的な問題は多く、監督生に自由時間は殆ほとんどないということだったが、まだ学校に馴な染じんでいない真人からすれば、プライバシーのあるその特権は、なによりも魅み力りよく的に思えた。

（監督生ねえ……）

　そこで、団扇を持ったまま立ちあがって窓をあけた真人の頰ほおを、春の宵よい風かぜが撫なでた。

　外は真っ暗だ。

　まだ、ほとんどの部屋に電気がついているので、寮を囲む散歩道は見えるが、その先の雑木林はまったき闇やみに包まれている。

　暗がりから吹ふきつけてくる風の匂におい。

　生き物たちの気配──。

　都会とは違ちがう、真の夜がそこにはあった。

（懐なつかしい……）

　それは、はっきりこれだといえる思い出ではなかったが、包み込むような夜の暗がりや土や草や木の匂いが、幼い頃ころの記き憶おくを呼び覚ましたがための想おもいである。

　というのも、真人は、一時、この地に長期滞たい在ざいしていたことがある。

　幼よう稚ち園えんに入る前のことだが、母親が半年ほど入院することになり、その間、母方の実家である水方家に預けられたのだ。

　まだ小さかった真人は、母親の病気のことなどよくわからず、ただ、両親がそばにいない状況に不安を覚えていた。

　そんな彼に祖父母はとても優やさしくしてくれ、他の大人たちも気を配ってくれたので、もともと順応力の高い彼は、ほどなくその生活に慣れた。慣れてみれば、東京のせせこましい住宅事情と違って広い敷しき地ちを持つ祖父母の家では、探検するのに飽あきることがなく、毎日のように出歩いてはなにかを発見できる退たい屈くつしない日々を過ごせた。

　だが、活動的な真人と違い、水方家の直系である従兄弟の蘇王は、常に物静かで大人しい少年だったと記憶している。

　同い年ということで、よく一いつ緒しよに遊んだが、とにかくやんちゃだった真人に比べ、蘇王という人間は、大人がそばにいる時はきりりとした表情で畏かしこまっているし、真人の他に人のいない時は、ぼんやりとした表情でやっぱりジッとしていた。

　そういう時、まるで真人などこの世に存在しないかのように振ふる舞まわれた気がして、やけに心細くなったものである。

　それは、真人の母親が退院し、東京に戻ってから改めて夏休みに遊びに行った時なども変わらず、いつしか、真人はこの従兄弟いとこのことが苦手になっていた。そして、小学校六年生の夏休みを最後に、彼とは会っていなかったのだ。

　その従兄弟が、いまや「寮りよう長ちよう補ほ佐さ」である。

　ある意味、「やっぱり」と言えなくもないが、蘇王の違う側面を知っている真人からすれば、ちょっと「う～ん」と考えてしまうような話だった。

（そういえば……）

　真人は、ふいに別のことを思い出す。

（初めて、天てん女によの夢を見たのも、長期滞在していたあの頃だったかもしれない）

　真人が、水方家の本宅と庭続きになっている裏山を散歩していた時、空が極ごく彩さい色しきの美しい雲に覆おおわれるのを見た晩、夢で天女を見たのだ。

　極彩色の雲間で、楽しそうに和楽器を演奏する天女たち。

（……あれ、間違いなく夢だったよな？）

　曖あい昧まいな記憶の中で、夢と現実が交こう錯さくする。

　まさか、あれが現実ということはないだろう。

（夢といえば、これも）

　そこで、真人は振り返り、口があいたままになっていた段ボール箱の中から「くるのまがり」を取り出す。

　それを、電でん灯とうに翳かざしながら改めて眺ながめていると──。

　視界の端はしで、なにかが動いた。

（──？）

　不思議に思って首こうべを回めぐらせると、闇やみ夜よを映す窓の向こうに、青白い光がユラユラと揺ゆれ動いているのが見えた。

「……なんだ？」

「くるのまがり」を置いた真人は、窓に近寄り外を見る。

　絶対に幻まぼろしではない。

　確かに、木々の間に青白い光が見えている。

　彼の部屋は、中庭とは反対側に位置していて、昼であれば、裏山へと続く雑木林の青々とした様子が眺められた。だが、陽ひの光のないこの時間帯では、ひたすら真っ暗な空間が広がっているだけである。

　そんなまったき闇の中を、青白い光はフラフラと漂ただようように動いていた。

　右に行ったり、左に行ったり。

　頼たよりなく動きまわりながら、だが、明らかに風に逆らう形で、雑木林の奥へ、奥へと進んでいく。

　ＵＦＯにしては、位置が低すぎる。

　かといって、懐かい中ちゆう電灯のように人が持つにしては、高すぎた。

　なにより、その動きからして人工の明かりとは思えなかった真人が「鬼おに火び？」と小さく呟つぶやくと、それが聞こえたわけではないだろうが、その青白い光がフッと見えなくなる。

「あ、消えた」

　その後も、しばらく窓から外を眺めていたが、怪あやしげな光が再び現れることはなく、そのうちに大きな欠伸あくびをもらした真人は、窓を閉めて寝ね支じ度たくを整えた。もう少し元気なら、ぜひとも鬼火を追ってみたいところであったが、なんといっても、彼は疲つかれている。慣れない環かん境きようで緊きん張ちようしたせいだ。

　瞼まぶたが重くなってきて、すぐにでも深い睡すい眠みんに陥おちいりそうになった彼は、ダラダラと梯はし子ごをのぼってベッドに横たわり、ものの数秒で寝ね入いってしまった。

　それからしばらくして、消灯の鐘かねが鳴り響ひびいたが、真人は目を覚まさない。

　点呼を取りにきた藤代が、廊ろう下かに出てくる気配のない彼の部屋のドアを開けてベッドに近づき、その安らかな寝ね顔がおを見て小さく笑った時も、眠ったままだった。
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　夜半過ぎ。

　東の地平線から半月がのぼり、天頂に向かってゆっくりと移動し始めた。それとともに、暗がりに沈しずみ込んでいた真人の部屋も、うっすらと明るくなっていく。

　月の船が、夜空を渡わたる。

　と──。

　しんと静まり返る部屋の中で、ふいに音が鳴った。

　カタ。

　カタカタカタ。

　カタ。

　最初は幽かすかだった音が、次し第だいに細かく鳴り始める。

　カタ。

　カタカタカタ。

　カタカタカタカタカタカタカタ。

　それは、なにか固いものが固い板にぶつかるような硬こう質しつな音である。

　カタカタカタカタカタカタカタカタカタカタカタカタ。

　カタカタカタカタカタカタカタカタカタカタカタカタカタカタ。

　だが、ベッドで寝ね息いきを立てる真人が起きる様子はない。時おり、寝ね苦ぐるしそうに頭を左右に動かしたり、手をサッと動かしたりしたが、だからといって、目覚める気配はまったくないようだ。

　よほど眠ねむりが深いのか。

　すると、今度はふいにピタリと音が鳴り止やんで、暗い部屋の中に耳を塞ふさぐような沈ちん黙もくが訪おとずれた。

　なんの物音もしない。

　先ほどまで聞こえていた真人の寝息も、その瞬しゆん間かん、鳴りをひそめるように静かになった。

　静かすぎるほどの静けさが、あたりを覆う。

　ややあって、部屋の一角がホワンと光った。だが、すぐに暗くなり、間を置いてから、再びホワンと明るくなる。

　ホワン。

　ホワン。

　明るくなり、暗くなり、明るくなる。

　規則正しい明めい滅めつを繰くり返しながら、謎なぞの発光体がゆっくりと部屋の中を移動していく。

　ホワン。ホワン。ホワン。

　ホワン。ホワン。ホワン。

　しかも、明滅するたびに少しずつ色を変える発光体。

　桜色から赤。

　黄色。

　白。

　紫むらさき。青。玉虫色。

　もし、外から真人の部屋の窓を見あげる者があれば、おそらく、季節外れのクリスマスツリーが飾かざられているものと勘かん違ちがいするであろう。

　それくらい、ホワン、ホワン、と。

　謎めいた発光体は、色とりどりの光を放つ。

　その中心にあるのは、奇き妙みような形をした石である。大小二つの卍まんじを重ねたような形をした石──つまるところの「くるのまがり」が、中心から輝かがやきながら宙に浮ういて移動していく。

　やがて、ドアのところまで来た「くるのまがり」は、行く手を阻はばまれたかのように、しばらくその場で明滅しながらとどまっていたが、そうするうちにも、ドアノブがひとりでに回ってカチャッとドアが開いたので、再びゆっくりと動き出し、そのまま部屋を出て行った。

　出て行ったあとも、ドアの隙すき間まから明滅する光が徐じよ々じよに廊下を遠ざかって行くのが見えていたが、それが暗がりに溶とけ込んで見えなくなると、キイッと小さな音を立ててドアが閉じられた。

　誰だれがあけたわけでも、誰がしめたわけでもない。ドアはひとりでにあき、ひとりでにしまったのだ。

　その間、真人が目を覚ますことはなく、夜は穏おだやかに過ぎていった。

　ただし、寝る前に見たものが気になっていたのか、明け方、人ひと魂だまに追いかけ回される夢を見た真人は、さんざん眠りを貪むさぼったあとであるにもかかわらず、起きた時、すっかり疲れ果てていた。
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　その朝。

　朝食を終えた真人と蘇王は、連れだって校舎エリアを歩いていた。

　のどかな晩春の午前中。

　山間でうぐいすが鳴くのを聞きながら、真人は散歩気分であたりを眺ながめる。

　なんといっても、相変わらず無口な従兄弟いとこは、必要なこと以外、ほとんどしゃべろうとしない。真人も真人で、特に自分から歩み寄るわけでもなく放ほうっておいた。

　眠ねむ気けを誘さそうようなうららかな陽ひ射ざしが、そんな二人の上に降り注ぐ。

　ややあって、真人が大きな欠伸をもらした。

　蘇王が、そんな彼を見て、ようやく口を開く。

「もしかして、昨日の夜、眠れなかったのか？」

「そういうわけじゃないけど、なんというか、夢見が悪くて」

「夢見？」

「ああ。お化けに追いかけられる夢を見ちゃって」

　蘇王が、黒真しん珠じゆのような瞳ひとみを細めて続きを促うながす。

「それで？」

「逃にげたさ、もちろん」

「逃げ切れたのか？」

　とたん、真人が思いっきり顔をしかめた。

「真顔で、怖こわいことをいうなよ」

「怖い？」

「だって、逃げ切れたかなんて、まるで、俺がお化けに捕つかまることを前提にしているみたいじゃないか」

　すると、考え込むように軽く首を傾かしげた蘇王が、素す直なおに謝る。

「悪い。そんなつもりじゃなかったけど、言われてみれば、そうかもしれない。ただ、僕としては、結末が気になったから」

　それなりに反省している様子を見て取り、真人が苦く笑しようして尋たずねる。

「蘇王って、推理小説とか結末から読むタイプ？」

「なんで。きちんと、犯人を推理しながら読むよ」

「とても、そうとは思えない」

「悪かったな」

「べ～つに。……夢の結末は、ありがちな話だけど、捕まりそうになったところで、『ぎゃああ！』って叫さけんで目が覚めた。起き床しようの鐘かねがなる一分前だったよ」

「ふうん」

　話しながら校舎に入ったところで、彼らは、一度足をとめた。

　彫ちよう刻こくの彫ほられた壁かべの羽目板。

　市松模様の床ゆか。

　さすがにシャンデリアはぶらさがっていないが、彼らの目の前には、まるでヨーロッパのお城のような、瀟しよう洒しやな空間が広がっている。

　吹ふき抜ぬけとなった玄げん関かん広間に立ち尽つくし、口をあけて天てん井じようを見あげる真人のことを、蘇王が「こっち」と促す。

「あ、うん」

　あとを追って石造りの階段をのぼり始めた真人が、パーカーのポケットに手を突つっ込んだまま続ける。

「……なんか、変な感じだな」

「え？」

　階段の途と中ちゆうで振ふり返った蘇王が困こん惑わく気味の表情で見おろしてきたので、真人はもう一度、同じ言葉を繰くり返す。

「変な感じがするって、言ったんだよ」

「どうして？」

「いや、お前にしろ、藤代さんにしろ、雰ふん囲い気きが純和風だから、こういう西洋的な建造物の中で見るのは、すごく違い和わ感かんがある。……まあ、藤代さんの場合、あのフレンドリーさは、どう見てもアメリカンだけど」

「ああ」

　ひとまず納なつ得とくした蘇王が、進行方向に顔を戻もどして続ける。

「確かに、あの人はアメリカンだね。──もっとも、藤代さんの距きよ離りの縮め方は、身に染しみついた処世術でもあるからな。それに胡坐あぐらをかいていい気になると、痛い目をみるから気を付けろ。あれで、けっこうプライドが高いんだ」

「あ～、だろうね」

　人当たりはよさそうだが、決してゴロゴロと懐なつきたくなるタイプではない。あっさり認めた真人を、教室のドアをあけた蘇王が、意外そうに見つめる。

　その隙すきに開いたドアから中に入った真人は、鼻先をかすめた木の香かおりに、その場で大きく息を吸い込む。

　校舎は、装そう飾しよくに煉れん瓦がをふんだんに使った洋風で荘そう厳ごんな外見をしているが、教室内の机や椅い子すは全すべて木で出来ていて、なんともいえず落ち着きがあった。たしか、学校案内にも、地元産業の一つである木工を生かした環かん境きよう作りとあったが、こうして実際に触ふれてみると、その効果を実感する。

「その顔は、気に入ったみたいだな」

「すごく」

「それは、よかった。──ま、授業が始まれば、寮りようでの生活も落ち着いて悪夢も見なくなるだろう」

　そこで、真人が驚おどろいたように従兄弟を見あげる。

　どうやら、お化けに追いかけられる夢を見たというのは、不慣れな環境への不安と警けい戒かい心しんによるものと考えたらしい。つまり、彼は彼で、無口なりに従兄弟のことを心配してくれているようである。

　歓かん迎げいされていないと思っていたが、そんなこともないのだろうか。──あるいは、歓迎する気はないが、一応従兄弟であれば、心配くらいはするということなのか。

　よくわからないと思いながら、真人が訊きく。

「……そういえば、寮の向こう側の雑木林って、どこまで続いているか知っているか？」

　会話の流れから何の気なく尋ねてみたのだが、そのとたん、蘇王の表情が険しくなった。今しがたまでのぞいていた穏おだやかさが引っ込み、いつも以上に硬こう質しつな冷たさが前面に出る。

「──なんで、そんなことを訊く？」

　尋ね返す声も、心なしか低くなっている。

　あまりの急変ぶりに、真人は思わず言葉を濁にごす。

「……いや、ちょっと」

「言っておくけど、雑木林には入るな」

　けんもほろろな言い方だ。

　話のついでに鬼おに火びのことも言ってみようかと思っていたが、どうやら、この様子だと止やめておいたほうがよさそうである。今の蘇王にそんな話をしようものなら、冷たい一いち瞥べつのあと、これでもかというほど罵ば詈り雑ぞう言ごんが降ってきかねない。

（そういえば、昔も似たようなことがあったっけか……）

　神事に携たずさわる家という特とく殊しゆな環境に生まれ育った蘇王には、幼い頃ころから秘密が多く、こんな風にふいに態度を豹ひよう変へんさせることもたまにあった。真人が思うに、それはこのあたりの土地のことに話題が及およんだ場合が多い。

　ぎくしゃくした態度で真人が口を閉とざし、二人の間に、凍こおりつくような沈ちん黙もくが落ちたところで、蘇王のスマートフォンが鳴り出した。

　ホッとする真人を鋭するどく見つめながら、蘇王が電話に出る。

「はい。水方です。──ああ、どうも。えっ？──はい。わかりました。すぐに戻ります」

　誰だれからの電話なのか。

　短い会話の間も蘇王の視線は真人から離はなれなかったが、電話を切ったところで、ようやく視線を外し、踵きびすを返しながら言った。

「用ができたから、戻るぞ」

「わかった」

　真人にとっても、今はその方がありがたい。

　それにしても、雑木林の話題のなにがいけなかったのか──。来た時よりもずっと重たい沈黙の中、二人は並んで寮に向かって歩いて行った。
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（雑木林か……）

　蘇王と別れたあと、一人で昼食を食べながら、真人は考えていた。

　急に態度を硬こう化かさせた蘇王は、いったいなにを警けい戒かいしていたのか。雑木林になにがあるというのだろう──。

　ストローをくわえながら、真人は悩なやむ。

　これで、もし雑木林に行ったことがばれたら、当分口をきいてくれなくなるのは必至だ。とはいえ、昨夜見た鬼火のことといい、蘇王の態度といい、好こう奇き心しん旺おう盛せいな真人は、やはり、雑木林のことが気になって仕方ない。

　それになにより、まだ友だちのできていない彼にしてみれば、宿題すらない現在は、ヒマでヒマでしょうがない。

（ええい。習うより慣れろ、だ。──いや、百聞は一見に如しかず、か？）

　この場合、それらの慣用句が正しいかどうかは分からなかったが、雑木林のことが知りたければ、人の意見に惑まどわされずに、自分の目で見てみればいいだけのことである。それがどんな結果を招こうとも、その時はその時である。

　そもそも、たかが雑木林ごときに、なにがあるというのか。いくらド田舎いなかとはいえ、ここは経済大国であり先進国でもある日本の国土の一部で、しかも多少は土と地ち勘かんのある場所なのだ。

（──そう、惑うより迷え）

　そこで、彼は、紙かみ屑くずや紙コップをゴミ箱に放り込むと、その足で探検に出ることにした。

　寮エリアは、建物の外がい壁へきにそってハーブの咲さき乱れる散歩道が続いている。

　ところどころ、アーチ形にくり貫ぬかれた煉れん瓦が塀べいがあり、ハーブ園をいくつかのブロックに区切る役目を果たしていた。

　まさに、「英国式庭園」といえそうな庭づくりだ。

　日本にいることを忘れさせるような花盛りの空間に感心しながら歩いていると、それまで校舎エリアと寮エリアを隔へだてていた奥の壁かべが消え失うせ、鬱うつ蒼そうとした雑木林が現れる。

　いわゆる里山というやつだ。

　生おい茂しげる木々は、さまざまな種類が混生している。

　昨今、生長速度の速い杉すぎの植林が増えている中で、この手の雑木林は珍めずらしいものになりつつある。そんな貴重な雑木林を左手の奥に見ながらさらに歩き続けると、しばらくして、ヴィーナス寮の裏にたどり着いた。

　見あげると、真人の部屋の窓も確かく認にんできる。

（俺の部屋があそこってことは……）

　振ふり返って、雑木林のほうに視線をさまよわせる。

（たぶん、あのあたりか？）

　昨夜、怪あやしげな鬼火がただよっていた場所に見当をつけると、真人はハーブの手入れをするために設けられた細い道を通って、雑木林のほうに近づいて行く。

　奥に行くに従い、下草が増え、足元をくすぐる。

　やがて、木々の群生にしか見えなかった雑木林に、明らかに道と思える空間が開けているのが見えてきた。

　地面に目をやれば、人の足で踏ふみ固められたような跡あとがある。

　一度立ちどまって背後を見ると、真人の部屋の窓が視界に入った。それはつまり、真人の部屋からも、この場所が見えるということだ。

　間ま違ちがいない。

　あの鬼火は、この先で消えた──。

　確信した真人は、雑木林に一歩足を踏み入れる。一いつ瞬しゆん、蘇王の顔が脳のう裏りをよぎるが、頭かぶりを振ってそれを追いやった。

（あいつの領域だからって、言いなりになる必要はないさ）

　それから、道なき道を歩きだす。

　木こ漏もれ日のさす雑木林は、静かだった。その上、空気がきれいで、蘇王がここのなにを怖おそれるのか、正直、わからない。むしろ、森林浴にはうってつけの場所で、あるいは、この静けさを守るために、彼はここに生徒たちを近づけたくないのかもしれない。

（もしかして、あいつ、自然保護運動でもやっているのか？）

　そんなことを考えながら歩くこと数分、木々が途と切ぎれて開けた場所に出たと思ったら、突とつ然ぜん行き止まりになってしまう。

　断層が顕あらわになった崖がけが出現し、彼の行く手を塞ふさいだのだ。

「あちゃ」

　とっさに声を出した真人は、上にあがる道はないかと、あたりを見まわす。

　すると、左側の木々の間に、明らかに人工的に作られたと思われる竹たけ垣がきが見えた。よくよく観察すれば、その竹垣は、低木の茂みに埋うずもれるように結構な長さで続いていて、その一か所が鳥居形の門になっている。

　興味を覚えて近づいていった彼の前に、観音開きの格こう子し戸が現れる。

　鳥居形の門の下部が格子状の扉とびらになっていて、真ん中に南なん京きん錠じようがかかっているのだ。しかも、扉には数本の紙かみ垂しでがさがっている。

　どうやら、この先は宗教的な禁足地であるらしい。

（こんなところに、禁足地？）

　学校から地続きの場所に、なぜ、こんなものがあるのか。

　管理者は、いったいどこの誰なのか。

　ホームページを見る限り、御堂学院の背後に宗教団体は存在しない。むしろ、可能性があるとすれば、さきほどの様子からして蘇王の家が管理する禁足地ということになるが、真人が知る限り、このあたりに蘇王の家が大おお祝はふりを務める大社の関連施し設せつはないはずだった。

　よくわからない。

　扉の上に身を乗り出して覗のぞき込むと、奥は、生おい茂しげる木々に隠された獣けもの道みちになっていて、崖の上の方へと続いているようである。

　茂みの隙すき間まから、神の吐と息いきのような冷たい風が吹ふきおりて、真人の髪かみを揺ゆらした。なにかの気配を察した真人が、背せ伸のびをしながらさらに奥を良く見ようとしていると──。

「そこで、なにをしているんだい？」

　いきなり、背後から声をかけられ、仰ぎよう天てんする。それまで人の気配がなかっただけに、「うわっ」と叫さけんだ真人は、バランスを崩くずしてその場に尻しり餅もちをつく。決してどんくさいわけではないが、つま先立ちになっていたのがまずかった。

「ああ、驚おどろかせてすまない。そんなつもりじゃなかったんだが」

　言葉と同時に手を出され、真人は素直にその手につかまろうとしたが、触ふれ合う寸前、フッと動きを止めた。どうしてかわからなかったが、その手につかまるのを躊躇ためらわせるようなものが、そこにはあったのだ。
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　頭上で、相手がひそやかに笑う。

　ぎこちない間のあと、ひっこめられた手を追うように、真人は自力で立ち上がり、そこに立っていた相手を見る。

　そして、なぜかゾッとした。

　愁うれいのある黒い瞳ひとみ。

　肩かたの向こうに消えている長い黒くろ髪かみ。

　全体的に、陽ひ射ざしが似合わない、どこか退たい廃はい的な匂においのするなかなかの美青年である。

　それなのに、なぜ、背筋が寒くなるような感じを受けたのか──。

　身長は、真人より頭一つ分ほど高い。真人も、高校生として、さほど身長が低いとは思っていなかったが、藤代、蘇王、そして彼と、立て続けに自分より背の高い相手に出くわした今、その自信はちょっとだけ揺らぐ。

「……ああ、えっと、すみませんでした」

「なんで、謝るんだい？　驚かしたのは、僕のほうだ」

「でも、尻餅をついたのは、俺がどんくさいせいです」

　体てい裁さいが悪そうに応じた真人を見て、相手が首を傾かしげて問いかける。

「見かけない顔だね。もしかして、君が噂うわさの編入生？」

「噂？」

「うん。水方蘇王の従兄弟いとこが編入してきたって、寮りよう生せいの間で話題になっていた」

「──ああ」

　どうやら、本当に、噂が広まるのが速いらしい。あるいは、お公く家げ顔の藤代公彦の影えい響きよう力がすごいのか。

　内心で溜ため息いきをついた真人が、自己紹しよう介かいする。

「高等部一年に編入することになった玉司真人です」

「僕は、君と同じヴィーナス寮りようで監かん督とく生をしている守もり谷や則のり継つぐだ。高等部二年。──それで、本当に水方蘇王の従兄弟なのかい？」

「はい」

　真人は頷うなずく。そこは否定しても意味がなさそうだと、昨日の蘇王の様子からもうすうす感じとっていた。

「そう。──ということは」

　言いながら、鳥居の方へ顔を向けた守谷につられ、真人も首こうべを回めぐらせる。

「ここへは、彼に頼たのまれて監かん視しにでもやってきた？」

「監視？」

　監視とはまた、どことなくきな臭くさい言葉であるが、ひとまず首を横に振った真人が、否定する。

「そんなんじゃありません。だいたい、従兄弟といっても、用事を頼まれるほど親しい間あいだ柄がらではないし」

「そうなんだ」

「はい。ここに来るのも初めてです」

「じゃあ、追いかけてきて正解だったな。迷ったら大変だからね」

「迷う？」

　訝いぶかしく思った真人が、「でも」と続ける。

「ここにくる道は一本道だったから、迷いようがないと思いますよ」

「それは、ちょっと雑木林をなめているね」

「そうですか？」

「だって、うしろを見てごらんよ。自分が、どの方角から来たか、わかるかい？」

　言われて真人が振ふり返ると、てっきり一本道だと思っていた獣けもの道みちは、彼らが立っている少し開けた場所へと続く無数の小道に枝分かれしていて、正直、真人にはもう、どの道が正しいのかまったくわからなくなっていた。

「あれ、うそ？」

　驚く真人を憐あわれむように見て、守谷が言う。

「つまり、これが、森や雑木林の怖こわさってわけだよ。気づくと、方向感覚を失っている。山での遭そう難なんなんかは、ほとんどがこれだ」

「へえ。……それなら、蘇王が雑木林の話題を避さけようとしたのも、そのせいなのか」

　真人が勝手に納なつ得とくしていると、瞳を伏ふせた守谷が口元を歪ゆがめて教える。

「それはどうだろう。親類の君にこんなことを言うのもなんだけど、彼の場合は、自分たちが管理下に置いた土地のことが気になるんじゃないかな」

「土地、ですか？」

「そう。──知らないのかい？　このあたりは、もともと水方家のものだったんだよ。正確には分家だけど」

「へえ」

　とっさに驚いた真人であるが、それと同じくらい「やっぱり」という思いも強かった。

　昔から、土地神であるミナカタの神を祀まつる彼らにとっては、神域を清せい浄じように保つことこそが、何よりも大事なのだ。つまり、この禁足地の存在ゆえに、蘇王は、雑木林に人が近づくことに対し、あれほどの警けい戒かい心しんを見せたのだろう。

　ただ、「このあたり」などと簡単に言っても、いったいどのあたりまでのことをさして、「水方家の土地」と言っているのか。

　考えながら、真人はぐるりとあたりを見まわす。

　なんとも漠ばく然ぜんとした表現だが、それが通用してしまうくらい広い範はん囲いを言っているのかもしれない。

　真人の表情を見てだいたいのことを察したのか、守谷が楽しげに言う。

「その様子だと、従兄弟なのに、あまり水方家のことを知らないみたいだね」

「そうですね。……でも、従兄弟なんて、そんなもんでしょう」

「そうかねえ。──案外、地元民である僕なんかのほうが詳くわしいのかな」

　そこで、真人は興味を引かれたように守谷の翳かげのある横顔を見つめた。

「つまり、貴方あなたは、水方家のことに詳しい？」

「そうだね。なんといっても、田舎いなか暮らしというのは、都会とは違ちがって、まだまだ土地と密接に繫つながった独自のしがらみにとらわれているから、長く暮らしていると、どうしても色々と耳に入ってくるものなんだ」

「へえ」

「たとえば」

　守谷が簡単に説明する。

「君も知っての通り、この地には、わが国でも一、二を争うくらい古い創建を誇ほこる美み水ず大社があって、その氏うじ子こ組織は、政治的にも経済的にもかなりの勢力になっている。そして、それらの勢力の頂点に立つのが、代々、美水大社の大おお祝はふりを務める水方家だ」

　もちろん、知っている。

　三千メートル級の山々に囲まれ、日本一透とう明めい度の高いと言われる湖を抱かかえるこの地に美水大社が創建されたのは平安時代で、それ以前も、湖を対象とする土地神が人々の信しん仰こうを集めていたと言われている。そして、水方家は創建時からずっと、分家も含ふくめて美水大社の神官や宮司、大祝を輩はい出しゆつしてきた神職の家系なのだ。

　現在の美水大社は、本ほん宮ぐうと奥宮、それに春しゆん社しやと秋しゆう社しやの四社で成り立っている。

　ただ、政治的経済的云うん々ぬんの話は、真人にとって、初めて耳にするものである。自分の従兄弟を、そんな目で見たことは一度もないし、そもそも、蘇王はそういう世せ俗ぞく的なものからはかけ離はなれた場所にいる人間のはずだ。でなければ、あの清浄さは保てないだろう。

　違い和わ感かんを覚える真人の前で、守谷が話を続ける。

「そんな水方家の中でも、水方蘇王は、特に美水大社奥宮に属する『神鎮しずめの神官』を継つぐ者として、尊重されているんだよ」

「『神鎮めの神官』？」

「そう。──もっとも、奥宮で行われる祭事は秘ひ儀ぎとされているので、僕たち部外者には、どこまでが真実かは分からないけどね。ただ、そういう意味で、水方蘇王は、この学校でも特別な存在と見なされているんだ」

「なるほど」

　そこは、真人も納得する。あれほどすべてにおいて整った人間を特別な存在とせずして、なんとするのかという話だからだ。

　守谷がからかうように言った。

「まあ、そんな男にぞんざいな口がきけるとしたら、それは外がい戚せきである藤代公彦ぐらいのものだろう。……あと、そこに、君が加わるのかな？」

「それはどうだか……」

　曖あい昧まいに応じた真人は、名前のあがったもう一人の人物について尋たずねる。

「それより、藤代さんって、蘇王の親しん戚せきなんですか？」

「親戚といっても、君よりはずっと遠い親戚だ。確か水方蘇王のおばあさんか、ひいおばあさんあたりが、藤代家の人間だったんじゃなかったかな。……まあ、それを言ったら、むしろ、直系以外を含めれば、水方家の親類縁えん者じやはこの学校にも何人かいる。なにせ、古い家系だからね。そんな中、藤代が他ほかと違うのは、やはり家系のせいだろう。なにせ、藤代家といえば、八や井い財ざい閥ばつ十二家の一つだ」

「八井財閥……」

　八井財閥は、真人も知っていた。というより、日本の近代史には絶対に名前が出てくる一族である。

「八井」といえば、明治時代から日本の経済界の中心にいた財閥の一つで、婚こん姻いんによりその勢力を保ってきたので有名だ。藤代家は、そうしてできた傍ぼう系けいの一つで、明治中葉に宮家との婚姻によって格式を高くした家いえ柄がらであるらしい。

　つまり、彼のお公く家げ顔は、まさにＤＮＡの為なせる業わざというわけだ。

「なるほど」

　感心したように頷うなずく真人を見おろし、守谷がこれでようやく本題に入れるとばかりに、「──で？」と訊きいた。

「水方蘇王の命令でないなら、君は、なんで、危険を冒おかしてまでこんなところに来たんだ？」

「えっ？」

　いきなり話の矛ほこ先さきを向けられ、真人は戸と惑まどう。

「いや、それは……」

　返答に窮きゆうして言いよどむと、「もしかして」と声を潜ひそめた守谷が、こちらが思ってもみない、だが、なんとも鋭するどいことを言った。

「幽ゆう霊れいでも見た？」

「──！」

　真人は、目を剝むいて相手を見つめる。

　確かに彼は、昨晩見た鬼おに火びのことが気になってここまでやってきたのであるが、普ふ通つう、そんなことは真っ先に思いつかないはずだ。

「……なんで、そう思うんですか？」

「さあ、なんでだろう」

　思わせぶりに言って、守谷は愁うれいのある黒い瞳ひとみを細めて続ける。

「君は、なんでだと思う？」

　逆に尋ねられてしまい、何度か瞬まばたきをした真人は、真面目まじめに答えた。

「わかりませんけど、もしかして、この学校にも、七不思議とか怪かい談だんみたいなものがあったりするんですか？」

「……七不思議」

　呟つぶやいてからクスッと笑った守谷が、そのまま答えを先延ばしにする。

「いいね。気に入ったよ。だから、この答えは次回にしよう。そうすれば、また君に会う口実になる。──ということで、そろそろお茶の時間だし、今は、ひとまず寮りように戻もどろうか。欠食児童の群れにおいては、一分の遅おくれも、重大な損失につながるんだ」

　最後は三流デイトレーダーあたりが言いそうなことを口にして締しめくくると、守谷はクルリと踵きびすを返した。その背で、三つ編みにした長い髪かみが踊おどる。

（三つ編み……？）

　長いとは思っていたが、そこまで長いとはさすがに思っていなかった真人は、軽く目を見開いて、目の前で揺ゆれる黒くろ髪かみを見つめる。漫まん画がなどではよくいるが、実際に男が三つ編みにしているのを見るのは、初めてだった。

　それとともに、上級生の服のあちこちに、砂すな埃ぼこりのようなものがついているのが目につく。まるで、斜しや面めんでも滑すべり下りたかのようである。

（……そういえば、この人、どっから来たんだ？）

　最初に声をかけられた時、背後に気配はなかった。それよりはむしろ、横合いから唐とう突とつに声をかけられた感じだ。

　だが、そうだとしたら、行き止まりとなっていた崖がけのほうから現れたことになる。

　そこで、切り立った崖のほうを振ふり返った真人だったが、慣れた足取りでスタスタと雑木林を歩いて行く守谷との距きよ離りがあっという間に開いてしまったため、今は余計なことを考えるのはやめにして、彼のあとについて来た道を戻って行った。
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　真人が一人で雑木林を探検していた頃ころ──。

　ヴィーナス寮の廊ろう下かを、仏野環が白衣の裾すそを翻ひるがえして歩いていた。その麗うるわしい姿を見かけた生徒たちが、気安く声をかけていく。

「環先生、こんにちは」

「やあ」

「環センセ～イ。あとで悩なやみ相談に行ってもいいですか～？」

「ダメ。本日安息日」

「環ちゃ～ん。ヒマなら、一いつ緒しよにポーカーしない？」

「悪いね。歩くのに忙いそがしくて、ヒマじゃないんだ」

　彼の返答に、背後でゲラゲラと笑い声が起こる。

　環に対する呼びかけや態度がぞんざいになるほど、学年はあがっていく。ただ、すべてに共通していえるのは、みんな、環が大好きで、彼とのやり取りを楽しんでいるということだ。

　自室へと向かう曲がり角のところで、彼は、階段塔とうから出てきた藤代公彦に出くわした。お公家顔の寮りよう長ちようの背後には、寮りよう長ちよう補ほ佐さである水方蘇王の端たん整せいな顔も見える。

　気づいた藤代が、にこやかな顔で話しかけてきた。

「ああ、どうも、仏野センセイ。相変わらず、すごい人気のようで」

「君たちほどじゃない」

　他の生徒たちが親しみを込めて「環」と呼ぶのに対し、この寮長は嫌いや味みのように「仏野」のほうを押してくる。それがまた、のらりくらりとしながら陰かげで策さく謀ぼうを巡めぐらせると評判の彼らしいやり方であった。

　黒くろ縁ぶちの眼鏡越ごしに寮長を見返した環は、蘇王に視線を移して尋ねる。

「それより、玉司君の様子はどうだい？　少しは慣れたかな？」

　それに対し、蘇王が軽く肩かたをすくめて応じる。

「さあ。昨日の今日では、まだなんとも。──ただ、けっこうマイペースな人間だから、おそらく問題はないと思います」

「ああ」

　面おも白しろそうに受けた環が、「そういえば」と続ける。

「君の従兄弟いとこなんだってね。それなら、特に問題も起きないだろうし、言われてみれば、今さっきも、一人で雑木林に向かっていたから、きっと本当にマイペースなんだね」

　とたん、蘇王の眉み間けんにしわが寄る。

「雑木林に？」

「うん」

「うんって、何故なぜ、止めてくれなかったんですか？　あそこは、下手に迷い込むと戻って来られなくなる場所ですよ？」

「そうだけど、少し前に守谷則継が入っていくのを見たから、大だい丈じよう夫ぶだろうと思って」

　なんでもないことのように告げた環は、銀と見まがう灰色の瞳を楽しげに細めて笑うと、「じゃあ」と言って、曲がり角の向こうに姿を消した。その先には、舎しや監かんである彼の私室があるだけなので、滅めつ多たなことでは生徒は近づかない。

　後ろ姿を見送った藤代が、つまらなそうにもらす。

「相変わらず、人を小バカにしたお方だね。見み透すかしているというか……」

「仕方ないでしょう。相手は、カウンセラーでもあるんですから。人の気持ちを見透かすのが仕事みたいなものです」

「ま、そうなんだが」

　肩をすくめた藤代が、考え込んでいる蘇王を見やって言う。

「それに、お前の懸け念ねんは他ほかにあるもんな。──なにせ、真人を追いかけたのが、あの守谷則継だ。内心、穏おだやかじゃないだろう」

　守谷家は、「水方派」と呼ばれるこの地域に根づく政治団体に対たい抗こうする新興勢力の中心的存在で、最近行われた衆院選では、中央の政権交代の風潮に後押しされ、僅きん差さで水方派を破って彼らの陣じん営えいの人間が当選した。

　ある意味、因いん縁ねんの相手である。

　だが、蘇王はどうでもよさそうな口調で「別に」と応じる。実際、美水大社を信しん奉ぽうする権力者たちには痛い話であろうが、神官である彼自身には、なんの関かかわりもないことである。むしろ、俗ぞつ界かいの穢けがれは、彼の神官としての質を落とす。

「まあ、お前はそうか。──だけど、僕は気が気じゃないけどねえ。僕のお気に入りである真人に、守谷がちょっかいをかけるのは」

「なら、いっそ、藤代さんが真人に鎖くさりでもつけたらどうです？」

「あ、いいね、それ。そうするかな」

　冗じよう談だんともつかない口調で受けたお公く家げ顔の男を呆あきれて見やった蘇王だったが、すぐに視線を逸そらして窓の方を見る。

　藤代のことは、この際さいどうでもいい。この男は、無む味み乾かん燥そうとした男子校生活において、蘇王をからかうことを最上の楽しみとしているのだ。それに、いちいち付き合っていたらバカを見るだけである。

　そんなことより、気になるのは──。

（雑木林には近づくなと、はっきり言ったのに）

　蘇王は、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを持つ従兄弟の天てん真しん爛らん漫まんな顔を思い浮うかべながら、苦々しく思う。

　どうして、人の忠告を無視するような反はん抗こう的な態度を取るのか。

　真人というのは、昔から、とにかく蘇王の気にかかる人間だった。存在そのものもそうであるし、真人を見るまわりの目もそうである。特に、蘇王の祖父にあたる先代の大おお祝はふりが、真人を見て言った言葉が、蘇王には忘れられない。





　　──あれは、そのうち「神使い」になるかもしれんなあ。






　祖父は、ある時、散歩から戻もどってきた真人を見て、そう言った。その時はまだ、「神使い」というのがどういうものであるのか、幼い蘇王にはわからなかったが、それでも、祖父の口調からして、それが連綿と受け継つがれる類たぐいの──ある意味、ありきたりなものではなく、ある時期にだけこの世界に現れる稀き代たいの存在であるのが感じ取れた。

　そして、そのことが、「神鎮しずめの神官」として一族の中で最も尊重されてきた彼の自尊心を大いに傷つけたのだ。

　以来、真人は、彼にとって特別な存在になった。

（本当に、お前は、僕を落ち着かなくさせてくれるよ）

　内心で大きな溜ため息いきをつき、蘇王は藤代に続いて食堂へ入っていった。







　一方。

　環は、自室の前まで来たところで立ち止まり、床ゆかの上に転がっているものを見て、首を傾かしげた。くろがね色の巻き毛が落ちかかる彫ほりの深い顔には、困こん惑わくの色が広がっている。

　どうやら、彼にしては珍しく、自分の目に映っているものをどう理解すればいいか、心底悩なやんでいるようだ。

　ややあって、戸と惑まどいを隠かくせないまま、誰だれともなしに問いかけた。

「これは、どういうことだ？」

　それから、あたりを見まわして、さらに呟つぶやく。

「お前は、ここへ何しに来た？」

　だが、床の上に転がったものは何も答えず、ただ、もの問いたげにジッと環を見あげてくるようだった。実際は、転がっているだけで、表情もなにもないのだが──。時おり、ホワンと微び弱じやくに発光するくらいである。

　そのまましばらく腕うでを組んで謎なぞの物体を観察していた環は、ややあって手を伸のばし、それに触さわろうとする。

　すると、向こうも同じ分だけ、後ろにさがった。

　環が、思わず文句を言う。

「なんでだい？」

　自分から寄って来たくせに、正体を見み極きわめようとすると、遠ざかる。

「別になにもしないよ。ただ、お前がなにか、知りたいだけだ」

　諭さとすように告げた環がさらに手を伸ばすと、今度はさがらず、それはジッとその場にとどまっていた。

　怖おそれげもなく光の中に手を突つっ込んだ環が、中心に触ってその形状を確かめ、ややあって「なるほど」と頷うなずいた。

「わかった気がする。……ただ、そうか。案外やっかいだな」

　納なつ得とくしている間にも、謎の発光体がそろそろと移動してその場から離はなれようとしたので、気づいた環が「ステイ」と言って押しとどめた。

　それから、深い溜息をつき、自室のドアをあける。

「傍オブ観ザー者バーであるべき私としては、君たちの騒そう動どうに関わる気は毛頭ないけど、さすがに、その状態で誰かに見られるとやっかいだから、とにかく中に入ってくれないか。──今後のことを考えるのは、それからだ」
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「玉司、今日の午後、監かん督とく生の守谷さんに学校案内をしてもらったって、本当か？」

　夕食の席で前に座る生徒に話しかけられ、真人が、箸はしを持つ手を止めて相手を見た。何でそんなことを知っているんだと思いながら、誤って広がったらしい情報を訂てい正せいする。

「ちょっと違ちがう。散歩していたら、たまたま会ったんだ。それで、少し話をしただけ」

「でも、玉司って、水方の従兄弟いとこなんだよな？」

「そうだけど、それがなに？」

「いや。守谷さんと親しそうに話していたって聞いたからさ、大だい丈じよう夫ぶなのかと思って」

　大丈夫なのかとは、またどういう意味か。

　軽く眉まゆをひそめて、真人が応じる。

「話すくらい、別にいいだろう。──というか、俺が蘇王の従兄弟だと、なんで守谷さんと話したらダメなんだ？」

　真人が、相手の意図を汲くみ取れずに訊きき返すと、周囲の生徒までもが驚おどろいたように彼らの会話に加わった。

「うそ。玉司、従兄弟のくせに、知らないのか？」

「知らないって、なにを？」

「水方と守谷の対立」

「対立？」

　聞けば聞くほどちんぷんかんぷんになっていくが、その時、すぐそばを上級生が通りかかったので、彼らはシッと言い合って黙だまり込んだ。どうやら、あまり大っぴらに話していいものではないらしい。

　ややあって、そろそろとまわりを確かく認にんしてから、彼らは小声で会話を再開する。

「そう。あの二人って、かなり微び妙みような関係なんだよ。というのも、守谷さんのお父さんは、現知事である水方礼れい二じ郎ろう──水方蘇王の伯父おじに当たる人物だけど──の対立候補だったし、この前の衆院選では水方派の候補者を破って守谷側が立てた候補者が当選している。比例代表で水方派の候補者も拾われたからよかったものの、ここしばらくは前にもまして、両者の対立が深まっているんだ。──それだというのに、水方の従兄弟である君が守谷さんと仲良くしているっていうから、こっちは冷や冷やものだよ」

「ふうん」

　学校での会話とは思えない世せ俗ぞく的な話題に、真人は辟へき易えきして彼らの顔を見まわした。どうやら、田舎いなかにおいては、高校生といえども、世間的なしがらみと無む縁えんではいられないらしい。そして、真人は、従兄弟というだけで、なかば強制的に水方派の陣じん営えいに加えられてしまうようである。

　守谷派と水方派。

　ウサギとカメ。

　ロミオとジュリエット。

　世に対立の構図はごまんとあり、そのどれもが始まりはつまらない見み栄えだったりする。

　この手のことが苦手で、かなり面めん倒どうくさいと思いながら生返事をする真人を、他ほかの生徒たちが悲喜こもごもの目で見る。

「でも、そうか。玉司って、そんなことも知らないのか」

「ああ」

「──ってことは、従兄弟といっても、付き合いはあまりない？」

「ないよ」

「へえ」

「な～んだ」

「ビクビクして損した」

　どこかホッとしたように言われた言葉に、真人が顔を向けて確認する。

「ビクビクって、なんで？」

「だって、てっきり玉司は水方の懐ふところ刀がたなとして満を持してこの学校に送り込まれてきたものだと思ってたから」

「そうそう」

「藤代さんの口ぶりがそんな感じだったし、俺もてっきりそう信じてた」

「うんうん。これで、寮りようでも滅めつ多たなことは口にできなくなるってさ」

「……藤代さんねえ」

　人当たりの良さそうなお公く家げ顔の上級生は、やはり始末に悪いらしい。本気でげんなりする真人に、何人かの生徒が好意的に言った。

「まあ、でも、良かったよ」

「ホント。これで、玉司には、普ふ通つうに話しかけていいってわかったわけだから」

「それで、玉司。どこか案内してほしいところとか、ある？」

「あるいは、知りたいこととか」

　急に好意的になった友人たちになかば呆あきれながら、真人は少し考えて訊いた。

「──それなら、ちょっと教えてほしいんだけど、この学校には怪かい談だんとか七不思議とかって存在する？」

「七不思議？」

「そう。学校って、よくそういうのがあるだろう」

「あるけど、玉司って、面おも白しろいことを訊くね」

「ホント。編入二日目なら、他にも訊くべきことがあるだろうに」

「確かに。俺なら、まずは友人関係から把は握あくするよ。少なくとも、怪談や七不思議から知ろうとは思わないな」

「そうか？」

「うん」

　真人の確認に全員が大きく頷いたので、真人は苦く笑しようして質問を重ねる。

「それで、そういった話はないか？──例えば、北校舎一階のトイレの、奥から二番目のドアはあかずの扉とびらで、時々女の子のすすり泣きが聞こえるとか、針が動かないのに時刻になると音が鳴る時計とか」

「聞かないなあ」

「うん。その手の噂うわさは、まだ聞いたことがないよ」

「確かに」

「なんといっても、この学校、まだ歴史が浅いし」

「……そっか」

　当てが外れたように受けた真人の横で、「あ、でも」と一人の生徒が思い出したように声をあげる。本名はわからないが、みんなから「坂さか下した」と呼ばれているので、おそらく、それが名字なのだろう。

「そういえば、ちょっとそんなような話を聞いたことがある」

「どんな？」

「それが、今は『地球テラの住人』になっている先せん輩ぱいなんだけど、この前、カフェテリアで久々に会った時、『そろそろ、そんな季節かな』って言ってたんだ」

「そんな季節？」

「俺も気になって、『なにがですか？』って聞いたら、その先輩が、『神かみ隠かくし』って答えて、他の先輩たちと笑ったんだよ」

「『神隠し』？」

　一いつ緒しよにいた生徒の一人が意外そうに繰くり返して首を傾かしげる。どうやら、彼にとっても初耳の話であるらしい。

　だが、「神隠し」と聞いたとたん、「あ」と声をあげた生徒もいた。

「それ、俺も聞いたことがある。──『十五の神隠し』だろう？」

「そう、それ」

「『十五の神隠し』？」

　真人が繰り返す声に、別の生徒の質問が重なる。

「なに、それ？」

「いや、なんでも、この学校では毎年、十五歳を迎むかえた生徒が一人、必ずいなくなるんだって」

「毎年、必ず？」

「必ず」

「絶対に、まゆつばだな」

　超ちよう常じよう現象など全く信じそうにない眼鏡をかけた生徒の言葉に、別の生徒が反論する。

「でも、もし本当だったら？」

「大変なことじゃないか。いわゆる、事件ってことだろう。そうなったら、警察沙ざ汰ただぜ？」

「ああ、そうか」

「じゃあ、やっぱり、ただの噂か」

「──でもないみたいなんだ」

　坂下が、そこで真相を暴ばく露ろする。

「俺もそのことが頭を離はなれなくなったんで、あとで先輩をつかまえて確認したら、いなくなるのは事実だけど、神隠しじゃないんだって」

「それなら、なんで？」

「転校だよ」

「転校？」

　そこで、テーブルを囲む生徒たちが拍ひよう子し抜ぬけしたように息を吐はく。

「なんだ、そんなことか」

　転校なんて、どの学校にもあることで、別段珍めずらしいものではない。なのに、なぜ、あえて「十五の神隠し」なんて、もったいぶった言い方をするのか。

　真人が、そのあたりのニュアンスを含ふくめて言い直す。

「つまり、毎年一人くらい、中等部から別の高校に行くやつがいるってこと？」

「そう。ただ、先輩たちがいうには、『十五の神隠し』なんて言われ方をしてしまうのは、その転校が、区切りとか、そういうタイミングではなく、ただ、ある時突とつ然ぜんいなくなるからなんだって」

「いなくなる？」

「そう。それで、あとになって、その生徒が転校したことを知らされるんだ。──しかも」

　そこで、彼は少しもったいぶった間を置いて、生徒たちの顔を見まわす。

　引き込まれた一人が、わずかに身を乗り出し、先を促うながした。

「しかも？」

「その生徒とは、それっきり、連れん絡らくが取れなくなるらしい」

「どうして？」

「さあ。その先輩が言うには、もともと、それほど友人が多くない奴やつが転校するからだろうって」

「ああ、なるほど」

　学校に馴な染じめなかった生徒が、ふとした折に転校を決意するということだ。

　たしかに、全ぜん寮りよう制せいの学校で環かん境きように馴染めなければ、そこは地じ獄ごくでしかない。転校の一つもしたくなるというものだが、それにしては、と真人は思う。

（ちょっと、遅おそすぎやしないか？）

　環境に馴染めないまま中学時代を過ごすくらいなら、もっと早くに転校を考えてもいいだろう。

　それが、なぜ十五歳なのか。

　しかも、転校を考えるタイミングが、均一の年ねん齢れいというのも変である。

　考え込む真人の前で、坂下が言う。

「ただ、どうやら、友人が少なかったというだけじゃなく、それまで使われていたメルアドなんかも音信不通になるそうなんだ。メールも電話も通じない。……それで、実際に同級生がいなくなった経験のある上級生の中には、実は、その生徒はすでに死んでいて、死体が、あの雑木林のどこかに埋うめられているのではないかって言う人もいるらしい」

「死体が、雑木林に──？」

　驚おどろいた真人が、声に出して繰り返した時だ。

　トンッと。

　テーブルが指で叩たたかれ、上から冷ややかな声が降ってきた。

「その辺でやめておけ」

　蘇王だった。

　とたん、全員が気まずそうな表情で黙だまり込む。気づけば、夕食の時間は終わっていて、他ほかの生徒たちはわれ先にと食堂をあとにしている。

　蘇王は、底光りする黒真しん珠じゆのような瞳ひとみで同級生たちを見つめながら続けた。

「君たちが、食事中、どんなホラ話で楽しもうと勝手だけど、何も知らない編入生を惑まどわすような話だけは、避さけてほしいな」

「惑わす？」

「そうだろう？──それでなくても、彼は好こう奇き心しん旺おう盛せいのようだから、面めん倒どうを見なければならない立場からすると、つまらない噂うわさ話ばなしに振ふり回されて、あっちこっちふらふらされても困る」

　言いながら、蘇王が剣けん吞のんな視線を向けてきたので、真人はカメのごとく首をすくめた。どうやら雑木林に入ったことが、ばれたらしい。

　壁かべに耳あり、障子に目あり。

　どこの誰だれが、ご注進に及およんだのか。

　だが、ここで黙り込んでいては、それこそまわりから、懐ふところ刀がたなならぬ、蘇王の傀かい儡らいであると思われかねないため、真人は果か敢かんに反論する。

「──っていうか、そもそも、小学生じゃあるまいし、従兄弟いとこだからって、忙いそがしいところをつきっきりで面倒を見てもらう必要はどこにもないよ。日本語が通じるんだし、分からないことがあれば、そのへんのやつに訊きく。……まあ、お前って、昔から責任感が強かったし、親切で言ってくれているのはわかるけど」

　だんだん不ふ機き嫌げんな顔になっていく蘇王の体面を慮おもんぱかるように言葉を継つぎ足していると、背後で第三者の声がする。

「おやおや、さっそく揉もめ事かい？」

　現れたのは、寮りよう長ちようの藤代公彦だ。

　彼は、やけに楽しげに話の輪に入ってくると、下級生たちを眺ながめながら噂に拍はく車しやをかけるようなことをのたまう。

「でも、顔ぶれからして、肉親同士の内輪もめってやつかな。あるいは仲のいい従兄弟の痴ち話わ喧げん嘩かか？──まあ、余人が入り込む隙すきはないってことなんだろうけど」

（だから──）

　真人は、内心でいきり立つ。

　藤代のこういう言い方が、蘇王と真人の関係を誤解させるのである。蘇王だって迷めい惑わくだろうと長身の従兄弟を見やるが、意に反し、彼は藤代に対しては苛いら立だちの表情を見せていない。どうやら、藤代のやり口には慣れているらしい。

　仕方なく、真人みずから「あの」と反論しかけた時だ。

　ふいに誰かに呼ばれ、彼は開きかけた口を閉とざす。

「玉司真人」

　生徒たちの話し声でざわつく室内において、その静かな声は、不思議とまっすぐ彼らのもとに届いた。

　とっさに全員が見やった先に、食堂の入り口に立つ環がいる。相変わらず私服の上に白衣をまとった知的な姿は、大天使のごとき神こう々ごうしさでもって有う象ぞう無む象ぞうの生徒たちから浮うきあがっていた。

　みんながなんとも嬉うれしそうに見つめる先で、環は、顔を向けた真人を指先でクイクイと呼びつける。見ようによっては、かなり横暴な仕草だ。

「なんだ、あいつ」

　どこか不満そうに呟つぶやいた藤代が、真人を見おろして確かく認にんする。

「真人。彼に呼びつけられる理由でもあるのかい？」

「まさか。ありませんよ。──もしかして、健けん康こう診しん断だんでもするんですかね」

　首を傾かしげる真人だったが、呼ばれたのは確かなので、藤代に向けて一礼すると、彼らのそばを離れた。

　立ち去る真人の後ろ姿を気がかりそうに目で追っていた蘇王は、その先で待っている環と目が合う。

　眼鏡の奥に隠かくした銀に見まがう輝かがやかしい瞳。

　後光を放つようなくろがね色の髪かみ。

　環は、蘇王と目が合うと、唇くちびるの両りよう端はしをつり上げて菩ぼ薩さつのような笑えみを作った。そこに見え隠れする尊大さ──。

　なんだ、あいつ。

　今しがた、藤代が環の態度をそう評したが、蘇王にしてみれば、環を見るたび、それ以上に訝いぶかしさが募つのる。

　いわく。

（彼は、いったい何者だ──？）

　そんな蘇王の疑念を知ってか、知らずにか。

　環は、蘇王に視線を残したまま、近づいて来た真人の肩かたにこれみよがしに腕うでをまわすと、連れだって食堂を出て行った。
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　環と一緒に歩きだした真人は、いったいなんの用だろうと思い、鋼はがねの天使を思わせる横顔を見あげる。

　気づいた環が、肩から手を離はなして言った。

「なんだろうって、顔をしているね？」

「……はい、まあ」

　その通りなので頷うなずくと、環は楽しそうに告げる。

「実は、君に、見せたいものがあるんだ」

「見せたいもの？」

「うん」

　だが、そう言ったきり環は口を閉ざしてしまったので、真人も敢あえて尋たずねず、黙ってあとをついていく。藤代もおかしな男であるが、この校医は見目がおそろしく麗うるわしい分、余計にどこか得体が知れない感じがする。

　あたりは、静かだった。

　食堂の喧けん騒そうが、噓うそのようである。この先には舎しや監かんの住居があるだけなので、彼らが歩いている廊ろう下かは、あたかも私有地であるかのように生徒の侵しん入にゆうを拒こばんでいるのだ。

　部屋の前に着き、環があけてくれたドアから中に入りかけた真人は、その場でふとためらった。室内から流れてくる空気には、まがうかたなき私的空間の匂においがあったからだ。

　神域にも似た禁きん忌きの気配──。

（踏ふみ込んでいいのか……？）

　逡しゆん巡じゆんする真人の背中を押すようにして室内に入った環が、後ろ手にドアをしめる。小さくカチャリと鍵かぎのかかる音がすると、急に世界から切り離された感じがして、真人はちょっとドギマギした。

　不安そうに振ふり返った真人の脇わきをすり抜ぬけ、環は、「こっち」と言いながら先に立って歩きだす。どこまでもマイペースな人間だ。

　仕方なく、真人もあとに続いた。

　室内は、思った以上に広い。

　間口が狭せまく、中は広々という造りだ。

　長い廊下の片側の壁にドアが並び、反対側の壁には数枚の絵が飾かざられている。

　それらを見ながら奥へ進むと、ふいに視界が開け、大きく窓のとられた開放的なリビングが現れた。日が暮れた今でこそカーテンは閉じられ、間接照明でほどよく室内が照らされているが、昼間なら、窓からさんさんと太陽の光が差しこむだろう。

　間接照明の一つなのか、壁かべ際ぎわでクリスマスのイルミネーションのように明めい滅めつを繰くり返す明かりがあった。しかも、光るたび、その色がとりどりに変化する。

　それ以外はさして目を引くもののないこざっぱりした室内を一通り見まわした真人が、サイドテーブルの上にキーホルダーを置く環に向かって、訊く。

「それで、先生。俺に見せたいものってなんですか？」

「これはまた、来たばかりで性急だね。なにか急ぎの用でもあるのかい？」

「いえ、別に」

「だったら、とりあえず座ったらいいだろう」

「はあ……」

　そこでソファーに腰こし掛かけた真人は、居い心ごこ地ち悪そうにあたりを見まわした。それを腕うで時ど計けいを外しながらチラッと見やり、環が淡たん々たんとした口調で問う。

「落ち着かないようだね？」

「はい。……というか、急に校医に呼びつけられたら、誰だれだって落ち着かなくなると思いますけど。──これでも、いちおう健康には自信があったし」

「ああ、だろうね」

　頷いて見み透すかすように真人の全身を眺めた環が、その言葉を肯こう定ていする。

「それは、私が保証するよ」

「でも、それなら──」

　なぜ、呼びつけられたのか。

　訝しそうに言いかけた真人の前で、白衣を脱ぬいでバサッとソファーの背にかけた環が、顎あごで壁際を示しながら説明する。

「君を呼んだのは、それを返そうと思ったからだ」

「それ？」

　訊きき返しながら真人は環が顎でさしたところを見るが、そこにはこれといって何もない。しいて言えば壁があるくらいだ。──それと、色を変えて明滅する明かり。

　視線を戻もどした真人が、不思議そうに告げる。

「なにもありませんけど？」

　とたん、環が呆あきれたように言い返す。

「あるじゃないか、目の前に。君の目は節穴か？」

「違ちがいますよ。だって、本当に──」

「だってじゃなく、よく見てごらん。ほら、そこで、ピカピカ光りながら上下している」

「え？」

　そこで、真人がもう一度壁のほうを振り返った。

　そこには、たしかにピカピカ──ピカピカというより、実際はホワン、ホワンという感じなのだが──色を変えながら光る明かりがあって、しかも、環の言葉通り、今は上下に移動している。

　浮うき上がり。

　下がり。

　また、浮き上がる。

　その動きを目で追った真人が、眉まゆをひそめて呟つぶやく。

「動いてる──？」

　なぜ、浮くのか。

　あるいは、なんで下がるのか。

　その重力を無視したような動きを見つめながら近づいた真人が、腰こしを曲げて明かりを覗のぞき込む。

　すると、明かりのほうも、真人を覗き込むように浮き上がった。

　その瞬しゆん間かん、そこに目があるわけでもないのに、真人が謎なぞの発光体と見つめ合った気になっていると、音もなく背後に立った環が、真人の肩かた越ごしに言う。

「ね？　あるだろう？──そんなものが寮りよう内ないをフラフラしていたら大だい迷めい惑わくだから、ひとまず、私が預かっておいたんだよ」

　そこで一いつ旦たん言葉を切った環は、つと真人の耳元に顔を寄せ、内ない緒しよ話ばなしでもするかのように囁ささやきかけた。
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「──ということで、玉司真人。持ち主は君で、間ま違ちがいないね？」

　囁きというより脳に直接響ひびくような声に、ゾクリと身体からだを揺ゆらした真人が、「いや」と否定しながら振り返ろうとしたが、その時、輝かがやきの合間に見えた中心部の形に、「ん？」と小さく声をあげて動きを止めた。

　光の中心にあるのは、奇き妙みような形をした石のような塊かたまりだった。大小二つの卍まんじを重ねたような形状をしている。

　どこかで見たことがあるような──。

　発光体を見つめながら何度か瞬まばたきをした真人は、ふいにそれに思い当たって、「うそ！」と驚おどろきの声をあげる。

「これ、『くるのまがり』か!?」

　とたん、ホワン、ホワン、と。

　発光体が、どこか嬉うれしそうに上下する。

　間違いない。

　とりどりに色を変えながら光を発しているのは、彼が天てん女によから預かった神しん宝ぽうだ。なぜ光ったり浮いたりしているのかわからないが、もともと正体が知れないものであれば、これが本来の姿なのかもしれない。

　なんにせよ、真人にしてみれば、驚くことばかりだ。

「くるのまがり」の変化もそうであるが、環がこの状じよう況きようを当たり前のように受け入れていることも、よくよく考えればびっくりである。しかも、これの持ち主が真人であると、どうしてわかったのか。

　混乱する真人に、環が飄ひよう々ひようと尋たずねた。

「その様子だと、これの正体がわかったようだね？」

「わかりましたけど、わかりません。いや、もともとよくわからなかったんですけど、それよりなにより、なぜ、先生は、これが俺のものだって思うんですか？──というか、それ以前にこの状況を変だとは思わないんですか？」

　この状況と言いながら、真人は光りながら上下している「くるのまがり」を指す。

　すると、何を勘かん違ちがいしたのか、「くるのまがり」がつつっと嬉しそうに寄ってきて、真人の指先にとまった。

　手乗り文鳥か。

　普ふ段だんの真人ならそう突つっ込んでいそうだが、今はそれどころではない。「くるのまがり」から環に視線を戻して、彼の返事を待つ。

　なぜ、環はこの状況を受け入れているのか。

　どうして、「くるのまがり」が、真人のものだとわかったのか──。

　だが、環は、なんの違い和わ感かんもない様子で説明する。

「私は、物事をあるがままに受け入れるのがモットーでね。これがこうあるというのなら、そういうものなんだろうと、素す直なおに思うまでだよ」

　素直に──。

　真人が、眉をひそめる。

　大層結構なモットーのようだが、「あるがまま」にも程ほどがあるとは思わないのか。その理論で言えば、ＵＦＯも宇宙人もお化けも幽ゆう霊れいも、みな無条件に受け入れることになってしまう。

　そして、まさにその通りのことを、環が付け足す。

「それに、君は知らないかもしれないけど、古来、日本には、『つくも神』と呼ばれるもののけの類たぐいがいてね」

「つくも神？」

「うん。『もの、古びて神と化す』。それが、つくも神だ。おそらく、これも、もとは古いもので、化して、この姿になったんだろう」

　わかったような、わからないような──。

　そもそも、「もののけ」と定義してしまうような存在を、現代人が、そんなにあっさり受け入れていいのだろうか。

（この科学万ばん能のうのご時世に？）

　だが、何を信じ、何を受け入れるかは本人次し第だいで、他人があれこれ言うべき問題ではないので、そこはそれ以上突っ込みようがなく、真人は渋しぶ々しぶながら次の疑問に移ることにした。

「それなら、なんで、これが、俺のものだと考えたんですか？」

「勘かん」

「勘？」

　あまりのいい加減さに、真人が呆れ返って繰くり返す。

「それだけ？」

「あとは、まあ、ちょっとした推理かな。なんといっても、急にこんなものが現れるには理由があるわけで、都合のいいことに、時を同じくして君がこの学校に編入してきている。となれば、君が持ち込んだと結論づけるのは、さほど無理な飛ひ躍やくでもない」

　そこまで言った環が、にっこり笑って宣言する。

「──ということで、引き取ってくれるかな？」

「えっ？」

　驚いた真人が、「くるのまがり」と自分を交こう互ごに指さしながら、確かく認にんする。

「これを──、俺が──、引き取る？」

　それは、無む茶ちやな相談である。

　いくら一人部屋が与あたえられているとはいえ、鍵かぎのない寮生活であれば、プライバシーなどないに等しい。いつなんどき、誰だれが入ってくるかわからない部屋に、こんな物理法則を無視して浮ふ遊ゆうする発光体がいたら、それこそ大おお騒さわぎになってしまう。

　下手をすれば、退学だ。

　そんな危険は、さすがの真人も冒おかせない。

　だが、環は、薄はく情じようなほどあっさり「うん」と頷うなずいた。

「だって、君のものだから」

「いや、でも、石のままならともかく、寮りようの部屋にこんなおかしなものがいたら、絶対に問題になりますって」

　真人が困り果てて抗こう弁べんすると、環がなんでもない事のように応じる。

「まあ、そうだろうね。──でも、悪いのは君だよ？」

「俺？」

　突とつ然ぜん責任転てん嫁かされ、真人は意味がわからないというように自分の鼻の頭を指した。

「なんで、俺？」

　別に真人が「もっと光を！」と命令したわけでも、「浮きあがれ」と念じたわけでもない。知らないうちに、「くるのまがり」が勝手に光って浮きあがったのだ。

　それなのに、なぜ真人が悪いと言われなければならないのか。

　だが、環は「そうだよ」と頷いて、意外なことを言う。

「おそらく、君は、これをもらった時点で、取り扱あつかい上の注意をうけているはずだから」

「注意？」

「そう。『手放さずに持っていること。でないと勝手に動きだして大変な目に遭あう』とかなんとか、その手の注意事じ項こう」

「……」

　真人が首を傾かしげる。

　言われてみれば、そんなような忠告を受けた覚えはあるが、なにせ、夢の中の出来事なのでほとんど覚えていない。

「……そうだったかもしれないけど、でも、たしかじゃない」

　真人があやふやに呟つぶやくと、「やれやれ」と言いたそうに溜ため息いきをついた環が、「仕方ない」と言って、白衣のポケットから紐ひものようなものを取り出した。

　それから、サッと手を伸のばして「くるのまがり」を引っつかむと、無造作に紐のようなものをグルグルと巻きつけ始める。

　環の動きに気づいた「くるのまがり」は、とっさに逃にげようとしたようだが、僅きん差さでつかまってしまい、それまで以上にホワン、ホワン、と光を発する。

　ホワン、ホワン、ホワン、ホワン、ホワン。

　まるで、ＳＯＳ信号のようである。

　だが、環が紐のようなものを一つ巻きつけるたび、発する光が弱くなっていく。

　一巻き。

　また、一巻き。

　やがて、石の表面がほとんど見えなくなるほど紐状のものが巻かれたところで、最後の灯とも火しびのような弱々しい光をホワンと放って、「くるのまがり」はもとの状態に戻もどった。

　環は、さらに、紐のようなものの余った部分を結び合わせて輪っかを作ると、ペンダント状になった「くるのまがり」を真人の首にさげる。

「ほら、これでいい。これなら、君も文句はないだろう？」

「……あ、はい」

　それまで環のやることをぼんやり見ていた真人が、首からぶらさがった「くるのまがり」に触さわり、感かん触しよくを確かめた。

　紐のようなものは、どうやら何かの革かわでできているようだが、あるいは木き肌はだを加工したものかもしれない。材質はよくわからないが、ちょっとやそっとでは切れそうにない張りと弾だん力りよくのあるものである。

　不可解そうに紐状のものでグルグル巻きになった「くるのまがり」を見おろしていると、真人の肩かたに手を置いた環が、念を押すように言った。

「──これで、一つ貸しだな、玉司真人」

「え？」

（貸し？）

　こんなことに貸し借りがあるのかと思って見あげた先で真人が目にしたのは、それこそ、人にあるまじき銀色に輝かがやく瞳ひとみを楽しげに細めた校医の、得体の知れない笑え顔がおだった。
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　環の部屋で思ったより時間を食ってしまったせいで、真人は、かなり遅おくれて風ふ呂ろ場ばに駆かけ込む羽目になった。

　すでにあがっていた同級生が、そんな彼に声をかけていく。

「うそ、玉司、これからか？」

「急げよ」

「もうすぐ、高二の奴やつらが来ちまうぞ」

「ああ、わかった」

　簡潔に答えて脱だつ衣い所で衣服を脱ぬぎ始めた真人は、片かた隅すみで、腹はら這ばいになって何かを捜さがしている生徒の姿に目をとめた。名前は不明だが、たしか夕食の席で、端はしっこに座り一言も口をきかなかった同級生であるはずだ。

　気になった真人が、声をかける。

「どうかしたのか？」

「……あ、ちょっと、コンタクトが」

「落とした？」

「うん。……でも、もしかしたら、もう、誰かに踏ふまれちゃったかもしれない」

「そんなの、なんで、落とした時に大声で言わないんだよ？」

　一いつ緒しよにそのあたりの床ゆかの上を捜しながら、真人が言う。

「誰かの足にくっついてたかもしれないのに」

「わかってる。でも、みんな、高二が来る前に入ろうとして急いでいたし、こんなことで煩わずらわせたら悪いから。──僕、特待生だし」

「特待生？」

「そう。──玉司も、これからなら、さっさと入ってきたほうがいいよ？　僕はもう、お風ふ呂ろは済んだから」

「でも、コンタクトが入ってないと、よく見えないだろう。──いいよ。手伝う」

「いや、でも──」

　逡しゆん巡じゆんする彼をそのままにして、真人は、失うせものを捜す。捜しながら、尋たずねた。

「それより、今言った『特待生』って、なんだ？」

「……それは、『あしながおじさん』みたいなものかな」

「『あしながおじさん』？」

「うん。僕は、子どもの頃ころに両親を亡なくしていて、もともと養護施し設せつにいたんだけど、成績がよかったせいか、誰かがお金を出してこの学校に入れてくれたんだ。ここで、たくさん勉強して、将来は、その人のもとで働くことになっている」

「へえ。そりゃ、たしかに、『あしながおじさん』だな」

「そう。この学校には、何人か、そういう生徒がいるって話だけど、『特待生』であることで差別されないために、他ほかの生徒は、誰が『特待生』であるか、知らされてないんだ。僕たちのほうでも、あまりしゃべっちゃいけないんだけど、さすがに、四年間も一緒にいると、なんとなくわかってきちゃうんだよね。寮りようのみんなは、僕のことを、そうじゃないかと思っている気がする。……僕の方でも、家族の話とか聞かれると困るから、極力、友だちは作らないようにして、ひっそりと暮らしているし」

　そこで、やり切れなさそうに溜息をついた相手を、真人がマジマジと見る。

「それって、つらくないか？」

「まあね。……でも、両親のいない僕がこんなところで勉強できるんだから、ありがたいと思わないと」

「でも、友だちくらい作ったって──」

　真人が抗こう議ぎしかけた時だ。

　ガラッと扉とびらがあいて、藤代の声がした。

「高一は、全員、あがったかな？」

　どうやら、本日の高一のお風呂担当は寮りよう長ちようだったらしい。いつもの人当たりの良さそうな様子で入ってきた彼は、床に這はいつくばる二人の姿を見て続ける。

「──って、君たち、そんなところで、何をやっているんだ？」

「あ、すみません！」

　慌あわてて立ちあがった「特待生」の服から、キラキラッと光りながらなにかが落ちた。見み逃のがさなかった真人が、藤代を無視して叫さけぶ。

「あ、みつけた！──かも!?」

　それから、「特待生」に対し、「そこ、動くな！」と命令すると、彼のそばに寄って床に落ちたコンタクトを拾いあげる。

「ほら、やっぱそうだ。これ」

　すると、それまで黙だまって真人のやることを見ていた藤代が、溜ため息いきをついて言う。

「コンタクトか。……中なか川がわが落としたのか？」

「はい」

　どうやら、彼の名前は「中川」というらしい。コンタクトをそっと受け取りながら中川が頷うなずくと、藤代が「それで」と続ける。

「二人は、もう風呂は済んでいるんだろうな？」

「あ、はい、僕は。……ただ、彼は」

　気き遣づかわしげに頷いた中川の横で、「あ、まだです」とのん気に答えた真人が、藤代が止める間もなく浴室に駆けこんでいく。

「おい、ま──」

「真人」というつもりだったのか、「待て」というつもりだったのか、自分でも分からなかった藤代の目の前で、ピシャリと浴室のドアが閉じられる。

　ほぼ同時に、背後で男らしい野太い声が聞こえてきた。藤代の同級生である高二の集団がやってきたのだ。

　ビクッとして身をすくめた中川を「早く行け」というように手で追いやると、慌てて出て行った彼と入れ替かわるように、顔なじみの生徒たちが現れた。

「お、藤代、当番か？」

「ごくろーさん」

「今のやつが、最後？」

「なら、俺たち、もう入っていいだろう？」

　口々に言う高二の生徒たちは、みな体格がよく、すっかり大人の体つきになっている。

　返事を聞く間もなく入ろうとする彼らの前に、藤代が、「通せんぼ」するように手を突つき出した。

「悪いけど、もう少し待ってくれるか？」

「なんで？　もしかして、まだ入っているのろまがいるのか？」

「ま、そういうことかな」

「ふざけんな！」

「なに、もたもたしてんだよ！」

「いっちょ、締しめたるか」

　ひときわ体格のいい生徒が、藤代に顔を近づけて続ける。

「なあ、寮長さんよ。高一にもなって規律を守れないようなバカには、上の人間がガツンと言ってやらないと示しがつかないだろう？」

　だが、自分より大おお柄がらな生徒に対し、藤代はまったく引けを取らずに、のらりくらりと言い返す。

「まあ、いいから、十分待てって。寮長命令だよ」

「十分!?──中でタコでも茹ゆでてるのか？」

「君、おもしろいこと言うねえ」

「なんだと？」

　とっさに胸むなぐらをつかんで挑いどんできた相手を、藤代が能面のような顔で見返す。

「おや。僕に手を出すとは、いい度胸だね。もしかして、勉強のしすぎで、思考回路がおかしくなっているのかな？……まあ、冷静になってから、後こう悔かいで死にたくなっても知らないけど」

　声を荒あらげているわけでもないのに、彼の言葉には人を凍こおりつかせるような威い圧あつ感かんがあった。

　藤代の胸ぐらをつかんだまま動きを止めた相手のこめかみに、汗あせが一筋流れ落ちる。

　その頃。

　外の騒そう動どうも知らず、一人、のんびりと湯に浸つかっていた真人は、湯ゆ煙けむりの中で頭をひねって考えていた。

　とにかく、おかしなことが多すぎる。

　そもそも、天てん女によが降りてきて神しん宝ぽうをくれたことからして常じよう軌きを逸いつしているのに、さらにその神宝が光ったり浮ういたり、そのことを知っても、平然としている校医がいたり──。

（……もしかして、あの人、霊れい能のう者しやなんだろうか？）

　たしかに仏野環は、見た目からして普ふ通つうではない。

　日本人にしては珍めずらしいくろがね色の髪かみや、眼鏡で隠かくしてはいるが、時おり銀色に輝かがやく灰色の瞳ひとみ。

　加えて、あの人間離ばなれした美び貌ぼう。

　全すべてが普通ではない男というのは、普通ではないことを当たり前のように受け入れられるものなのか。

　それとも──。

（あの人自身が、すでに普通じゃない？──となると、普通ってなんだ？）

　ついには哲てつ学がく的なことにまで思考が及およんで、グルグルと目をまわしていると──。

「真人」

　外から声がかかり、顔をのぞかせた藤代が、これみよがしに腕うで時ど計けいをあげてみせた。

「二分オーバーだよ」

「二分くらい──」

「口答えしない」

　いつになく厳しい口調で言った藤代が、湯船から出た真人にバスタオルを放ほうり投げる。受け取って身体からだを拭ふき、急いで身み支じ度たくする真人の背後で、藤代がさらに忠告する。

「いいか、真人。寮りよう生せい活かつでは、規律厳守が重要なんだ。ここはもう、小さな法治国家だと思いたまえ。──それから、礼れい儀ぎの上でも、上級生を待たせておいて、お詫わびの一言もないというのは、いただけないね」

「あっと、……すみません」

　Ｔシャツを被かぶりながら素す直なおに謝る真人に、藤代が小さくため息をついて教える。

「僕じゃなく、外でイライラしながら待たされている連中に、だよ。わかったか？」

　そこで、濡ぬれた髪のまま、藤代にともなわれて戸口までやってきた真人は、言われた通り、外にいた上級生に向かい、ペコリと頭をさげて謝った。

「お待たせして、すみませんでした」

　すると、互たがいに顔を見合わせた高二の生徒たちが、肩かたをすくめて、ぞろぞろと脱だつ衣い所に入って行く。その際、藤代に食ってかかった生徒が、嫌いや味みっぽく告げる。

「なんだ。水方の従兄弟いとこじゃないか。──それを先に言えよ」

　それから、ピシャンと、音を立てて乱暴に扉とびらを閉じた。

　あたりがしんとしたところで、お辞じ儀ぎをしたままだった真人が、顔をあげて訊きく。

「……俺、もしかして、藤代さんに迷めい惑わくをかけました？」

「まあね。でも、たいしたことじゃない。……ただ、いい機会だから忠告させてもらうと、全ぜん寮りよう制せいの男子校というのは、君が思っているほど、のほほんとした環かん境きようではないんだ」

「たとえば？」

「たとえば、風ふ呂ろ場ばやトイレなんていうのは、監かん視しの目の届きにくいところで、案外、えげつないイジメが行われやすいんだよ。特に、血気盛んになっている高等部の生徒は、年ごろなりの欲よつ求きゆう不満と相あい俟まって、性的暴行に近いこともやってのけたりする。──もちろん、たいがいはおふざけの域を出ないけど、過去に、深刻な問題に発展したことがあって、監かん督とく生による監視が始まったのも、そういったことがきっかけとなっているんだ」

「……ふうん」

　タオルで髪の水分を拭き取りながら、真人は少々食傷気味に相あい槌づちを打った。確かに、今の話は、真人の感覚とはちょっと違ちがうものがある。

　藤代が続ける。

「君はさっき、自分は一人で大だい丈じよう夫ぶというようなことを言っていたし、実際、そのほうが性しように合っているのだろうけど、正直、ここのしきたりに馴な染じむまでは、あまり一人でいない方がいい。それでなくても、新入生や編入生は目立つし、悪戯いたずらやイジメの対象になりやすいものだからね。──なに、一か月もすれば、どんな場所が危険で、どういったことを避さけるべきか、感覚で分かるようになってくる。だから、それまでは、面めん倒どうでも、蘇王のそばをうろちょろしていることだよ」

「うろちょろ、ねえ……」

　それは、きっと、されるほうにしてみれば、鬱うつ陶とうしいことこの上ないだろう。真人が浮かない顔をしていると、察した藤代が「大丈夫」と請うけ合った。

「蘇王は、腰こし巾ぎん着ちやくの存在には慣れているから、一人、二人、まわりをうろちょろする人間が増えたところで、気にしないさ。もちろん『水方』の威い光こうも最大限に利用するといい。たとえそれが君の意にそぐわなくても、僕は利用すべきだと思うよ。──それとも、真人は、蘇王が嫌きらいかい？」

「まさか」

　自分でも思ってみなかったほど即そく答とうで、真人は否定する。

　すると、面おも白しろそうに目を細めた藤代が、階段塔とうの分かれ道が来たところで立ち止まり、真人の絹糸のような鳶とび色いろの髪をかきまぜて言う。

「それなら、遠えん慮りよせず、彼のそばにいたまえ。──君は、親しん戚せきという点を差し引いても、きっと蘇王のいい友人になる」

　いい友人。

　それは、真人がというより、蘇王のほうでどう思うかが問題だと考えながら歩きだした真人に、うしろから藤代が「あ、そうだ」と思いついたように尋たずねた。

「そういえば、環ちゃんの用事は、なんだったんだい？」

「えっ？……」

　振ふり返った真人は、とっさに噓うそをつけず、曖あい昧まいに答える。

「えっと、それは……、落とし物を預かってくれていて、それを返してくれました。そのついでに、寮生活を円えん滑かつに過ごすためのアドバイスを──」

　だが、藤代は、あまり納なつ得とくがいかないように「ふうん」と生返事をした。

　真人のほうでも、それ以上突つっ込まれないよう、「失礼します」と挨あい拶さつして、大おお慌あわてで自分の部屋へと戻もどって行った。
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　山奥の洞ほら穴あな。

　そこに、一つだけ篝かがり火びが焚たかれ、暗がりの中を大勢の男たちが動きまわっている。

　大おお幣ぬさを振りながら歩く者。

　白木でできた三さん方ぼうに御み饌けを載のせ、両手に捧ささげ持つ者。

　榊さかきの枝先につけられた鈴すずが、持ち手の動きに合わせ、闇やみを切りさくようにシャン、シャンと甲かん高だかい音を立てる。

　それは、どう見ても神事の場であるのだが、その場に漂ただよう空気はやけに禍まが々まがしい。

　そもそも、その場にいる神官たちのまとう束帯は、凶きよう事じを思わせる忌いみ色じきである。ほとんど明かりのないおどろおどろしい場所で、彼らは、なんの祭さい儀ぎをしようとしているのか。

　揺ゆれ動く炎ほのおが、彼らの影かげを不気味に映し出す。

　やがて、祝詞のりと奏上が始まった。

　ただし、一いつ切さいの声が無い。

　広げた巻物を前にして、神官は大きく口を広げているが、それにともなう音はまったく聞こえてこないのだ。

　無言の祝詞奏上──。

　それは、なんとも異様な光景である。

　いっさいの音を否定するかのような沈ちん黙もくの祭儀は、いつしか、自然界からも音を奪うばい去ったかのように、あたりをまったき無音の世界へと変えていく。

　暗がりの中、黙もく々もくと進行する音無き祭儀。

　もし、この様子をはたで見ている者があれば、明らかにおかしいと思うだろう。

　あるいは、もっと敏びん感かんな人間であれば、この場で、なにかよくないことが行われていると感じたはずだ。

　そのくらい、その場の空気は異様なものをはらんでいた。

　その空気を増長するかのように、その時、静せい寂じやくを切りさいて人の叫さけび声が響ひびく。

「助けて！」

　まだ若い男の声だ。

　声変わりが済んだばかりの青年の声。

「助けて！　殺さないで！　なんでもするから！」

　だが、必死の命いのち乞ごいに答える声は、ない。

　誰だれもが、相変わらず無言で動きまわり、誰一人としてこの状じよう況きようを変えようとする様子はなかった。

　ただ、慇いん懃ぎんに。

　どこまでも慇懃に、彼らは儀ぎ式しきを進行していく。

「お願いだ！　殺さないで。……殺さないで。……死にたくない」

　すると、青年のそばに立っていた祭主らしき若者が、彼の耳元に口をつけるようにして、「しぃっ」とかすかに囁ささやいた。

「静かに、中川君。君は、光栄にも、我らが神への貢みつぎ物に選ばれたんだ。だから、その魂たましいをもって神に仕つかえるといい。これは、栄えい誉よあることなのだからね」

　とたん、「中川」と呼ばれた青年は、狂くるったように暴れだした。

「嫌いやだ！　放せ！　助けて！　学校なんて行けなくていい！　だから、殺さないで！　僕を助けて！　お願いです、守──」

　言いかけた青年の顔を手にした大幣でピシャリと叩たたいて黙だまらせると、祭主らしき若者は前を向いてそのまま無情にも祭儀を続けた。

　その顔に浮うかぶ蔑さげすみに満ちた表情。

　背中には、三つ編みにした長い黒くろ髪かみが踊おどる。

　祝詞奏上が一段落したところで、脇わきに控ひかえていた神官の一人が、三方に載せた短刀を彼に向かって恭うやうやしく差しだした。

　頷うなずいた若者が、短刀を手に取ってゆっくりとさやから引き抜ぬく。

　とたん、銀色に光る刃やいばが、顕あらわになった。

　若者の瞳ひとみが、刃の中に映り込む。底知れぬ闇のように黒々とした瞳は、この世のすべてを憂うれいているような倦けん怠たい感かんに満みちたものだった。

　やがて、彼の視線が、刀身から傍かたわらの青年に移される。

　さっきまで必死で命乞いをしていた青年は、すっかり力を失ってしまったらしく、ぐったりと地べたに座り込んでいる。

　そんな彼の頭上で、銀色の刃がキラッと輝かがやいた。

　次の瞬しゆん間かん──。

「ギャアアアアアアアアアアアア」

　断だん末まつ魔まの叫びが、洞どう内に響き渡わたる。

　発する本人の声が途と切ぎれたあとも、残ざん響きようが岩がん壁ぺきに殷いん々いんと木霊こだました。

　ややあって、洞内に訪おとずれた沈黙。

　しんと。

　死を思わせる絶対的な沈黙が、あたりを支配する。

　しばらくして、祭主らしき男が、手にした短刀を目の高さに掲かかげた。

　トロリ、と。

　とろみのある黒々とした液体が滴したたり落ちる。暗がりにあってなおどす黒い色をした液体は、忌いまわしいほどの粘ねばり気を持っていた。

　血だ。

　間ま違ちがいなく、生き物の血である。

　惨さん劇げきのあとを思わせる禍々しい血の滴り。

　これは、まごうかたなき凶事を奉たてまつる儀式である。

　とろみを帯びた犠ぎ牲せい者しやの血は、その後、祭さい壇だんに置かれた小さな石に注がれ、乾かわいた砂に水が吸い込まれるように、みるみるうちに小石の表面に染しみ込んでいった。

　それから、再び無音の祝詞奏上が行われ、闇の中の祭儀は、沈黙のうちに終しゆう了りようする。

　すると、それを待っていたかのように下働きの男たちがわらわらと入ってきて、血まみれになった死体を板に乗せて運び出す。

　このあと、外にある焼しよう却きやく炉ろですべてが灰になるまで焼き尽つくされるのだ。

　一切の痕こん跡せきを残さない。

　死体が運び出されるのをなんの感かん慨がいもなさそうに見送った若者が、祭壇の上にあった小石を手に取り、宙に投げあげながら呟つぶやいた。

「さようなら、中川君。役に立ってくれてよかったよ」

　それから、背中の三つ編みをなびかせて歩き去った彼のあとに続いて、祭壇の上の玉串や御饌をさげた神官がその場を去り、最後に供の者たちが篝火を消して立ち去った。

　あとには、禍々しい気配が充じゆう満まんする暗い洞だけが口を開いて、何かの訪れを待っていた。
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　真人が編入生として御堂学院にやってきてから一か月が過ぎたゴールデンウィーク明け。

　休みの間、閑かん散さんとしていた校内は、生徒たちが帰省先から続々と戻もどってきたため、あっという間ににぎやかさを取り返す。

　真人も、渡と米べいした両親の元を訪れ、久々に親子三人そろっての休日を楽しんできた。友人たちへのお土産みやげは、ヤンキー・スタジアムで購こう入にゆうしたＴシャツやバッジである。それを、寮りよう内ないを歩きながら適当に配っていると、横合いから声をかけられる。

「玉司、戻ったんだ？　早かったな。ニューヨークはどうだった？」

「ああ、坂下。楽しかったよ。俺、海外って初めてだったから、見るものなんでもすごくエキサイティングで」

「へえ。よかったじゃん」

「うん。──あ、これ、お土産」

　言いながらＴシャツを差し出す真人に、坂下が言う。

「そういえば、中川、転校したってな。知ってた？」

「え？」

　Ｔシャツを渡しかけていた真人は、それをつかんだまま、相手の浅黒い顔を見る。

「転校？」

「ああ」

「なんで？」

「知らないよ。──ただ、ゴールデンウィークが明けて戻ってきたら、部屋がきれいに片付いていて、環ちゃんに尋たずねたら、休みの間に転校が決まったって」

　そこで、手元を見た坂下が、まだＴシャツをつかんだままでいる真人に尋ねる。

「──それはそうと、玉司。Ｔシャツをくれるの？　くれないの？」

「ああ、悪い」

　慌あわてて手を離はなすと、彼は「サンキュ」と言ってから、訊きき返す。

「玉司こそ、なにも聞いてないのか？──お前、けっこう、あいつと話していただろう？」

「……そうだけど、聞いてない」

　答えながら考え込んだ真人に、坂下が感かん慨がい深げに言う。

「となると、やっぱりあの噂うわさは本当なのかな」

「あの噂？」

「ほら、例の『十五の神かみ隠かくし』ってやつ。中川の転校はまさにそれじゃん。あれから、噂の出所が気になって、俺、ちょっと調べたんだけど、そうしたら、なかなか興味深いことがわかったよ」

「なに？」

「あの雑木林のどこかに、『深み社しや口ぐち岩いわ』って呼ばれる一枚岩があって、昔は、そこに死体を埋うめていたんだってさ」

「死体を埋めた？」

　繰くり返した真人が、訝いぶかしげに問う。

「墓地の代わりってこと？」

「いや。本当かどうかはわからないけど、神様への貢みつぎ物として埋めたみたいなんだ。──ほら、映画とかでもよくあるけど、大昔の宗教的な儀ぎ式しきって、けっこう人間の生いけ贄にえとかも捧ささげたりするじゃん？」

「するじゃん」と軽い言い方の割に、言っていることはヘビーである。

　眉まゆをひそめた真人が、彼の言い分を確かく認にんする。

「──ってことは、中川も生贄として、その『ミシャなんとか』っていう一枚岩の下に埋められたってこと？」

「『深社口岩』。……まあ、実際は違ちがうだろうけど、そう考えると面おも白しろくないか？」

　のん気にのたまって立ち去りかけた坂下の腕うでをつかんで、真人が引き止める。

「あのさ、坂下」

「なんだよ？」

「この学校に、『特待生』がいるって、本当か？」

「特待生？──なんだ、それ。奨しよう学がく金のことか？」

「いや。それとは違うと思う」

「でも、他ほかに、それらしきものは思い当たらないな」

　応じた坂下が、訝しげに訊き返す。

「なんで？」

「──いや、別に。なんでもない」

　言葉を濁にごした真人が腕を離はなすと、坂下は「ヘンな奴やつだな」と言いながら、立ち去った。それ以上、急に転校してしまった同級生のことを気にする様子はない。実際、坂下にとっては、話題として興味はあっても、生活をしていく上で、なんの意味もないことなのだろう。

　一人、その場に残された真人は、お土産が入ったビニール袋ぶくろをさげたまま、しばらく黙だまって立ち尽くしていた。

　すると、誰だれかが、ポンと彼の肩かたを叩たたく。同時に響ひびく玲れい瓏ろうたる声。

「なに、ぼーっと突つっ立っているんだ、真人。時差ボケか？」

　振ふり返ると、そこに蘇王のすらりと端たん正せいな姿があった。相変わらず存在そのものが整然としていて、その安定感に、真人は我知らずホッとする。

　蘇王は実家から戻ってきたばかりのようで、左ひだり肩かたに大きめのリュックをかけていた。

「おかえり、蘇王」

　真人が言うと、「そっちこそ」と返しながら観察するように真人を眺ながめた。ややあって、蘇王が訊く。

「なんだ、丸まる吞のみした茹ゆでタマゴが喉のどを通らないって顔をしているけど、なにかあったのか？」

　そんな愚おろかな真似まねをする気はないが、心情としては合っているので、とりあえず真人は事実を告げる。

「中川が転校したって」

「転校？」

　意外そうに呟いた蘇王が、肩のリュックを背負い直しながら続ける。

「聞いてないな。なんで？」

「それが、わからないんだ」

「ふうん」

　片手を顎あごに当てた蘇王が、考え込みながら質問する。

「それ、誰に聞いた？」

「坂下。中川の部屋が空っぽだったんで環ちゃんに確認したら、休みの間に転校が決まったって言ってたそうだ」

「へえ」

　そこでしばし間を置いてから、蘇王が話を締しめくくる。

「わかった。あとで、確認しておく。──でもまあ、この学校では、さして珍めずらしいことじゃない」

「珍しくないって、もしかして『十五の神隠し』のこと？」

　だが、それには答えず、蘇王は真人が手にしたお土産袋を顎で示した。

「初めてのニューヨークだったんだろう。──どうだった？」

　一いつ瞬しゆん、不満そうに琥こ珀はく色いろに輝かがやく瞳ひとみを細めた真人が、小さくため息をついて答える。

「楽しかったよ。あ、これ、土産ね」

「へえ。ありがとう。でも、わざわざ買ってこなくてもよかったのに」

「そう言うと思ったけど、事前に藤代さんに言われてたんだ。ヤンキースＴシャツを買ってこいって」

　すると、鼻で笑った蘇王が、「相変わらず、人が悪い」と呟つぶやいて続ける。

「あの人、ニューヨークなんて、自家用機でしょっちゅう行っているんだから、今さら、土産も何もないだろうに」

「そうなんだ？」

「ああ。……でもまあ、きっと真人に、なにか買ってきて欲しかったんだろうな。休みの間も、僕のことを忘れないでくれってことさ。あの人のことだから、そのうち、あっちで会おうって言い出すよ」

　あっちというのは、ニューヨークのことだろう。

　さすが、セレブの子息の集まる「超ちようお坊ぼつちゃま学校」だ。待ち合わせ場所の想定が、ワールドワイドである。

　初めての海外体験に浮うかれまくり、お土産みやげをしこたま買い込んできた自分が、ひどく情けないような、それでいて、愛らしく思えた真人は、蘇王と休み中のことを話しながら螺ら旋せん階段をあがっていった。
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　その夜。

　消灯時間にベッドに入った真人は、なかなか寝ね付つけずに何度も寝ね返がえりを打った。

　時差ボケというのもあるのだろうが、やはり急にいなくなった同級生のことが気になっているようだ。ともすれば、そのことばかりが頭に浮かぶ。

　十五の神かみ隠かくし──。

　それが、転校という形で、身近に起こった。

　だが、久々に生徒たちが顔をそろえて食事をした夕食の席では、誰一人、転校していった中川のことを話題にしなかった。それに、あのあと、蘇王を始め、何人かの友人に確認してみたが、誰も「特待生」の存在を知らなかったのだ。

　本当に、彼はひっそりと、他の生徒と極力関かかわらないように過ごしていたらしい。

（「特待生」か……）

　あるいは、寮りよう長ちようの藤代なら、「特待生」の存在を知っているだろうか。

　そんなことを考えるうちにも、夜はどんどん更ふけていく。

　やがて、真人も、ようやくうつらうつらし始めた。考え事に脈みやく絡らくがなくなり、夢と現実の境がなくなる。そうして、意識が無意識に主導権を引き渡わたしたのは、そろそろ午前二時をまわろうかという頃ころだった。

　穏おだやかな春の晩で、寮りよう内ないはしんと静まり返っている。

　草木も眠る丑うし三みつ時。

　と──。

　それまで穏やかだった夜の雑木林を、暗い影かげが過よぎる。それに合わせ、枝がこすれ、ざわざわと不気味な音を響かせた。

　ざわざわざわ。

　ざわざわざわ。

　その音に混じり、遠くから人の声のようなものが漂ただよってくる。





　　…………たまつかさ、助けて……

　　…………ここは、暗い……助けて……助けて……僕を解放して………






「う……ん」

　布ふ団とんの中で、真人が苦しげにうめいて寝返りを打った。枕まくらの上に散った鳶とび色いろの髪かみが乱れ、小ぶりな顔がゆがむ。

　ひどく恐おそろしい夢でも見ているのか。

　額に汗あせがにじみ出て、首が左右に振ふれ始める。

　と、またあのおぼろな声が聞こえる。ただし、さっきより少しだけ、距きよ離りが縮まったようだった。





　　…………たまつかさ、助けて……

　　…………ここは、暗い……助けて……助けて……僕を解放して………






　次の瞬しゆん間かん──。

　真人の部屋の窓に人の顔が映った。

　ここが、地上数メートルほどの高さであることを思えば、本来ならあり得ないことである。

　ギョロリとした目が、室内を見まわし、ややあって真人に目をとめると、口を開いて何かを訴うつたえかけてくる。

　真人の頭が、今まで以上に激しく左右に揺ゆれた。眉まゆ根ねがギュッときつく寄り、険しい表情で大きくあえぐ。

「ん…、くっ」

　ついには、眠ったままの彼の口から言葉がもれる。

「……ちに行け。寄るな」

　すると、突とつ然ぜん。

　バンッと。

　夜の静けさを打ち破る音量で、部屋の窓が叩たたかれた。

　さらに。

　バンッ！

　バンッ！

　バンッ！

　連打の音で、真人は飛び起きる。

「なにっ!?」

　寮の部屋のベッドは位置が高く、半身を起こすと天てん井じようが近い。そこから見おろす部屋は、辛かろうじて家具の輪りん郭かくが見分けられるくらいで、すべてが夜の闇やみに沈しずみ込んでいる。

「なんの音──？」

　今は静まり返っているが、確かに何かの音で起こされた。

　暗がりに目を凝こらした真人が、恐おそる恐る動き出してベッドをおりる。だが、見まわした部屋の中に異常は見つけられず、彼が眉まゆをひそめた瞬間──。

　バンッ！

　ふたたび窓が叩かれ、目をやった真人がその場で凍こおりつく。

「──！」

　そこに、人がいた。

　窓いっぱいに張り付くようにして、人の顔がある。

　ギョロリと。

　血走った目が、真人を見る。

　恐きよう怖ふで口もきけなくなった真人が震ふるえながら見返すと、窓に張り付いた口が開かれて、なにかを告げる。





　　…………たまつかさ、助けて……






　ようやく真人が呟つぶやいた。

「……中川？」

　同時に、コンコンッと。

　部屋のドアがノックされ、蘇王の玲れい瓏ろうたる声がする。

「真人、すごい音がしたけど、どうした？──入るぞ？」

　それから少し間を置いて、ドアがゆっくりと開かれる。

「真人？」

　戸口に立った蘇王は、こちらに背を向けて立ち尽つくす従兄弟いとこを見つけ、声をかけながら一歩踏ふみ出しかける。

　だが、次の瞬間、その動きを止め、気配を探さぐるようにあたりを見まわした。

　まず、ひんやりと寒い。

　それと、空気がねっとりと重く感じられる。

　真人に視線を戻もどした蘇王が、問う。

「さっき、すごい音がしたけど、なにかあったのか？」

　だが、真人は振り向かない。

　まるで氷の彫ちよう刻こくになってしまったかのように微び動どうだにしなかった。

　それを訝いぶかしく思いながら、蘇王が続ける。

「なあ、おい。聞いているのか？　他ほかの生徒から、お前が部屋で騒さわいでいるって苦情が届いたんだよ。それで様子を見に来たんだけど──、いったい、どうしたんだ？」

　それでも返事をしない真人に焦じれ、蘇王は遅おくればせながら部屋の電気をつける。

　白々と明るくなった部屋の中、暗い窓が鏡の役割を果たし、その前に立ち尽くす真人の姿を映しだした。

　その表情は、普ふ段だんの真人からは考えられないほど硬かたく、顔色も土気色になっている。

「真人？」

　眉をひそめた蘇王が、近づいて背後から肩かたをつかむ。

「おい、どうした？　なにがあったんだ？」

　それでも、うんともすんとも答えず、真人がジッと窓の一点を見つめているので、蘇王も視線を追って窓を見る。最初はよくわからなかったが、しばらく見ているうちに、窓の一部が汚よごれているのがわかった。

　真人の肩から手を離はなし、窓に近づいた蘇王は、それがなんであるか悟さとった瞬間、思わず身体からだを引いて驚おどろいた。

「これは……！」

　窓についていたのは、血みどろの手形だった。

　正確に言えば、まだ血かどうかはわからないが、血のようにどろどろした赤いものでつけられた手形である。

　蘇王はとっさに振り返って従兄弟を見るが、その手も寝ね間ま着きも、まったく汚れていない。つまり、これをつけたのは、彼ではないということだ。

　ひとまずホッとした蘇王は、ふたたび窓に近寄って、今度は血みどろの手形をよく観察してみる。指先でも触さわってみるが、感じたのはガラスの硬こう質しつさで、その汚れは内側についているものではないとわかった。

　そこで窓をあけ、外側から触ってみると、今度はべっとりとした嫌いやな感かん触しよくが指先を汚した。

（血……？）

　指を動かして感触を確かめながら、厭いとわしげに呟く。

「禍まが々まがしい……」

　これだけしっかりとした手形を外側に残すには、内側から乗り出したくらいでは到とう底てい無理だ。

　となると、誰だれかが外側から叩かなくてはならない。

　だが、地上数メートルほどの高さにある窓を外側から叩くなどということが、現実にできるのだろうか。

（あり得るとしたら、それは──）

　蘇王が考え込んでいると、背後で真人が呟いた。

「…かがわ」

「えっ？」

　蘇王が振ふり返り、真人のいまだ蒼あお褪ざめた小ぶりな顔を覗のぞき込みながら、訊きき返す。

「悪い、真人、よく聞こえなかったけど、今、なんて言った？」

　すると、蘇王の胸むな元もとをつかんで身体を寄せた真人が、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを美しく輝かがやかせながらゆっくりと言い直す。

「中川が、来た」
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「中川？」

　意外な名前を告げられ、蘇王が悩なやましげに確かく認にんする。

「中川って、つい最近転校した中川智とも也や？」

「うん」

「だけど、なんで彼が──」

　訝しげに眉まゆ根ねを寄せた蘇王が、窓の手形に視線をやってから改めて尋たずねる。

「中川が来たって、まさか、彼がご丁てい寧ねいにも梯はし子ごを持ち込んで、お前を脅おどかすために部屋の外からこの手形を残していったって、言いたいのか？」

　それに対し、真人が真顔で応じる。

「そうとも、違ちがうとも」

「どういう意味だ？」

「俺にも、よくわかんないってこと。──ただね」

　そこで、蘇王の服から手を離し、その手で額に落ちかかる絹糸のような鳶とび色いろの前まえ髪がみをかきあげた真人は、自分の考えを打ち明ける。

「この血みどろの手形を残したのは、中川だ。この目ではっきりと顔を見たから、それは間ま違ちがいない。問題は、その中川が」

　次の一言を口にするのを躊躇ためらうように間を置き、ややあって続ける。

「もしかしたら、もう生きていないってこと──」
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「生きていない？」

　蘇王が、黒真しん珠じゆのような瞳でマジマジと真人を見つめる。

「──何故なぜ、そんなことが、真人にわかるんだ？」

「知らないよ。ただ、確かに中川がこの窓の外にいて、俺のことを呼んでいた」

　蘇王に向き合う形でベッドの梯子によりかかった真人が、そこで窓のほうを見て続ける。

「いや、それどころか、助けを求めていたのかも」

「助け？」

　そこで椅い子すに座った蘇王が、眉まゆをひそめて確認する。

「どうして、そう思う？」

「それは、夢で彼の声を聞いたから……。それに、これ」

　言いながら、真人が窓に残された手形を指し示す。

「こんなもの、生きている人間が残すと思うか？」

　チラッと視線を流した蘇王が、溜ため息いきをついてから言う。

「……まあ、その気になれば、これくらいの悪戯いたずらをする奴やつはいると思うが、それはともかく、つまり、真人は、死んだ中川の声を聞いたって言いたいのか？」

「そうだよ」

　すると、どこか皮肉気に真人を見た蘇王が尋ねた。

「お前、霊れい感かんなんてあったっけ？」

「いや──」

「ない」と言いたい真人だったが、そこで天てん井じようを見あげて考え込む。

　以前の彼なら、即そく答とうで否定しただろうが、天てん女によの夢を見て以来、必ずしも霊感がないとは言い切れなくなっている。なんといっても、最近目にしたのは、物理法則を無視して、発光しながら浮うき沈しずみする石なのだ。

　悩む真人を観察していた蘇王が、かすかに表情を翳かげらせ、どこか憂うれいげに呟つぶやく。

「……神使い」

　だが、考え事に夢中で気づかなかった真人が、しばらくして答える。

「蘇王と違って霊感はないつもりだけど、最近、まわりでちょっとおかしなことが起こりやすい……かもしれない」

「おかしなこと？」

「うん。……例えば、こんなこと、とか？」

　そう言って、ふたたび窓の手形を指し示した真人を、蘇王が呆あきれて見つめる。

「──真人」

「なに？」

「一つ、忠告しておくと、こんなことが身のまわりで起こりやすいようなら、一度お祓はらいでもしてきたほうがいい。なんなら、僕がやってやる」

「……ごもっとも」

　首をすくめて納なつ得とくした真人が、「だけど」と食いさがる。

「やっぱり、中川のことは気になる。もし、本当にまだ生きているなら、なんとか連れん絡らくが取れないものかな？」

　すると、椅子から立ち上がった蘇王が、「彼のことは」と告げた。

「こっちで調べるって言っただろう？　信用できないか？」

「いや。信用はしているよ。──でも、お前、忙いそがしそうだし、雑木林の話をしたがらないし」

「雑木林？」

　そこで苛いら立だたしげに眉み間けんにしわをよせ、蘇王が言い返す。

「なんで、ここでその話が出てくるんだ？」

「だって、『十五の神かみ隠かくし』は、雑木林に死体が埋うめられている可能性があるって。実際、あの雑木林の奥には、『ミシャなんとか』って一枚岩があって、昔は、その下に死体を埋めていたらしいじゃないか」

「そんな与よ太た話、誰だれに聞いた？」

「誰でもいいだろう。それより、もし、それが事実なら、中川は、本当にあの雑木林のどこかに埋められているのかもしれない」

　真人は真面目まじめに訴うつたえかけるが、蘇王はまったく取り合おうとしない。それどころか、バカにしたように鼻で笑って、批判する。

「相変わらずバカだな、お前。そんな噂うわさに振ふり回されるなんて」

「だけど、煙けむりだって火のないところには立たないんだ。絶対にあり得ないとは限らないじゃないか」

　力説する真人の言葉を、蘇王がすげなく一いつ蹴しゆうする。

「あり得ないね」

「なんで、そう言い切れるんだよ。お前のほうこそ、根こん拠きよはなんだ？」

　すると、黒真珠のような瞳ひとみを細め、鬱うつ陶とうしそうに真人を見た蘇王が答える。

「あそこは、現在、水方が管理している土地だ。余人が入れば、すぐにわかる。まして、死体を埋めるなんて蛮ばん行こうは、絶対にできない」

「そうなんだ？」

「そうだよ。──わかったら、とっとと寝ねろ。それで、余計なことは考えるな」

　命令口調で言われるが、考えるなと言われて、素す直なおに考えるのを止められるほど単純な性格はしておらず、真人は、蘇王が電気を消して出て行ったあとも、やはり、窓の外に見えた中川の顔が頭から離はなれなかった。
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　翌日。

　真人は、閑かん散さんとしている図書館で、一人、調べ物をしていた。

　御堂学院の図書館は、エンターテイメントを含ふくむ現代小説から美術書、歴史書、古書に至るまで、かなり充じゆう実じつしたラインアップになっている。近きん隣りんにその手の公こう共きよう施し設せつがないせいであろうが、普ふ通つうの高校の図書館と比べると、はるかに蔵書が豊富だ。

　閲えつ覧らん室も、機能的な個別の閲覧机の他ほかに、ヨーロピアン風のソファーなどが置いてあり、ゆったりと読書をするのに適した空間となっていた。ただし、今の真人は読書を楽しむという気分ではなく、個別の閲覧机に資料を積み上げ、片かた端はしから広げていく。

　オレンジ色の灯火の下、真人が熱心に読んでいるのは、この地にまつわる伝承などを集めた郷土資料である。

　パラッと。

　ページをめくった真人の手が止まる。

　そこには、美水大社の社史が載のっていて、社しや殿でんを撮とった写真の中に奥宮を映したものがあったのだ。

（これ、蘇王の……）

　幼い頃ころ、蘇王の実家で過ごしたことはあるが、真人は、まだ奥宮に足を踏ふみ入れたことがない。本ほん宮ぐうには何度も行っているのに、肝かん心じんの奥宮に、何故なぜ行きそびれていたのか。

「奥」というだけはあり、山深い場所にあるらしい簡素な社殿は、鬱うつ蒼そうとした木々に覆おおわれてなんとも幽ゆう玄げんな雰ふん囲い気きに包まれている。それが、蘇王の水のように冷たい印象と重なって、真人は小さく溜ため息いきをつく。

（蘇王の奴やつ、本当に頭がかてえ）

　従兄弟いとこは取り合ってくれないが、真人はどうしても転校していった中川智也のことが気になって仕方ない。

　昨夜、窓の外から覗のぞいていた顔。

　あれは、間ま違ちがいなく彼だ。

　どうして、彼の顔が見えたのかはわからない。

　生きているのか。

　死んでいるのか。

　本当に転校しているならいいが、万が一、生いけ贄にえにされて、雑木林のどこかに埋められているのなら、なんとかしてやらないといけない。もっとも、なんとかするといっても、自分に何ができるのか、真人にはさっぱりわからないのだが──。

　これこそが、「神使い」に課せられた使命なのかと思っても、では、そもそも、「神使い」とはどんな存在で、なにを、どうできるのかがわからない。わからなければ、手の打ちようもなく、救いを求める中川智也を、助けたくても助けられない。

（「神使い」か……）

　名前だけは立派だが、生まれてこの方、神かみ業わざ的なすごい能力を発揮した覚えのない真人に、いったい、なにができるというのだろう。

　まさか、霊れい能のう者しやの真似まね事ごとでもするのか。

　あるいはその流れで、祝詞のりとの一つでも覚えなければならないとしたら、けっこう面めん倒どうくさいことである。

　めぼしい情報を得られなかった本を閉じ、真人は別の資料を探すために席を立って書しよ架かに向かう。手にした本を所定の場所に戻もどし、背表紙を眺ながめながら書架の間を歩いて行く。

　節電対策もあって、書架の奥はかなりうす暗い。近くまでいけば、本のタイトルを判別できるが、離れて探すには少々難なん儀ぎなほどである。

（まさに、暗あん中ちゆう模も索さく……）

　真人が、自分の心情と合わせてそんなことを思っていると、並べられた本と棚たなの間に隠かくすように横よこ倒だおしになった冊子が、目に入った。

（なんだ──？）

　不思議に思って手に取ると、それは、紺こん色いろの布張りの装そう丁ていが施ほどこされ、片側を糸で綴とじられたとても薄うすい本だった。タイトル部分が白い紙で縦に取られ、そこに判読が難しいほど達筆の筆書きで「古こ神しん代だい記き」と書かれている。

（『古神代記』……）

　また、なんとも意味深長なタイトルである。いかがわしいと言えばいかがわしいし、学術的といえばそうとも取れる。

　パラッと。

　真人が、ページをめくる。

　すると、どこからともなく、薄うす暗ぐらい隘あい路ろに囁ささやき声が漂ただよってきた。





　……ダ……メダ………………ギダメ…………メダ…………メ…………アン……カア……。






　だが、人の耳には聞こえない波長であるらしく、真人は気づかず、さらにページをめくる。

　そして、真人がページをめくるたび、囁き声が増えていく。
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　ようやくなにかの気配を感じたように、真人がふっと顔をあげた。首こうべを回めぐらせて周囲をうかがうが、これといっておかしな様子はない。

　そうしてしばらくキョロキョロしてから、顔を戻して再びページをめくった。その手が、あるページまで来たところでピタッととまる。

　深社口岩──。

　真人の目に、そんな単語が飛び込んできた。

　どうやら、その薄っぺらな冊子は、このあたりの古い伝承をまとめたものらしく、それによると、かつて湖を見おろす山間に、「深社口岩」と呼ばれる巨きよ石せきがあって、その下には、「ミシャグチ」と呼ばれる神がいたという。

　ミシャグチ神には、一年に一度、少年を生贄にする慣ならわしがあった。

（生贄。──これか）

　同級生の坂下が言っていた神への貢みつぎ物の風習。

　そして、坂下は、この学校の「十五の神かみ隠かくし」は、実は、その風習がまだ密ひそかに残っているせいだという恐おそろしい推測を披ひ露ろうしていた。

　だが、本当に、「生贄」などという忌いまわしい儀ぎ式しきが行われていたのだろうか。

　そうだとしたら、それはどんな神であるというのか。

　資料を読む彼の周囲では、囁き声が頂点に達しようとしていた。
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　それでも、やはり真人の耳には届かず、彼は考え続ける。

（「深社口岩」ね……）

　考えながらさらにページをめくったが、そこで「あれ？」と呟つぶやいて前のページに戻った。

　文章が続かない。

　読んでいたページは、「深社口岩とは、かつて湖から」で文字が終わっているのに、ページをめくると、別の寺名で小見出しが現れるのだ。

　真人は、二、三度そのページをめくったり戻したりした末、ようやくページ数が飛んでいることに気づく。

　よくよく見れば、深社口岩について書かれた肝心の部分が破り取られている。

（なんで──？）

　思ったとたん。

　ぬうっと。

　うしろから顔が突つき出てきたので、真人は「わっ！」と叫さけんで飛びあがる。同時に、彼のまわりに充じゆう満まんしていた囁き声もピタリと止まった。

　気配もなく現れたのは、寮りよう長ちようの藤代公彦だった。彼は、手を伸のばして真人から資料を奪うばうと、中身をパラパラと眺めながら言う。

「随ずい分ぶんと熱心に勉強をしていると思ったら、『古神代記』？」

　そこで本を真人に返して、呆あきれたように感想を述べる。

「また、なんとも渋しぶいものを読んでいるね。しかも、蘇王に興味を持ったのかと思いきや、そっちかって方だし。──だいたい、こんなもんばかり読んでいるから、夜、悪夢を見て大おお騒さわぎすることになるんだよ」

　どうやら、昨夜のことを言っているらしい。

　真人が、バツが悪そうに答える。

「あれは、これとは違ちがいます」

「そうかねえ」

　半信半疑の上級生に、真人が「それより」と気になったことを尋たずねる。

「今言った『そっち』というのは？」

「もちろん、ミシャグチ神のことだよ。『ミシャグチ』といえば、神話において、ミナカタの神がこの地に封ふうじたとされている悪神のことだろう。まさに、『神鎮しずめの神官』である蘇王にとっての敵だ」

「……そうなんですか？」

「うん。もっとも、それは現実として捉とらえるには証しよう拠こもなにもない古い時代の話だけど、実は明治時代、そのミシャグチ神を復活させるため、このあたりのどこかにあるとされている深社口岩に生いけ贄にえを捧ささげた新興宗教があったんだよ。一応、古こ神しん道とうの流れを汲くんでいたようだが、その教義は独自に開発されたもので、独特な宗教理念を持っていた。──その名も、『巌いわ本もと教きよう』」

「『巌本教』？」

「そう。水方一族が警けい戒かいしているのは、むしろ彼らの残党のほうだろう。なにせ、その時に『巌本教』を解散させたのが彼らだから」

「へえ」

　真人が、感心したように藤代のお公く家げ顔を見つめる。

「藤代さん、詳くわしいですね」

「これでも一応水方の外がい戚せきだからね。そうでなければ、内情を知ろうにも、あそこの一族は超ちよう秘密主義なんだ」

　それには、真人も真顔で頷うなずく。

　水方の実家に世話になっていた頃ころ、好こう奇き心しん旺おう盛せいな少年だった真人に対し、そこは入っちゃダメ、あっちも行っちゃダメと、かなり口うるさく言われた記き憶おくがあるからだ。

　真人が、昨晩の蘇王との会話を思い出して問う。

「それなら、あの雑木林が、現在、水方の管理下にあるというのも、そのためですか？」

「たぶん、そうじゃないか」

「──ってことは、ここに書かれている『深社口岩』は、あの雑木林のどこかにあるってことですよね？」

　その確かく認にんには「さあ」と曖あい昧まいに頷いた藤代が、咎とがめる口調で忠告する。

「言っておくけど、真人。雑木林には安易に入るなよ？　寮りよう則そくにも、そう書いてあるだろう？」

「え、そうでしたっけ？」

「うん。──って、さては読んでないな？」

「……はい。ざっとしか」

　小さく首をすくめて白状した真人に対し、藤代はやんちゃな子どもを諭さとすように教える。

「寮則には、学校の裏手にある雑木林で迷子になっても、学校側は一いつ切さいの責任を負わないと書いてあるんだよ。まあ、もし本当に迷子になったら捜そう索さくはするだろうけど、その費用は学校側では負担しない。迷子になった本人か、その親が全額支し払はらうという契けい約やくなんだ。編入したての頃、蘇王からそういう注意を受けなかったかい？」

　確かに、雑木林に行くなとは言われたが、まさか寮則にも載のっているとは思わなかった。むしろ、蘇王が個人的に行かせたくないと思っているような印象が強かったため、反発心を持ったくらいである。

　それに、もし寮則にもあるくらいなら、あの場に現れた上級生──守谷則継は、何故なぜ、そのことを言わなかったのか。

　それに、彼自身も、あの場所を歩き慣れている感じがした。

　まあ、寮則にあるとはいっても、退学の対象になるようなものではなく、あくまでも生徒の安全面を考えた上での規則であり、本人が気を付けて散歩をする分には、構わないということなのかもしれない。

　どこか納なつ得とくがいかないものを残しながら、真人は、藤代に会ったら訊きいてみようと思っていたことに話題を移す。

「そういえば、話は変わりますけど、藤代さん、『特待生』ってわかりますか？」

「『特待生』？」

　繰くり返した藤代が、首を傾かしげて訊き返す。

「知らないねえ。『奨しよう学がく金』とは違うのかい？」

「違うと思うんですけど……」

　同級生と同じことを確認され、真人は肩かたを落とした。それを見おろし、藤代が尋ねる。

「誰だれが、その話をしたんだ？」

「中川です」

「中川？」

　そこで記憶を辿たどるように上を向いた藤代が、すぐに頭の中から情報を引き出してきて口にする。

「中川というと、ゴールデンウィーク中に転校した？」

「そうです。彼が、自分は『特待生』だから、あまり友だちを作るわけにはいかないって」

「そんなバカな話、聞いたことないよ」

　はっきり否定した藤代が、「ただ」と寮長だからこそ知りえた個人情報を伝える。

「彼は、早くに両親を亡なくしていて養護施し設せつの出身だったから、そのことを卑ひ下げして、そんな話をしたのかもしれないね」

　確かに、本人もそんなようなことを言っていた。

「だけど、それならなおさら、せっかく入れてもらった学校を転校するのって、変じゃありませんか？」

「どうだろう。僕が聞いた話では、彼は海外留学することになったそうだから、支し援えん者の希望で、よりキャリアアップを目指したともいえるし」

「留学？」

　その話は聞いていなかったので、意外そうに真人が呟いた時だ。

　ドンッと。

　近くで重いものがぶつかるような音がしたので、二人は同時に顔をあげた。

　見れば、縦長の明かりとりの窓の外が暗くなり、烈れつ風ぷうが窓を叩たたいている。嵐あらしが来そうな空模様だ。

「これは、荒あれそうだな」

　呟つぶやいた藤代が、真人に問う。

「真人、傘かさなんて持ってきてないだろう？」

「はい」

「僕もだよ。ということは、僕たちは急いで寮に戻もどった方がいいってことだな」

　そこで、真人は本を閉じて書しよ架かに戻すと、藤代と連れだって図書館をあとにした。
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　数日後。

　夜明け前の雑木林を、一人の生徒が歩いていた。朝あさ霧ぎりに溶とけ込む彼の背中には、三つ編みにした長い黒くろ髪かみが揺ゆれている。

　高等部二年の守谷則継だ。

　ややあって、彼の前に切り立った崖がけが現れる。一か月ほど前、編入してきたばかりの玉司真人と初めて出会った場所だ。

　その際、下級生は、崖に向かって左側にある鳥居門の前に立っていたが、今の守谷は、行き止まりになっている右側の茂しげみのほうへ歩いて行く。その先は、急きゆう斜しや面めんが続いているが、彼はためらわずに茂みをかき分け、奥へと進む。わずかな突とつ起きを伝って斜面を這はい上がり、上へ上へと登って行く。

　一歩間ま違ちがえれば転げ落ちて、大ケガをするだろう。

　だが、彼は、慣れた足取りでどんどん、どんどん上へと登る。あたりは、櫟くぬぎや楓かえで、ブナなどが生おい茂る里山の雑木林だ。

　しばらくして、左手の茂みの隙すき間まから、ごつごつした岩いわ肌はだを持つ一枚岩が見えてきた。

　巨きよ大だいな一枚岩は、朝霧に溶け込み、その全容は計り知れない。

　あまりに大きいものは、人々の畏い怖ふを呼び起こす。

　その一枚岩も、昔からそこにあって怖おそれられてきたのか、頂上近くには紙かみ垂しでのさがる注連しめ縄なわがつけられていた。

　その脇わきをまわり込むように、守谷はさらに上へと登る。

　そうして、ようやく守谷が足を止めたのは、一枚岩の天てつ辺ぺんを見おろせる場所だった。

　そこは、庇ひさしのように突つき出た岩がん盤ばんの上で、下を見ると震ふるえるほどの高さがある。ただ、周囲には横よこ倒だおしに生える木などもあって、むき出しの断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきほどの恐おそろしさはない。もちろん油断して踏ふみ外せば、話は別だ。まっさかさまに落ちて、打ち所が悪ければ死亡するだろう。

　それでも、守谷は怖れることなく、一枚岩の上に伸のびる枝を伝って、岩盤から岩の頂上に下り立った。

　その顔に浮うかぶ満足げな表情。

　誰も、この一枚岩の上に人が立つとは思っていない。

　まして、ここを守っているつもりの連中は、注連縄で聖別した岩の一部が掘くつ削さくされて持ち去られていようとは、考えもしなかっただろう。

　愁うれいのある黒い瞳ひとみを細め、皮肉気な笑えみを浮かべた守谷が、制服のポケットから小さな石を取り出した。朝霧の中で見るその小石は、まるで、人の生血でも吸い込んだかのようにどす黒い赤せき褐かつ色しよくに染まっている。

　その場でひざまずいた彼は、岩に穿うがたれた穴に、その小さな石を嵌はめ込む。嵌め込みながら歌うように囁ささやいた。

「血が、血を呼び覚ます」

　小石は、まるで初めからそこにあったかのように、ピタリと穴に嵌まった。

　それを確かく認にんした守谷は、別のポケットから折りたたんだ黒い紙を取り出して、広げた。

　中には灰色の粉のようなものが入っていて、それを口元に近づけた彼は、息をフッと吹ふきかけて、中の粉を宙にまき散らす。

　パラパラと一枚岩の上に落ちていく粉を見ながら、再び歌うように囁いた。

「呼び覚まされた魂たましいは、灰の中から蘇よみがえる。──アダブカダブ、アダブカダブラ」

　とたん。

　それまで、朝霧の中に聞こえていた鳥たちの声が、いっせいにピタリと止まった。

　ふいに訪おとずれた沈ちん黙もく。

　一いつ瞬しゆんが永えい劫ごうに閉じ込められたかのような不気味な沈黙のあと、ズズッと、彼の足もとが揺らいで、地じ響ひびきのような音が聞こえてくる。

　ゴオオオオオオオ。

　それに合わせ、地面が大きく波打ち始めた。

　一枚岩の上でバランスを崩くずした守谷が、とっさに両手をついて様子を窺うかがう。危あやうく転げ落ちるところであったが、なんとか体勢を保って、やり過ごした。

　揺れはすぐに収まり、再びいつもと変わらぬ朝が来た。

　太陽が昇のぼり、鳥のさえずりが雑木林に響ひびきわたる。

　だが、守谷には、何かが違ちがうと感じられた。

　まばゆい朝日も。

　穏おだやかな鳥のさえずりも。

　すべてが清すが々すがしい一日の始まりを示しているのに、その中に、かすかに──、だがはっきりと血生臭ぐささが紛まぎれ込んでいた。

（血が、血を呼び覚ます──）

　一枚岩を見おろした守谷は、ややあって立ちあがり、来た道を戻りながら呟いた。

「予言が正しければ、あとは、我が神が呼び寄せた者が、解放のための一いち撃げきを振ふり下ろすだろう。──玉司真人、最後の生いけ贄にえとして、お前が全すべてを変える」
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　守谷が雑木林で妖あやしげな術を施ほどこしていた明け方、自室で寝ねていた蘇王は、ベッドの上ではじかれたように起きあがった。

　息が荒あらい。

　端たん整せいな顔に落ちかかる漆しつ黒こくの髪かみが乱れ、こめかみを汗あせが伝う。

　しばらくそうして荒い息をしていた蘇王は、ややあって黒真しん珠じゆのような瞳を鋭するどく光らせながら、まだ薄うす暗ぐらい窓のほうへと視線を向けた。まるで、見えない敵でも射い貫ぬこうとしているかのように、鋭く光る目である。

（何かが……）

　額に落ちかかる髪をすきあげ、彼はなおも外を睨にらむ。

（何かが、結界内に侵しん入にゆうしたのか……？）

　眉み間けんに深いしわを寄せ厳しい表情で考え込んでいた彼は、ややあって、スルリと身軽にベッドから下りると、スマートフォンを取り上げて、どこかに電話する。

　壁かべの時計はまだ午前五時になっていないが、彼が連れん絡らくしようとしている相手は、すでに起きていて朝の修しゆ行ぎようを始めるくらいの時間だ。

　だが、電波が繫つながる前に、異変が起きた。

　まず、ゴオオオオオオオオッと。

　不気味な地響きが耳に届き、それを追うようにして足元がグラグラッと揺れたのだ。

（地じ震しん──）

　とっさに机の縁ふちをつかんで体勢を保った彼は、揺れが収まったところで、スマートフォンを持ったまま部屋の外に出る。

　自然災害や人的災害が起きた場合、さまざまなアクシデントに対処するため、監かん督とく生は一通り寮りよう内ないを見まわることになっている。さすがに、この時間であれば、みんなベッドで寝ているはずで滅めつ多たなことはないだろうが、寝ぼけてベッドから転げ落ちるなど、事故は意外な形で起きるものだ。

　彼が階段を下りる頃ころになって、背後で藤代の声がした。続々と部屋から出てくる仲間たちに向かい、お決まりの台詞せりふを言っている。

「みんな、落ち着いて、手順通りに見まわってくれ。何かあれば、僕の携帯に──。ああ、おねしょしたことなんかは、あっても報告しなくていいぞ。──っと、守谷はどうした？　寝ているのか？」

　だが、その返事を聞く前に、蘇王は、さきほどかけそびれた電話をかけ直しながら、階段を半ばまで下りていた。

　数コールで、相手が出る。

「あ、おはようございます、蘇王です。──ええ、こっちも揺れましたよ。──いえ、それとは違って、今朝、禁足地を侵おかした者がいないか、早急に調べてほしくて電話しました。──ええ、はい、そうです。夢で──ええ、そうです」

　そこで、スマートフォンを持ち直した蘇王が、真しん剣けんな口調で告げる。

「おそらく、何者かが侵入し、禁足地を穢けがしたはずです」
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「今朝の地震、すごかったな」

「うん。一瞬だったけど、俺、飛び起きたもん」

　昼食の間、生徒たちの話題は、そのことで持ちきりだった。断層の多いこのあたりは、過去に何度も大きな地震に見み舞まわれているため、かなり敏びん感かんになっているようだ。

　一足先に席を立った真人は、食器を片付けながらあたりを見まわす。

（……やっぱ、いないか）

　捜さがしたのは、蘇王の姿だ。

　彼は午前中の授業に出ていなかった。

　友人たちの話では、地震などが起きた時は、よくあることらしい。災害対策を神かみ頼だのみにするわけではないが、いまだ信しん仰こう心の厚いこの地域では、自然災害に見舞われた際、「神鎮しずめの神官」が祈き禱とうを行うことで安心感を得るのだという。

　だが、その度たびに呼び出される蘇王にしてみれば、どうなのか。

（案外、あいつも大変なんだな……）

　特とく殊しゆな家系に生まれた人間の宿命と言えばそれまでだが、真人は、知れば知るほど、蘇王の立場に同情的になっていく。

　もっとも、今は蘇王のことより、転校していった中川智也のことである。蘇王のことを捜したのも、そのためだ。

　彼のことは何の進展もないまま、同級生の間では、すでに彼がこの学校にいたことすら忘れ去られようとしている。

　そのことが、なおさら、真人の彼に対する想いを強くした。

　なぜ、そこまでひっそりと生きなければならなかったのか。彼にだって、普ふ通つうの子供と同じ楽しい学校生活を送る権利があったはずなのに。

　もし、本当に海外に留学したのなら、今度こそ、誰だれにも気き兼がねなく奔ほん放ぽうな日々を送って欲しいと切に願う。

　だが、彼がすでに亡なくなっていた場合は──。





　　…………たまつかさ、助けて……






　真人は、夢で聞いた彼の声が頭から離はなれない。窓の外に見えた彼の顔も、事態がはっきりするまでは、絶対に忘れられないだろう。

　これはもう、ある意味、中川の霊れいに取りつかれてしまったと考えてもいいくらいだ。

（まあ、害がないからいいけど、彼のために俺は何ができるのか……）

　途と方ほうに暮れる真人は、ポケットに手を突つっ込み、紐ひも状のものでグルグル巻きにされた「くるのまがり」を無意識に触さわる。

　まるで、それに触っていれば、答えが見つかると思っているかのように──。

　そうして階段塔とうまでやってきた真人は、少し先を歩く校医の姿に気づいた。相変わらず白衣をまとった仏野環は、くろがね色の髪をなびかせながら、ゆっくりと階段をのぼっていく。

　自室に戻もどるつもりだった真人は、自然とそのあとをついて行く形になり、どうせなら追いかけて声をかけようかどうしようか、迷う。

　環とは、「くるのまがり」を返してもらった時以来、話していない。

　だが、よくよく考えてみれば、彼は、光りながら浮ふ遊ゆうする「くるのまがり」をあるがままに受け入れ、それを真人のものだと断言し、なおかつ、元の状態に戻す方法を当たり前のように知っていた。

　となれば、「くるのまがり」の使い方を訊きくとしたら、彼以外にあり得ないのではないか。それだけでなく、いっそのこと、中川智也の件も相談してみたらどうだろう。

　だが、あまりに存在が謎なぞめいていて、おいそれと近づくのもどうかと思える。

　とりどりの想おもいが入り乱れ、つい声をかけそびれてしまったのだが、環の背中を追いながら階段をのぼるうちに、真人は、あることに気づいた。

　どこまでも続く螺ら旋せん階段。

　だが、寮りようの階段は、これほど長かっただろうか──。

　先ほどからずっとのぼり続けているのに、終わりが見えず、部屋に続く踊おどり場すら見えてこない。

　のぼっても。

　のぼっても。

　ただ、階段があるばかり。

　まるでエッシャーの描えがく無限階段に入ってしまったかのようだ。

（……おかしい）

　そう思った真人の鼻先を、ふわっと白い霧きりのようなものが過よぎる。

　ふわり。

　ふわり、と。

　霧のようなものはどんどん濃こさを増し、真人の視界を覆おおっていく。前を歩いていた環の姿が霧にまみれて見えなくなり、すぐに、自分の足元すら判別できなくなった。

　あっという間に一面、白い霧に包み込まれてしまったようだ。

　だが、それは本当に霧なのか？

　真人のまわりを覆うのは、霧というより──。

（雲──？）

　思い至った瞬しゆん間かん。

　目の前の霧が晴れて、真人は雲の上に立っていた。

　白くほわほわした足元。

　どこまでも続く白い絨じゆう毯たん。

　頭上にたなびく雲、雲、青空、輝かがやく陽光、再び雲。

　そうして全すべてが白く輝く雲間の真ん中に、なぜかポツンと書見台が置いてあり、その上にやけに長い巻物が広げられている。

　書見台から垂れ下がる巻紙の端はしは、ほわほわした雲間に隠かくれて見えなくなっていた。

　なにがなんだかわからないまま書見台に近付いた真人は、台の上に載のっている箇か所しよを覗のぞき込んだ。

　すると──。

（文字が踊おどっている？）

　巻物に目を落とした真人が、目を丸くして驚おどろく。

　比ひ喩ゆでもなんでもない。

　本当に文字が踊っているのだ。

　おかげで、読みにくいことこの上なく、イライラした真人が、「おい、ちょっと。動くなよ、読めないだろう？」と文句を言うと、噓うそみたいにピタッと動きがとまり、あっさり読めるようになった。

（へえ!?）

　そのことにも驚きつつ、真人は大人しくなった文字を読む。

　そこには、こんなことが書かれていた。
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　読み終わった真人は、思う。

（なんだ、これ？）

　どうやら、「くるのまがり」について書かれた説明書のようなものであるようだが、それにしては、簡単すぎる。

（これを言えば、いいだけか？──本当に？）

　もし本当ならラッキーだが、ただ、それだけに不安も大きい。

　斎さい戒かいとか沐もく浴よくとか、神に近づくには、それなりの手順が必要そうなのに、ここには、それらしきことはいっさい書かれていない。

　それに、そもそも、ここはどこなのか。

　少なくともヴィーナス寮の中にこんな場所はないはずで、不ふ審しんに思ってキョロキョロとあたりを見まわしていると、再び、白い霧のようなものが真人の鼻先をかすめた。

　それが、じわじわと彼のまわりを包み込み始め──。

「真人」

　ふいに近くで名前を呼ばれ、真人はハッと我に返った。

　空間を切りさくような鋭えい利りな声である。

　見あげると、彼の肩かたに手を置いて覗き込んでいたのは、相変わらず一いつ切さいの乱れがない端たん正せいな姿の蘇王で、黒真しん珠じゆのような目と真人の目が合う。

「あれ、蘇王？」

「『あれ』じゃないだろう、真人。お前、こんなところで何をしているんだ？」

「こんなところ？」

　そう言われてあたりを見まわせば、なぜか、真人は、寮の階段に座り込んでいた。

「え、俺、なんでこんなところに座っているんだ？」

「座っているというより、寝ねていたんだけどな」

　言いながら、眉み間けんに深いしわを寄せた蘇王が、訝いぶかしげに問う。

「もしかして、自覚がないのか？──ないようなら、お前、病気かもしれないぞ」

「病気って、……えっと」

　記き憶おくを辿たどるように真人が額に手を当てたところで、「病気とは聞き捨てならない」と第三者の声が会話に割って入った。

　蘇王と真人が同時に振ふり返ると、そこに階段を下りてくる環の姿がある。彼は、一段、一段ゆっくりと下りてきながら、眼鏡越ごしにすがめた目を向けてくる。

「誰だれか、具合でも悪いのかい？」

　環はどちらとも断定しなかったが、自覚のあった真人が、とっさに「いえ」と答える。

「別に具合が悪いわけでは」

「そう」

　言いながら、彼らの横を通り過ぎ、環はさらに階段を下りていく。その間、一いつ瞬しゆんたりとも真人から目を離はなさない。
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　真人のほうでも、謎なぞめいた校医を見つめ続けた。

　考えてみたら、階段で眠ねむりこける前──もっと言ってしまえば、白くそまった空間で、書見台の上に広げられた巻物を読むことになる前まで、真人は、この校医のあとをついて階段をのぼっていた。

　それが、いつの間にかあんなことになり、現在に至っている。

　だが、そうなると、その間──。

（こいつは、どこにいたんだ……？）

　当然の疑問が沸わき起こる。

　そんな想おもいを込めて真人が相手を見返していると、彼らの脇わきを通り過ぎたところでフッと笑った環が、視線を外す直前に言った。

「まあ、病気に限らず、なにかあればいつでも相談に来るといい、玉司真人。君なら歓かん迎げいするよ」

　その場には蘇王もいるというのに、真人だけを名指しで告げた環は、そのまま白衣の裾すそを翻ひるがえして、螺ら旋せん階段を下りていった。

　どうにもこうにも不可解な校医である。

　残された二人は、それぞれの想いを込めて遠ざかっていくうしろ姿を見送っていたが、ややあって、先に視線を逸そらした蘇王が真人に尋たずねた。

「……真人。お前、あの人となにかあったのか？」

「え？」

　そこで、ようやく環の去った方から蘇王に視線を移した真人が、質問の意味を取り損そこねて問い返す。

「なにかって？」

「いや。特に意味はないけど、なんとなく、おかしな雰ふん囲い気きだったから」

「──ああ」

　納なつ得とくした真人が、もう一度、螺旋階段のほうへ視線を戻もどし、「おかしなねえ」と呟つぶやいてから答える。

「おかしなというか、なんというか、あいつ、いったい何者だろうって考えていたんだ」

　すると、フッと皮肉気に笑った蘇王が、「それは」と請うけ合う。

「珍めずらしく意見の一いつ致ちをみたな。──僕も、あの人のことは、ずっとそう思っているよ」

「蘇王も？」

「ああ。人間臭くささにあまりにも欠けているヒトだから」

「わかる。藤代さんも、同じようなことを言ってたし。──もしかしたら、あいつ、元はお前と同じような境きよう遇ぐうにいたんじゃないか？」

　とたん、蘇王が嫌いやそうな顔をする。

「悪いが、一いつ緒しよにしないでくれ」

　それから、真人を立たせると、蘇王は歩きだした真人に言った。

「それはそうと、中川の件だけど──」

「何かわかったのか？」

　すぐに食いついてきた真人に、蘇王が「ああ」とうなずく。

「調査会社からの報告によれば、彼は、支し援えん者の要よう請せいで海外に留学したらしい」

「それは、藤代さんからも聞いたけど──、本当に？」

「疑い深いな」

　苦く笑しようした蘇王が、さらに言う。

「一応、向こうの大学に問い合わせたら、確かに『中川智也』という生徒が転入手続きを取ったということだった。ただ、あっちは九月が学期始めだから、実際に学校に通うようになるのは秋からで、それまでは、地元の語学学校で英語の勉強をするらしい」

「ふうん」

　せっかくの報告も真人には不十分のようで、不満そうな表情に気づいた蘇王が、少々辟へき易えき気味に確かく認にんする。

「これだけ調べても、まだ納得がいかないか？」

「いや」

　確かに、ここまできたら納得するしかないのだろうが、ただ、それなら、あの時、窓の外に見えた姿はなんだったのか──。

　それにあの声──。

　真人の中には、どうしてももやもやしたものが残る。こうなったら、真人が納得するためにはただ一つ、中川と直接話をする以外になさそうである。

　そこで、真人は尋ねた。

「中川の連れん絡らく先は、わからない？」

「──それなんだが」

　言いにくそうに間を置いた蘇王が、ややあって悲しい事実を告げる。

「担当者の話では、本人の強い意向で、この学校の生徒とは一いつ切さい連絡を取らないということらしい。その口調は、まるで、この学校で、ひどい苛いじめにでもあったんじゃないかと疑いたくなるようなものだったそうだ」

「苛め？」

　繰くり返した真人が、軽く目を見開いて確認する。

「そんなことって、あり得るのか？」

「いや」

　蘇王が、軽く手を翻して否定する。

「創立当初ならともかく、ここ数年は、監かん視し態勢を強化して、苛め問題にはきちんと取り組んでいるから、そこまでの拒きよ否ひ反応が起こる苛めは起きてないと断言できる。──ただ、対人関係の問題は、本人がどう受け止めるかがかなり重要であって、しかも、それはあくまでも個人の見解によるものなので、向こうがこちらを拒否するというのであれば、こちらからはなんともいえない」

「……まあ、それはそうか」

　その点は、真人も納得するしかなかったが、それ以前に、中川が、そこまで拒否反応を起こすというのが、どうしても信じられなかった。

　確かに彼は、自じ称しよう「特待生」という自分の立場に負い目を感じ、できるだけ目立たないように友だちもほとんど作らずに過ごしていたようだが、だからといって、話しかけてくる真人などを拒こばむようなことはなかったのだ。

　それが、連絡も取りたくないほど拒否反応を示しているとしたら、そういう意味でも、いったい彼に何が起きたのか。

　真人は気になって仕方なかったが、ひとまず、留学先で元気にしているのであれば、それで良しとするしかなかった。







[image: 第四章　覚醒の時]







　　　　１




　それから、何事もなく日々は過ぎて行った。

　なんやかんやいっても忙いそがしい学校生活で、真人も一つのことばかり考えているわけにもいかず、中川智也のことは、日常という揺ゆるぎない時間の流れになかば埋まい没ぼつしかけていた。

　だが、そんなある日。

　英国式庭園を彷ほう彿ふつとさせる寮りようエリアの散歩道を一人で歩いていた真人は、ヴィーナス寮の裏手に来たところで、ふと怪あやしい気配を感じて振ふり返った。

　あたりは、ブンブンと蜂はちが飛び回る音が聞こえるほど静かだ。

　金曜の午後というこの時間、中等部の生徒たちは校舎で授業を受けているし、総合学習の自由研究に充あてられている高等部の生徒は、たいがい図書館や自習室にいるはずなので、寮に人ひと気けがないせいだろう。真人がここにいるのは、単に自由研究の大変さをまだ実感していないのと、暖かな陽気に誘さそわれてのことである。

　散歩するには絶好の日和ひよりであったのだが、怪しい気配に振り返ったところで、彼は目の前の穏おだやかな景色を、右から左にゆっくりと見ていく。

　百八十度見み渡わたした景色に対し、今度は左から右にゆっくりと視線を戻す。

　と──。

　さっきまで誰だれもいなかった場所に、人が一人、立っていた。雑木林との境となっている低木の茂しげみのあたりだ。この学校の制服を着た青年は、明らかにこの世の者ではない、周囲の景色から浮うき立つような違い和わ感かんで、こっちを見ている。

「中川──!?」

　驚おどろいた真人は、当然、そこに友人が実在するものと思って近づいて行く。

「中川！　中川じゃないか！　どうしたんだ、お前、留学したんじゃ──」

　だが、真人が近づくと、そこにいたはずの中川の姿は、突とつ然ぜんフッとかき消すように見えなくなった。

「──え？」

　呆ぼう然ぜんと立ちどまった真人が、びっくりしてあたりを見まわす。

「噓うそ。今、確かにこのあたりに──」

　いたはずだと思いながら、なおもキョロキョロしていると、今度は、真人から少し離はなれた雑木林の中に、彼の姿が見えた。相変わらず悲しそうな目で真人を見る様子は、やはり周囲から浮き立つように現実みを欠いている。

「中川……？」

　さすがの真人も、なにか変だと思い始めた。

　彼の姿は見えているが、そこに本当に彼が存在しているとは思えない。だが、それなら、いったい何故なぜ彼の姿が見えるのか。

　蘇王より彼の無事を知らされてから今日に至るまで、これといっておかしなこともなかったので、真人もいい加減、窓に映った顔は幻で、従兄弟いとこの報告の方を信じようと思い始めていたのだが、こうして目の前に現れたとなると、やはり無事ではなかったのか。

　どこか切ない気持ちになりながら真人が一歩踏ふみ出すと、中川の姿は、再びかき消すように見えなくなり、しばらくして、さらに奥のほうに現れた。

　その繰り返しだ。

　はたして、このまま追いかけてしまって、いいのかどうか──。

　追いかけながら、そんな迷いが生じるが、その時、以前、夢うつつに聞いた彼の声が蘇よみがえってきて、真人の背中を押す。





　　…………たまつかさ、助けて……






　中川は、真人に救いを求めていた。

　余念を払はらった真人は、時おり消えてはまた現れるかつての友人の姿を追い、どんどん、どんどん、雑木林の奥へと踏み込んでいく。

　いったいどこまで行こうというのか。

　やがて、真人は、切り立った崖がけのところまでやってきた。以前、上級生の守谷則継に会った場所である。

　そこで、ついに、中川の姿を見失う。

　ここまで、結構速いペースで歩いてきたので、気づけば息が切れていた。

（どこに行った……？）

　肩かたで息をしながらあたりを見まわした真人は、呼吸が整ってきたところで、ふと何かの気配を感じて首こうべを回めぐらせる。

　その奥には、木々に隠かくれるようにして例の鳥居形の門がある。

　彼方かなたと此方こなたを隔へだてる鳥居。

　しばらくそっちを見ていた真人は、踵きびすを返して鳥居形の門に向かって歩きだした。

　この前来た時も思ったが、何故、こんなところに鳥居形の門があるのか。普ふ通つうは、神域を俗ぞつ界かいから隔てるために存在する鳥居である。だが、どう考えてもこの先に神を祀まつる場所があるとは思えないので、この鳥居が隔てているのは神域を守るための禁足地ではない。

　だとすれば、考えられるのは──。

（禁きん忌きを封ふうじるための結界か）

　そう考えた時に思い浮かぶのは、このあたりには、かつて「深社口岩」と呼ばれる一枚岩があって、その下に眠ねむるとされるミシャグチ神を呼び覚ますために、一時期は人を生いけ贄にえに捧ささげていたという伝承だ。

　まさに禁忌の行いである。

　さらに、この学校でひそかに噂うわさされている「十五の神かみ隠かくし」は、その伝承を下した敷じきにしたようなもので、実際に「転校」と称しようして姿を消した中川が、実は海外に留学したのではなく、生贄として殺されてしまったのだとしたら、その霊れいが浮かばれずに、このあたりを彷徨さまよっていたとしても不思議ではない。

　現に、彼の霊らしきものが、真人のところに二度も現れているのだ。

（中川……）

　鳥居門の前に立ち、迷うようにその奥をジッと見つめていた真人は、ややあって「行ってみるか」と小さく呟つぶやくと、格こう子し状の門に手をかけてよじのぼりはじめた。それなりに運動能力が高い彼であれば、なんなく乗り越こえて、反対側に下り立つ。

　そこから先は、それとわからないくらい細い獣けもの道みちが、延々と続いていた。

　一いつ般ぱん人が踏み入ることのない領域。

　そこには、人が「神気」と呼ぶ荘そう厳ごんで涼すずやかな空気が流れている。

　だが、圧あつ倒とうされそうな自然の中、どこまでも続く獣道をのぼっていくうちに、あたりに漂ただよう神気がしだいに穢けがれを帯び、ついには邪じや気きへと変わるのを、真人は感じた。

（空気が、重い……）

　獣道をのぼりながら見あげた頭上には、一面、木々が覆おおいかぶさっていて、陽光のまぶしい青空はまったく見えなくなっている。

　昼なお暗い雑木林の中。

　ややあって、細い獣道が終わり、真人は、唐とう突とつに平らな場所に出た。同時に、真人の目の前に、見る者を畏い怖ふさせるほど巨きよ大だいな一枚岩が出現する。

　しかも、その一枚岩の前には、さきほど雑木林で見失った中川智也が立っていて、真人が気づくなり、クルリと背を向けて一枚岩に手をかける。

「中川！」

　真人が叫さけぶのと、中川の姿がスウッと溶とけ込むように一枚岩の中に消えるのが同時だった。

「中川！」

　無む駄だと知りつつ走り寄った真人は、中川が消えたあたりの岩いわ肌はだに手をのばし、叩たたいたり、撫なでてみたりした。別に、そうすることで、「アリババと四十人の盗とう賊ぞく」のように岩が開くとは思わなかったが、そうせずにはいられなかったのだ。

（──中川）

　真人は思う。

　今しがた見えた姿は、どう考えても、幽ゆう霊れいである。この世の者であれば、岩の中に消えるなどということはないだろうし、ここに来るまでのように現れては姿が見えなくなるという現象も起きないはずだからだ。

　やはり、彼は生贄として殺され、この場所に埋うめられてしまったのだろうか。

　考えながら一枚岩を見あげると、人の背せ丈たけの五倍はあろうかという高さがある。顔をちょっと仰あお向むけたくらいでは、天てつ辺ぺんは見えない。上部に、紙垂のある注連しめ縄なわがさがっているのが、辛かろうじて判別できるくらいだ。

　傍かたわらには、ご丁てい寧ねいにも「危険！　登るな！」という立札さえ立っていた。

　間ま違ちがいない。

　これが、「深社口岩」だろう。

　この下に、中川を含ふくめ、大勢の人間が埋められている可能性がある。そして、暗く、ねっとりと湿しめったこの場の空気は、まさに人の怨おん念ねんや無念が渦うず巻まいていてもおかしくない重苦しさだった。

（ミシャグチ神か……）

　一枚岩に手をついたまま、真人が思いを巡らせていると──。

　ザワザワザワッと。

　一いち陣じんの風が吹ふき抜ぬけ、木々が妖あやしくざわめいた。

　それと同時に、大きな影かげが波打つように地表を過よぎっていくが、真人は気づかない。頭上を渡わたっていく風に、気を取られていたからだ。

　その風が、真人の耳に、かすかな声を運んでくる。





　…………助けて……

　………ここは、暗い……

　…………助けて……助けて……僕を解放して………






「中川？」

　真人は周囲を見まわしながら、必死で呼びかける。

「中川！　どこにいるんだ!?」

　キョロキョロしながら、さらに呼ぶ。

「中川！　聞こえたら、返事をしろ！　俺は、何をすればいい!?」

　すると、まるで呼び声に応こたえるように、一枚岩の陰かげから一人の青年が姿を現した。

　だが、残念ながら、それは真人が呼び求める相手ではなく、むしろ、彼が思ってもみなかった人物であった。

「やあ、玉司君」

「──守谷さん!?」

　現れたのは、守谷則継だ。相変わらず、長い黒くろ髪かみを後ろで三つ編みにし、愁うれいのある目で真人を見ている。

　真人が驚おどろいて、問い質ただす。

「守谷さん。こんなところで、なにをしているんですか？」

「なにって、気分転てん換かんの散歩だよ。山歩きと言った方がいいかもしれないけど、運動ついでの散歩のつもりで、歩いていたんだ。──そういう君のほうこそ、こんなところで何をしているんだい？」

　尋たずねながらあたりを見まわした守谷が、ひそやかな笑えみを浮うかべて続ける。

「今、誰だれかの名前を呼んでいたみたいだけど、まさか隠れんぼでもしていたのかな？」

「違ちがいます」

「そう。それはよかった」

「よかった？」

「うん。だって、こんなところで隠かくれんぼなんてしたあかつきには、何をつかまえてしまうかわからないからね。ついでに言うと、死者の名前を呼ぶのも厳禁だよ。そんなことをしようものなら、境界線を乗り越こえて、死者の霊が甦よみがえってくるだろう」

　真人が、もの問いたげな目を上級生に向ける。

　彼が、なんのつもりで今の台詞せりふを言ったのかはわからないが、あまりにタイミングが良すぎて、不気味だったからだ。

　この上級生は、いったい何を知っているのか。──というより、そもそも真人に対し、最初に幽ゆう霊れい云うん々ぬんの話をしてきたのは、彼なのだ。

　すると、真人の心の内を読んだように、守谷が言った。

「そういえば、玉司君。この学校の七不思議はわかったかい？」

「わかりました。一つですけど」

「一つあれば十分だろう。なにせ、創立からまだたった十年しか経たっていないんだから」

「そうですね」

「それで、どんな話を聞いたって？」

「……それは」

　真人は、少し迷ってから、答える。

「『十五の神かみ隠かくし』です」

「ああ。──そういえば、君の学年の生徒も、転校したんだってね。さっき、君が呼んでいたのは、その生徒の名前だったのかな？」

　言いながら含み笑いをもらした守谷は、どこか楽しげに続ける。

「君は、その生徒が転校したのではなく、『十五の神隠し』の噂うわさ通り、生いけ贄にえとして殺されて、この雑木林のどこかに埋められていると思っているんだ。──そう。たとえば、この一枚岩の下とか」

　一枚岩の下とか──。

　そう告げた時の口調に秘ひめられた確信的な響ひびき。

　本当に、この上級生はいったい何を考えているのか。訝いぶかしみながら、真人が尋ねる。

「守谷さんは、どう思いますか？」

「僕？──そうだね」

　そこで守谷が傍らの一枚岩を見あげて、考えるように目を細める。

「まあ、そんなことがあったとしても不思議ではないだろう。──ただ、この下に埋めたというのは、ちょっと単純すぎる」

「単純？」

「そう。まだ科学が万ばん能のうでなかった時代ならともかく、現代の日本で生贄にした死体をそのへんに埋めたりしたら、見つかった時がやっかいじゃないか。僕なら、そんなリスクは絶対に冒おかさないよ」

「それなら、どうするんですか？」

「死体を完全に処理する」

「どうやって？」

「方法はいくらでもあるさ。灰になるまで燃やすとか、燃やしきれないものは、酸で溶とかすとか」

　まるで、小説かドラマの話でもするかのように語る守谷に、真人は我知らずゾッとした。それは、まさに、最初にこの男に対して感じたものとまったく同じ感覚である。

　だいいち、真人が問題にしているのは、ついこの前までこの学校にいて一いつ緒しよに授業を受けていた生徒のことなのだ。空想の話をしているわけじゃない。それを、死体の処理について遊び感覚で語ってしまえる心境がわからない。

　真人は無駄と知りつつ、反論する。

「だけど、そんなことをしたって、いつかは、誰かが──」

「誰かって、誰？」

　真人の言葉を遮さえぎり、守谷が続けた。

「たとえば、君の学年にいた中川智也なんかは、聞くところによると、養護施し設せつ出身だそうじゃないか。その場合、ある目的を持った誰かが善意を装って彼に出資し、ひとまずこの学校に入れてから、頃ころ合あいを見計らって転校したように見せかけ、その実、目的を達成するために殺してしまったところで、誰が、彼の消息なんて知ろうとするだろう」

　とたん、ムッとした真人が言い返す。

「一人くらいいますよ。現にここにいるし。それに、そんなこと──」

「不可能だと言いたいのなら、そんなことはない。十分、可能だ。──いいかい、玉司君、一人の生徒の家庭事情なんて、個人情報保護法に守られたこのご時世では、どんなウソ偽いつわりがあっても、他人に簡単に分かるものではないし、ＤＶやストーカーの被ひ害がいから守るために、ある環かん境きようからいなくなった人間を追つい跡せきするのは昔よりずっと難しくなっている。また、それとは別の次元で、貧困から戸こ籍せきや名義を売り渡して困っている輩やからも大勢いるわけで、そんな奴やつらに条件をつけ、抹まつ殺さつした人物になりすまして暮らしていけるように戸籍を与あたえ、書類上、まだ生きているように見せかけることなんか、ちょっとした財力とルートさえ持っていれば、案外簡単にできるものなんだよ」

　指先を振ふりながら説明し、守谷が「君だって」とその指を真人につきつける。

「同じだよ」

「俺が？」

　どう同じだというのだろう。

　軽く目を見開く真人に、守谷が教える。

「そう。ご両親がアメリカにいるという話が本当かどうか、他ほかの生徒には分からないし、君自身、もしかしたら騙だまされているだけで、実は、金のために売られ、人ひと身み御ご供くうになる運命かもしれない。君のご両親がそれを承知でこの学校に入学させ、自分たちはアメリカで永住権でも取って音信不通になってしまえば、誰かが、転校と偽ってこっそり君を殺したとしても、誰にもわからないし、捜さがされもしない。──まして、それが、中川智也のようにもともと身寄りのない人間であれば、なおさらだ」

　なんとも忌いまわしい可能性を語る守谷は、むしろ、話の悲ひ惨さんさを楽しんでいるようにも見えた。

　真人は、厭いとわしげに確かく認にんする。

「だけど、中川がいなくなったことを警察に言えば──」

　だが、今度も真人の言葉を遮って、守谷は断言する。

「無理だよ。残念ながら、死体がなければ殺人事件にはならないし、誘ゆう拐かいや失しつ踪そうにしたって事件性が明確でない限り、警察は動かない」

　その一いつ瞬しゆん、守谷の口ぶりがやけに勝ち誇ほこったものであったような気がしたのは、真人の思い過ごしだろうか。

　口をつぐんだ真人の頭上で、バサバサッと大きな羽音を立てて何かが飛び去った。すぐに、カア、カアと鳴く声が聞こえたので、おそらくカラスだろう。

　ややあって、クスッと笑った守谷が言う。

「そんな顔をするんじゃないよ、玉司君。譬たとえ話に決まっているじゃないか」

「譬え話？」

　今のが──？

「そう。必死で誰だれかを呼んでいるようだったから、ちょっとからかってみたくなったんだよ。それに、そもそも、この一枚岩の下に死体を埋うめるにしたって、どうやってこの岩を動かすというんだ。岩のまわりだって、掘ほり返したような跡あとはどこにも見えないし」

　確かにそうだが、でも、どう考えても、「からかう」などという口ぶりではなかったし、話の辻つじ褄つまが合いすぎている。

（いったい、この人は……）

　どういうつもりなのか。

　真人は、「じゃあ、僕は、お先に失礼するよ」と言って歩きだした上級生の後ろ姿を見送りながら、彼に対する不信感を募つのらせていった。
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　真人が「深社口岩」で、守谷則継と話していた頃ころ。

　図書館で自由研究のための資料を読んでいた蘇王は、集中力が途と切ぎれたところで身体からだを伸のばし、周囲を見やった。閲えつ覧らん室は、同じように資料を積み上げている生徒の姿で溢あふれ返っているが、その中に、真人の姿はない。

　ある意味のん気でマイペースな従兄弟いとこは、今いま頃ごろ、どこで何をしているのやら。

　溜ため息いきをついてから資料に目を戻もどした蘇王は、そこで、本と一緒に置いてあるスマートフォンが光っているのに気づいた。場ば所しよ柄がら、サイレントモードにしてあるため音はしないが、着信があればすぐにわかる。

　見れば、アメリカの調査会社からのメールによる正式な報告書で、調査結果と一緒に数枚のスナップ写真が添てん付ぷされていた。

　現地の調査員が実際に中川智也の家や語学学校のそばで隠かくし撮どりした写真で、真人が、いまだ彼の消息について気にしているようなので、アメリカで暮らす中川智也の写真を撮って送るように依い頼らいしておいたものである。

　英字のメールを読んだ蘇王が、画面をスライドさせ、添付されていた写真を開く。

　とたん、その表情が一変した。

　眉み間けんに深い縦皺じわが寄り、忌まわしいものでも見るように写真を睨にらみつける。

（──これは）

　と──。

　再び、彼のスマートフォンが光った。

　今度は、水方家に仕える人間が送って寄よ越こしたメールで、ざっと内容を読んだ蘇王は、先ほどとは少し違ちがうしかめ面つらをする。

　その表情のまま、画面をタッチしてスライドさせ、これまた、添付されていた写真を見る。

　定点カメラのようなもので撮られたらしい画素数の低い写真には、鬱うつ蒼そうと茂しげる木々に埋もれるようにそびえ立つ鳥居形の門と、そこを乗り越こえようとしている青年の姿が写っていた。

　さらに、蘇王が画面をスライドさせると、鳥居形の門を乗り越えようとしている青年の姿がクローズアップされて写し出され、画像が粗あらいながらも、その正体をはっきりと示していた。

　真人だ。

　まるで犯罪現場を押さえたようなショットであるが、見目のせいか、はたまた姿勢がいいせいか、写真の中の真人には、むしろ不可能な指令をこなす諜ちよう報ほう部員のようなかっこよさがあった。

　もっとも、だとしても、やっかいな事態であることに変わりはないのだが。

（──まったく）

　大おお仰ぎように溜息をついた蘇王が、少し考えた末に返信する。

　送信者は、禁足地に侵しん入にゆうした青年にどう対処するかを問い合わせてきているのだが、蘇王の側近として働いている彼は、当然、定点カメラがとらえた人物が蘇王の従兄弟であることを承知している。

　そうでなければ、真人は、今頃彼らに捕つかまっているはずだ。




　──こちらで対処するので、そのまま放ほうっておいてください。




　蘇王が送ったメールに対し、間かん髪はつを容いれずに「了りよう解かい」を知らせるメールが届く。

　そこで、スマートフォンを机の上に戻した蘇王が、椅い子すの背に身体を預けて考え込む。その目が、暗くなったスマートフォンの画面をとらえ、すぐまた逸そらされる。

　どこから見てもすっきりと整っている蘇王の顔によぎる愁うれい。

　彼は、心底悩なやんでいるように見えた。

（結局、あいつの直感が正しいということか──）

　その表情に浮うかぶ苦々しさ。

　アメリカから送られてきた写真には、「中川智也」が写っていた。どれも背景に、アメリカ西海岸を思わせる青空やヤシの木が写っている。

　問題は、その青年の姿に、蘇王はまったく見覚えがないということだ。小太りで、茶に染めた髪かみがどこか退たい廃はい的な生活を思わせる若者。現地の調査員は、それが中川智也で間ま違ちがいないという報告書を寄こしている。

　だが、それなら、蘇王の知っている「中川智也」は、どこに行ってしまったのか。

　そして、その事実を頭に入れながら、さきほどの鳥居形の門の写真を見る限り、真人が蘇王の忠告を無視して禁足地に侵入したことには、おそらく、れっきとした理由があるとしか考えられなかった。

（神使い、か──）

　蘇王の脳のう裏りに、改めて、先代の大おお祝はふりが残した言葉が重く響ひびいた。
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　夕食の席で、真人は、蘇王がなにか言いたそうに自分を見ているのに気づいたが、そのあとすぐ、下級生が喧けん嘩か騒さわぎを起こし、事態の収しゆう拾しゆうに走り回った従兄弟とは、けっきょく口をきくことなく一日を終えた。

　真人のほうでも、今日の午後の出来事を蘇王に相談するべきかどうか、まだ迷いがあったため、顔を合わせずに済んだのは幸いであったといえよう。

　口をきいていたら、きっと話していたはずだ。

　だが、話したところで、どうなるというものではないし、下手をしたら、蘇王の機き嫌げんを損そこねるだけで、いいことなど一つもない可能性だってある。

　ただ、誰にも相談できないとなると、自分はいったいどうすればいいのか──。

　悩みながら眠ねむりに落ちた真人は、ほどなくして寝ね息いきを立て始めた。

　晩春の夜が、ゆっくりと更ふけていく。

　時計の針が午前零れい時じをさし、一時をさし、さらに進む。

　そして、時刻がまもなく午前二時──まさに草木も眠る丑うし三みつ時にさしかかろうとした、その時だ。

　寝ね静しずまった真人の部屋に、どこからともなく例の囁ささやき声が漂ただよってきた。





　……ダ……メダ………ギダメ………メダ………メ…………アン…カア……メダ……。

　アギダ……メダアン…ギダメ…ガメダ…アギダメ……ガメダアン…カアギダメダ……。






　可か聴ちよう域を超こえた不気味な囁きが、部屋の中にあふれんばかりに充じゆう満まんしていく。

　その中に横たわる真人が、ベッドの上で苦しげに寝ね返がえりを打った。

「う……ん」

　しばらくして、もう一度。

　さらに、一度。

　寝返りを打ちながら汗あせをかく真人であるが、それに反比例するように、部屋の気温はぐんぐん、ぐんぐん、さがっていく。

　摂せつ氏し十度……五度……零れい度ど。

　氷点下の気温に、真人の寝息が白い蒸気となり、窓には霜しもがつき始める。

　やがて。

　バンッと──。

　いつぞやの夜と同じように真人の部屋の窓を叩たたくものがあり、それを皮切りに、バンバンバンバンッと、恐おそろしげな連打が始まった。

　バン、バン、バン、バン、バン、バン！

　真人が、ベッドの上で飛び起きる。

「なにっ!?」

　音は、まだ続いていた。

　バン、バン、バン、バン、バン！

　だが、暗がりに目の慣れていない真人は、音の出所を見み極きわめられずに固まっている。氷点下の冷気が、そんな真人を震ふるえさせた。

　激しい音と尋じん常じようではない冷気。

　あきらかに、なにかおどろおどろしいことが起きているが、いったいなんなのかがわからない。わからないことで、さらに恐きよう怖ふが募つのる。

　バン、バン、バン、バン、バン！

　どうやら、この前と同じで、音は窓の外から聞こえてくるようである。

　ベッドの中で震えていた真人は、布ふ団とんを引き寄せてくるまると、用心深く身体からだを動かして霜のついた窓のほうに視線をやる。

　次の瞬しゆん間かん。

「うわあああっ！」

　真人の絶ぜつ叫きようが、夜の暗がりを引き裂さいた。







　一方。

　真人の部屋の前には、異変を察した他ほかの寮りよう生せいたちが集まり始めていた。

「なんだ、なんだ？」

「また、玉司かよ？　この前の夜も、あいつだったろう」

「もしかして、病気とか」

「でも、さっき、悲鳴が聞こえたような……」

　そこで、彼らの目が、真人の部屋のドアに向けられる。

　すると、突とつ然ぜん──。

　ドンッ。

　何かが激しくぶつかるような音がして、目の前のドアがきしんだ。

　続いて、ドン、ドンッと。

　内側から誰だれかが思いっきり叩いているかのように鈍にぶい音をたて、ドアが大きくたわむ。

「ひえっ！」

　誰かが声にならない声をあげ、その場が一いつ瞬しゆん静まり返る。

　その静せい寂じやくに、ドン、ドン、ドンという音が、おどろおどろしく響いた。

　ややあって、誰かが言う。

「……なんか、様子が変じゃないか？」

「ああ、変だな」

「絶対におかしい」

「玉司の奴やつ、どうしたんだ？」

　だが、それに答える声はなく、みんなが不ふ審しんげに顔を見合わせる。

　ただ、誰一人として、進んでドアをあけようとしない。あまりの異様さに、あけたとたん、化け物でも飛び出してきそうな気がしたからだろう。

　それくらい、ドアを内側から叩く音は大きい。

　ドン、ドン、ドン！

　次し第だいに寮のあちこちで電気が灯ともり、騒ぎが少しずつ広がっていく。

　ついには寮りよう長ちようが下りてくるまでの事態となり、寝ね間ま着き姿の藤代が、真人の部屋の前で半円を作っている彼らの背後から声をかけた。

「君たち。こんな夜よ更ふけに何を騒いでいるんだい？」

　振ふり返った一人が、誤解を解くために報告する。

「すみません、藤代さん。でも、騒いでいるのは、玉司です」

「真人？」

「はい。よく分からないんですが、玉司の部屋から音がして……」

「寝ねぼけて、ドアを蹴けっているのかもしれない」

　誰かが言ったとたん。

　ドン、ドン、ドン、と。

　真人の部屋のドアが鳴る。

「なるほど」

　納なつ得とくし、顔をしかめた藤代の背後で、その時、「悪いが、ちょっと通してくれないか？」という凜りんとした声が響ひびき、蘇王が姿を現した。夜中だというのに、寝間着姿にもほとんど乱れがない。

　振り返った藤代が、蘇王に問う。

「ああ、蘇王。──どうやら、また真人が騒いでいるようなんだけど、もしかして、彼は夢遊病の気でもあるのかい？」

「いえ」

　短く答えた蘇王は、それ以上の説明をせず、黙だまって真人の部屋の前に立った。

　美水大社の大おお祝はふりを務める家に生まれ育ち、物心ついた頃ころから霊れい的てきな修しゆ行ぎようを行ってきた彼は、階段を下りてくる途と中ちゆうから、その場に漂ただよう妖よう気きのようなものを全身で感じ取っていた。

　なにか、とんでもない霊障害が起きていて、この階の空気を穢けがしている。

　そして、その中心にあるのが、真人の部屋だ。

　蘇王の端たん整せいな顔に浮うかぶ険しい表情。

　黒真しん珠じゆのような瞳ひとみが、まっすぐドアに向けられる。

　その間も、内側からドアを叩く音は、続いていた。

　ドン、ドン、ドン！

　ドンドンドンドンドンドンドンドン。

　蘇王が、臆おくした様子もなく、スッとドアノブに手をかける。

　とたん、ピリッと。

　指先に静電気が走った。それでも怯ひるまず、ドアノブをグッと握にぎり込むと、強ごう引いんにドアを押し開くべく体重を乗せる。

　だが、ドアはビクともしない。

　寮の部屋には鍵かぎがないので、あかないはずはないのだが、どれほど体重をかけて押してみても、ドアは一ミリたりとも動かなかった。

　小さく舌打ちしてドアノブを放した蘇王は、ドアの上に小さく特とく殊しゆな印いんを描えがき、すばやく口中で秘ひ呪じゆを唱える。

「神しん火か清せい明めい、神しん水すい清明、神しん風ぷう清明」
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　それから、長い指先で印の中心をトンッと打つと、そこから青い閃せん光こうが四方に走り、それまで外側にたわんでいたドアが、ふいに元の状態に戻もどった。同時に、内側から叩くような不快な音も、ピタリと止まる。

　うっすらと微笑ほほえんだ蘇王がドアノブに手をかけると、今度は驚おどろくほどすんなり動いた。

　キイッと。

　音を立てて、ドアが開かれる。

　蘇王が壁かべのスイッチを押したが、電気はつかず、真っ暗な部屋の中は、最初、何が起きているのか、まったくわからなかった。

　ただ、窓があいているらしく、冷たい夜風が蘇王の頰ほおをなでる。

　だが、それ以上に、寒い。

　まるで、冷れい凍とう庫にいるような寒さである。

「……真人？」

　暗くら闇やみに踏ふみ出しながら蘇王が声をかけるが、返事はない。

　代わりに、部屋のあちこちで、ピキン、ピキンと家鳴りのような音がした。超ちよう常じよう現象にありがちなラップ音かもしれない。

「真人、いるのか？──いるなら、返事をしろ」

　暗がりに向かってさらに声をかける蘇王は、すでに気配で真人の存在を感じ取っていた。部屋の隅すみの方から、真人の怯おびえが伝わってくる。もともと狭せまい部屋であれば、いる場所など限られているが、真人がいるのはベッドの上であるはずだ。

　目測でベッドに近づいた蘇王が階段に足をかけて覗のぞき込むと、案の定、端はしのほうで丸まっている人ひと影かげが見えた。

「真人」

　呼びかけながら、蘇王が真人に向かって手をのばす。

「真人、大だい丈じよう夫ぶか？」

　つかんだ二の腕うでは震ふるえていて、引き寄せると、すんなり身を寄せてきた。普ふ段だんの真人からは考えられないような従順さだ。よほど怖こわい思いをしたらしい。

　察した蘇王は、できるだけ刺し激げきしないよう、声を抑おさえて問いかける。

「ケガは？」

「──な、い」

　間を置いて答えた真人が、ややあって顔をあげ、蘇王を見てしっかりと答える。

「ケガは、してないよ」

「それならいいが、いったい──」

　蘇王が言いかけた時、パッと懐かい中ちゆう電灯の明かりが部屋の中を照らし出し、同時に背後で藤代の声がした。

「寒っ！──真人、蘇王、なにがあった？」

　光源を向けられた真人と蘇王がまぶしそうに目を細め、先に蘇王が答える。

「わかりませんが、彼にケガはないようです」

「それは、よかった。──だけど、そもそも」

　言いながら、懐中電灯の明かりを部屋のあちこちに向けた藤代が、ややあって、「なんだ、これは……」と呟つぶやく。

　呟きとともに順次照らされていく部屋の中。

　そこは、まるで嵐あらしにあったかのような惨さん状じようを呈ていしていた。

　ひっくり返った椅い子す。

　散乱する本やノート。

　吹ふき飛ばされた衣類。

　だが、なにより彼らの目を引いたのは、白い壁に残された手形だ。

　明々とした明かりに映しだされた、無数の手形。

　血みどろといえるような赤黒い手形が、窓からドアのほうに向かって壁に線を作るように並んでいる。

　ゆっくりと懐中電灯を動かしていた藤代が、ドアの陰かげに消えた手形を追い、指先でドアを動かす。

　キイッと。

　音を立てて閉まったドアの裏側には、どこよりも顕けん著ちよに赤黒い手形がついている。

　これでもかというほどいくつも重なった赤黒い手形は、さきほどまで部屋の中から聞こえていた不気味な音を彷ほう彿ふつさせた。

　なにかが、ドアを叩たたいていた。

　そのなにかが、これなのか。

　虚きよをつかれたようにその場に佇たたずんでいた藤代が、ややあって言う。

「いったい、誰だれがこんなこと……」

　それが、部屋の住人である真人でないことは、彼の手や服がまったく汚よごれていないことで証明できる。

　だが、真人しかいなかった部屋の中で、いったい、誰が──あるいは、なにがこんなことをできるというのか。

　さすがの藤代も悩なやましげな表情で判断に窮きゆうしていたが、ひとまず現実問題に対処しようと思ったらしく、野次馬を追いやるために部屋の外に出て行った。

　二人きりになったところで、蘇王は真人から離はなれ、夜風が吹き込む窓をしめる。

　その隙すきにベッドから下り立った真人が、改めて壁の手形を眺ながめながら「……すごい数」と言う。かなり落ち着いてきたらしく、声はまだかすれているが、身体からだの震えはおさまっていた。

「これを見る限り、どうやら助けを求めているのは、中川だけじゃないみたいだ」

　蘇王は背中を向けたまま、真人の言葉に耳を傾かたむける。

「さっき、窓の外にたくさんの顔を見た。みんな血だらけで、必死の形相だったんだ。その時は怖くて、なにもできずに固まっていたけど、今ならわかる。この手形は彼らが残していったメッセージだよ。『助けてくれ』って」

「助けてくれ？」

「そう。──それなのに」

　一度言葉を切った真人が、先を続ける。

「これでもまだ、お前は、なにもする必要がないって言うのか？」

「だから、真人──」

　言いながら振ふり返った蘇王と真人の目が合う。

　互たがいに逸そらさず、そのまましばらくジッと見つめ合っていたが、蘇王が驚いたことに、さっきまであれほど怯えていた真人の琥こ珀はく色いろの瞳ひとみには、これまでにないほど強い決意と慈じ愛あいがにじみ出ていた。

　その純真さを映した気高いまでの透とう明めい感かんに、蘇王は続く言葉を失う。

　長いようで短い時──。

　黙だまって見つめ合っていた二人であるが、その沈ちん黙もくを破ったのは、真人でも蘇王でもなく、窓の外で起きた異変だった。

　夜の闇やみにビュウッとすさまじい突とつ風ぷうが起こり、次の瞬しゆん間かん──。

　ガッチャーンッと。

　派手な音を立て、閉めたばかりの窓ガラスが割れた。

　とっさに腕の中に真人を庇かばう蘇王。

　その背後から、爆ばく風ふうのような衝しよう撃げきとともに、粉々になったガラスの破は片へんが容よう赦しやなく降り注いだ。







　　　　４




　真夜中に切り傷を負って現れた蘇王と真人を、校医であり、この寮りようの舎しや監かんでもある仏野環は、驚おどろいた様子もなく迎むかえた。しかも、夜半を過ぎた時刻であるにもかかわらず、彼が寝ねていた様子はない。いつもと変わらない私服姿のまま、白衣だけを脱ぬいだ格好で戸口に立った。

　ケガ人を室内に招き入れながら、環が訊きく。

「また派手にやったね。二人でケンカでもしたのかい？」

「違ちがいますよ」

　心外そうに答えた真人に、「ふうん」と応じた環が続ける。

「それなら、突風で枝が飛んできて、窓ガラスでも割れた？」

　今度は、いきなり真実をつかれ、目を丸くした真人が頷うなずく。

「……はい」

　まさにその通りだ。

　だが、なぜ、この男がそのことを知っているのか。

　真人のうしろに立つ蘇王も変に思ったらしく、黙ったまま黒真しん珠じゆのような瞳を細め、いかがわしげに校医を見つめる。

　そんな蘇王を平然と見返し、環が妖よう艶えんに笑って指示した。

「さて、どうやら、君の方がひどいようだから、先に手当てをしようか。真人は、そっちで待っていなさい」

　彼らに背を向けた環は、部屋の一角にしつらえられた薬棚だなから消毒薬やピンセットを取り出すと、ソファーに座って治ち療りようにかかる。

　蘇王は、背中や肩かたに無数の切り傷を負っていたが、幸い、どのケガも見た目ほどたいしたことはなさそうだった。

　治療を終え、蘇王が環から借りた新しい服に袖そでを通していると、次に手当てを受け始めた真人が、すぐに情けない声で悲鳴をあげる。

「うわっ！　イテッ」

「ああ、こら」

　真夜中の静けさの中、環と真人の攻こう防ぼうが繰くり広げられる。

「なんで避よけるかな」

「避けますって、普ふ通つう」

「彼は避けなかったじゃないか」

　言いながら蘇王を親指でさした環が、続ける。

「ほら、ジッとしてないと薬が塗ぬれない」

　それに対し、真人が顔をしかめながら反はん抗こうする。

「蘇王は、恐きよう竜りゆうのごとく感覚が鈍にぶいだけですよ。一いつ緒しよにしないでください。その薬、すごくしみるし」

　真人の言い分に不満そうな顔を向けた蘇王の前で、環が「薬なんて」と会話を続けた。

「しみるからいいんじゃないか」

「よくないですよ」

　思いっきり文句を言う真人を呆あきれたように見やって、環がいなす。

「個人の感想じゃなく、効用の問題だよ。──君、『良薬、口に苦し』ってことわざ、知らないのかい？」

「知っていますけど、飲んでないから苦いかどうかは──」

　ああ言えば、こう言う。

　減らず口をたたきながら、迫せまりくるピンセットの先の綿を逃のがれるように顔を逸らせた真人の態度に、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたらしい環が、声を低めて脅おどした。

「それならいっそ、これごと、口に突つっ込もうか？」

　綿をつかんでいるピンセットを振ふられ、真人が「うっ」と答えにつまる。この校医なら、本当にやりかねない気がしたのだ。

　ようやく観念して目を瞑つむった真人の傷口に、環がポンポンと薬を塗ぬりたくる。
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　そんな道どう化けめいた二人のやり取りを、包帯を巻かれた手首をさすりながら、蘇王が横目で見やった。

　彼が知る限り、仏野環という人間は、得体が知れない。生徒たちには、「ホトケの環」などと呼ばれ絶大な人気を誇ほこっているが、その実、決して他人を寄せ付けないオーラを発しているのだ。

　人の心を読むのが巧たくみで、誰だれでもオープンに呼び寄せているようだが、それは、あくまでも相手を知るための方便であって、逆に相手が彼を知ろうとすると、スルリとかわして涼すずしい顔をしている。

　だから、藤代や蘇王のように、人よりも少し観察力の優すぐれた人間は、環のことを警けい戒かいこそすれ、慕したうことはない。

　そして、蘇王が思うに、真人も、対応の仕方に違いがあるとはいえ、基本は、彼らと同じ側の人間であるはずなのに、この馴な染じみ方はどうだろう。もしかして、二人の間には、なにか蘇王の知らない特別な関かかわりでもあるんじゃないかと疑いたくなるような息の合い方だ。

　蘇王が、いかがわしげに天使のような容よう貌ぼうの環に視線を向けていると、チラッとこちらに流し目をくれた相手が、口元を楽しそうにほころばせてから、ピンセットを置き、「さて」と言いながらソファーを立った。

　どうやら、治療が終わったらしい。

　顔に貼はられた絆ばん創そう膏こうを触さわりながらしかめ面つらをしている真人と、相変わらず端たん正せいな立ち姿で様子を窺っている蘇王を見比べ、環が質問を繰り出す。

「それで、君たちは、これからどうするつもりなんだい？」

「どうするって……」

　蘇王と顔を見合わせた真人が、環に向かって問う。

「何が、ですか？」

「このあとのことだよ。どうやら、異変があったのは真人の部屋だけのようだから、きっとなにか意味があるんじゃないかと思ってね」

　それに対し、何か言いかけた真人を指先一つで制した蘇王が、「意味も何も」とつまらなそうに返す。

「さっき、ご自分でもおっしゃっていたように、僕たちがケガをしたのは、突とつ風ぷうに飛ばされた枝が窓に当たったからですよ。そこに、意味などありません」

「へえ。つまり、ただの偶ぐう然ぜんというわけか。あるいは、君の場合、意味があっても無視する魂こん胆たんなのかもしれないけど──」

　批判的な言い方をした環が、眉み間けんにしわをよせた蘇王から真人に視線を移して続ける。

「真人自身は、そのことをどう思っているんだい？」

「どうって……」

　名指しで意見を求められ、再び蘇王と顔を見合わせた真人だが、その表情にはさっきと違ちがう想おもいが表れていた。

　聞いてほしいと願う気持ち。

　あるいは、真実を伝えたいという欲よつ求きゆう。

　察した蘇王が、「真人」と警告するように名前を呼ぶが、真人は振り切るように蘇王から目を逸そらすと、環に向かって答えた。

「正直に言うと、俺は、今回のことは、誰だれかが救いを求めているために起こった一種の超ちよう常じよう現象じゃないかと思っています」

「超常現象」

　特に感かん慨がいもなくその単語を繰り返した環が、問いかける。

「誰かっていうのは、具体的に誰？」

「例えば、中川智也とか、他ほかにも、この学校からいなくなった人たちです」

「中川智也というと、ちょっと前に転校していった生徒のことだね。君は、彼が死んでいると考えているのかい？──救いを求めているというのは、そういうことだろう？」

「はい」

　そこで、チラッと蘇王を見た真人が、続ける。

「彼の消息を調べてくれた蘇王には申し訳ないけど、そう思っています。──というか、今日…もう、昨日か…の午後、確信しました」

　すると、物言いたげに真人を見た蘇王が、「昨日の午後ね」と低い声で応じる。

「そういえば、お前、あれほど行くなといった雑木林に、また行ったそうだな。──しかも、今度は禁足地に入っただろう？」

「そうだけど、なんで知っているわけ？」

「それは、鳥居のところに仕し掛かけてある防犯カメラの映像に、お前が門を乗り越こえる姿が映っていたからだよ」

「──へえ。あそこ、そんなもんがあるんだ」

　まさか、防犯カメラが設置されているとは思ってもみなかった真人が、苦々しげな表情になって言う。

「また、念の入ったことで。──人を信しん頼らいしてないというか」

「仕方ないだろう。以前、禁足地に迷い込んだ生徒が、足を滑すべらせて大ケガをしたことがあって、以来、防犯カメラを設置して監かん視しするようになったんだ。なにかあったら、管理人がすぐに駆かけつけられるように」

「なるほど」

　一応現実的な問題に対応しているのだと納なつ得とくした真人を見おろし、蘇王が問う。

「それより、お前だよ。一応訊きくが、なんで、門を乗り越えたりしたんだ？」

　それに対し、躊躇ためらうように間を置いた真人が、ややあって答えた。

「……実は、あの時、中川を追いかけていたんだ」

「中川を？」

　疑わしげに問い返された真人は、蘇王が主張したいことを分かった上で、先に反論する。

「正確には、中川の幻げん影えいかな。──彼は、絶対に死んでいる。俺だって、お前がわざわざ調べてくれたことを疑いたくはないけど、幽ゆう霊れいとしての姿を、この目ではっきり見てしまったからには、そんなことも言っていられない」

　それに対し、苦虫をかみつぶしたような表情をした蘇王が、少し悩なやむようにそっぽを向いたあとで、やや言いにくそうに「実は」と告げる。

「その件で、お前に言っておきたいことがある」

「その件って……、中川のこと？」

「ああ。これは、ついさっき報告が届いたばかりなんだが、海外の学校に転入することが決まっている『中川智也』の外見は、現地から送られてきた写真で確かく認にんする限り、この学校にいた『中川智也』とは似ても似つかない」

「え？」

　驚おどろいて蘇王を見返した真人が、首を傾かしげて訊き返す。

「──それって、どういうことだ？」

「はっきりとしたことは言えないが、おそらく、どこかで人の入れ替かえが行われたってことだろう。誰かが、ここにいた『中川智也』の代わりに、戸こ籍せきを失って困っているような輩やからに『中川智也』の戸籍を与あたえ、向こうで成りすましをさせている。つまり、お前の言う通りかもしれないってことだよ」

「俺の言う通りってことは、もしかして……」

「そう。本物の『中川智也』は、もうこの世に存在しない。生いけ贄にえとして殺された可能性だってあるだろう。しかも、それとわからないように、ひっそりと──。というのも、報告を受けてから色々と手を回したんだが、この学校には、僕たちの知っている『中川智也』が存在した記録が、一いつ切さい残っていないんだ」

「残っていない？」

　納得がいかないように繰くり返した真人に、蘇王が説明を加える。

「ああ。書類上、『中川智也』という名前はあるが、写真が一枚もない。実際、彼は一か月遅おくれの転入生だったんだが、そのせいで、入学式の全体写真にも写っていなければ、他のどんな行事の写真にも写っていない。もっと言ってしまえば、事務局が保存している生徒の資料ですら、写真の欄らんは空白になっていた」

「まさか、そんな──」

「ああ。本当に『まさか』だよ。これは、もう意図的としか思えない」

　蘇王の断言に、真人が憂ゆう鬱うつそうに言う。

「だけど、それならなおさら、中川が死んでいることを証明するのは難しいのかもしれない」

　その声は呟つぶやきに近かったが、聞き逃のがさなかった蘇王が意外そうに確認する。

「何故なぜ、そう思う？」

「守谷さんが、そんなようなことを言っていたから」

「守谷が？」

「うん。昨日の午後、『深社口岩』のところで会って、少し話をした。……あの人、平然とした顔で恐おそろしいことを言っていたぞ」

　真人の言葉に、蘇王が忌いま々いましそうに眉まゆをひそめる。

　守谷則継の姿は、いくつかある防犯カメラのどれにも映っていなかった。もっとも、「深社口岩」周辺に設置した防犯カメラは、常時映像が乱れ、ほとんど用をなさないので、その場で起こったことはもともと確認できていない。

　ただ、「深社口岩」まで行くのに、あの鳥居形の門を通っていないのだとすれば、あの門を通る以外にも「深社口岩」に通じる道があるということになる。

　その点は、早急に調べる必要があった。

　考えながら、蘇王が訊き返す。

「恐ろしいことって？」

「彼いわく、死体が見つからない限り、たとえ生贄として殺されたとしても、殺人事件にはならないって。あと、今、お前が言った『成りすまし』のことも、話していた」

「へえ。──まるで、確信犯の台詞せりふだな」

　如何いかがわしげに言ってから顎あごに手をあてて考え込んだ蘇王が、ややあって尋たずねる。

「それで、真人。仮に、本当に生贄として殺された中川が救いを求めているとして、お前はどうするつもりなんだ？」

「当然、助けるよ。──できれば、他の人たちも」

　迷いもなく言い切る真人に、蘇王が問う。

「簡単に言うが、どうやって？」

「さあ」

「さあ？」

　呆あきれたように繰り返した蘇王が、ことの重大さを認識させるように諭さとす。

「言っておくが、真人。そもそも、『深社口岩』は、禁きん忌きを封ふうじているものなんだ。それを守るために、僕たち水方の一族がいると言っていいくらいなのに、もし、お前がそこに囚とらわれている霊れいを解放するために、万が一でも、『深社口岩』を傷つけたりしたら、どうなると思う？」

「どうなるんだ？」

「千年に及およぶ水方一族の努力が、ふいになる可能性がある。結果、僕たちが鎮しずめてきた古代の祟たたり神が復活し、この世に災わざわいをもたらすだろう。──もっとも、従兄弟いとこなんだから、それくらいは知っていてほしかったよ」

　すると、それまで二人の会話を黙だまって聞いていた環が口をはさんだ。

「『深社口岩』ね。私も、知っているよ」

　ソファーの背に手をついて身を乗りだしながら、彼は説明する。

「かつて、あの場所には『ミシャグチ』と呼ばれる悪神──私に言わせれば、ただの厄やつ介かい者だけど──が住み着いて、好き放題をしていたとか。とにかく、人の生血が大好きな奴やつで、どうやら、そこから人間の霊れい的てきエネルギーを集めて自らのエネルギーに変える方法を知っていたらしい」

　真人と蘇王が、同時に忌いまわしそうに眉み間けんにしわを寄せる。

　その前で、環が淡たん々たんと続けた。

「そうやって、どんどん力を蓄たくわえていく奴を見かねた神々が、人間の中から一人の男を選びだし、そいつに神を使し役えきする力を与えて、その乱暴者を地底深くに閉じこめさせたんだ。──というのも、それより少し前の国譲ゆずりで、地上は、すでに人間の支配する場所になっていたので、高天原の神々が地上での問題に直接手を下すことはできなかったからだ。それで、人間にやらせるしかなかったのだけど、もちろん、人間の力だけでは到とう底てい太た刀ち打うちできる相手ではないため、気に入った人間に特権を与え、ことに当たらせたんだ。──ただし、それには、それなりのリスクもある。なんといっても、選ぶ人間を間ま違ちがえると、地上が大混乱に陥おちいる可能性だってあるわけだから……。それで、人間の選定はとても慎しん重ちようにやらないといけないんだけど、その時は、選ばれた男が見事な働きをしてくれたので、『ミシャグチ』の神を無事封印できたってわけさ」

　そこで一呼吸おき、環は続けた。

「その時に使われたのが、『深社口岩』だ」

「へえ」

　図書館で読んだ資料より詳くわしい話を聞き、真人が興味深そうに頷うなずく。

　それを横目で微笑ほほえましそうに見て、環が、「ちなみに」と付け足した。

「神に選ばれた男は、のちに子孫から崇あがめ奉たてまつられ、『地ち祇ぎ』に属する神となった。そして、その神を代々祀まつって来たのが、彼ら水方一族だ」

　話しながら、蘇王を見る。

　それに対し、蘇王がいかがわしそうに環を見返した。

　新参者のくせに、この地方の伝説をまるで見てきたかのように語るところが、なんとも胡う散さん臭くさい。話せば話すほど、距きよ離りを置きたくなる男である。

　だが、ひとまず話は合っているので、蘇王は頷く。

「神代の話はともかく、水方については、おっしゃる通りです。そして、だからこそ、何なん人ぴとたりとも『深社口岩』に安易に触ふれさせるわけにはいかないんですよ。それが、たとえ従兄弟であっても。──わかったか？　真人」

　最後は従兄弟へ向けた確かく認にんであったが、真人は首を横に振ふって否定した。

「悪いけど、わからない」

「なんで!?」

　頑がん固こに言い張る真人に対し、蘇王が語気を鋭するどくして尋ね返す。

「どうして、わからない!?　お前は、バカなのか？──なにがあろうと、『深社口岩』には触れるべきじゃない。それは、水方のためだけではなく、みんなのためでもあるんだ」

「みんなのため？」

　繰り返した真人が、皮肉気に笑って言い返す。

「お前のほうこそ、バカだろう。じゃなきゃ、傲ごう慢まんだ」

「なに？」

「だって、そうじゃないか。なんだか知らないけど、目の前に救いを求めている人たちがいるのに、それを無視して、『みんなのため』なんて、よく言えたもんだよ。俺にしてみれば、彼らを見捨てた時点で、やっていることは、『ミシャグチ』の神に生贄を捧ささげるのと変わらない」

　とたん、スッと顔色を変えて、「ふざけるな」と蘇王が言う。

　怒いかりに満ちた低い声。

「片や祟り神で、片や、それを封じた神だぞ？──それこそ、一いつ緒しよにするなといいたいね」

「どう違ちがうんだよ。違うというなら、それを証明しろ」

「証明？」

　蘇王が、バカバカしそうに訊きき返す。

「お前の言う『証明』というのは、中川たちの魂たましいを解放することか？　それで、彼らと一緒に『ミシャグチ』の神が蘇よみがえってきても気にするなと？」

「そうするしかないなら、そうだよ！」

　果か敢かんに言いかえした真人の琥こ珀はく色いろの瞳ひとみと、蘇王の黒真しん珠じゆのような瞳が正面からぶつかり、火花を散らした。

　どちらも、一歩も譲らない構えだ。

　すると、二人の言い合いを、ソファーの背に手をついたまま楽しそうに聞いていた環が、ふいに「だからだろうね」と間に割って入った。

「死んで浮うかばれずにいる人間たちが、真人に救いを求めてきたのは──。神官として霊的な修しゆ行ぎようを受けている水方蘇王ではなく、真人に、ね」

　蘇王が、環に視線を移し、鋭く睨にらみつけた。

「何が言いたいんです？」

「何って、君に救いを求めても無む駄だだということを、彼らはわかっていた──ってことを、私は言っているんだよ」

　容よう赦しやなく突きつけられた言葉に対し、唇くちびるを嚙かみしめて黙り込んだ蘇王に、環がさらに追い打ちをかける。

「それに、言わせてもらえば、仮に、今、もし多くの生いけ贄にえが捧げられ、例の血を好む悪神が再び目覚めようとしているのならば、きっと高天原にいる神々は、黙ってはいないだろうな。私が思うに、当然、また人間の中から誰だれかを選び、悪神が力を増さないようにさせるはずだ」

　蘇王が、ハッとしたように顔をあげた。

「神が、人を選ぶ？」

　同時に、真人が小さく呟つぶやく。

「つまり、それが『神使い』ってこと？」

　とたん。

　聞き逃のがさなかった蘇王が目を剝むいて驚おどろき、真人の肩かたをつかんで問い詰つめる。

「神使い？──お前、今、『神使い』って言ったな？」

　その迫はく力りよくに息を吞のんだ真人が、戸と惑まどったように頷く。

「──えっと、うん。言った」

「なぜ、お前が、その名めい称しようを知っているんだ？」

「それは……」

　険しい口調で詰きつ問もんされ、なにをどう説明していいかわからなくなった真人が、しどろもどろになっていると、その様子で答えを察したらしい蘇王が、虚きよをつかれたような声で呟いた。

「まさか、本当に、お前が『神使い』に選ばれたのか？」

　その声ににじむ猜さい疑ぎ心しん。

　あるいは、絶望──。

　だが、真人には、なぜこれほど蘇王が「神使い」のことを気にするのかがわからない。そもそも、「神使い」の存在を知っていたことだって、不思議だ。

　ただ、ここで噓うそをついても仕方ないと思って、頷く。

「……うん。俺にもよくわからないけど、どうやらそうらしい」

　すると、真人の肩をつかむ手に力を込めた蘇王が、「だけど、何故なぜだ？」と言った。その苦しげな声。

「どうして、お前なんだ？──何故？」

　そんなことを言われても、真人だってわからない。ある時、夢でそう告げられただけで、真人のほうこそ、教えてほしいくらいである。

　ただ、よくわからないながら、どうやら、自分が「神使い」になったことで、この従兄弟をひどく傷つけたらしいことは察せられ、真人は返す言葉を失う。「神使い」というのは、それほど意味のある存在なのか。こちらは、その存在意義すら理解していないというのに──。

　悩なやましげな表情をする真人に、今度は闘とう争そう心をむき出しにした蘇王が質ただす。

「──それなら、『神使い』であるお前に訊くが、もし、自分のやったことで祟り神まで甦よみがえったら、どう責任を取るつもりなんだ？」

「責任って……」

　とたん、蘇王に対する罪悪感が薄うすれ、先ほどまで燃えていた敵対心に再び火がつく。

「知らないけど、その時はその時だろう」

「その時に、どうする？」

「だから、その時はその時って言ってんだろう！　今、言われてもわかんねえよ！」

「ふざけんな。そんな無責任なことを言ってないで、きちんと質問に答えろ」

「うるさいなあ。──じゃあ、言ってやるよ。元通り、封ふう印いんして、悪さなんてできないようにしてやる！　どうだ！　これで文句ないだろう？」

　宣言するが、蘇王は納なつ得とくしない。むしろ不ふ機き嫌げんさが増し、具体的に内容を突つき詰めようとする。

「簡単に言ってくれるが、どうやって封印するんだ？──相手は、曲がりなりにも『神』なんだぞ？　それは、わかっているんだろうな？」

　とたん、今度は真人のほうが切れて、頭をかきむしりながら応じる。

「ああ、もう、細かい奴やつだな！　この頭でっかち！」

「なんだと？」

　いきり立った蘇王を相手に、真人が宣戦布告する。

「とにかく、お前がなんと言おうと、俺は、中川たちを救うために手を貸す。それで、『ミシャグチ』だか『シャモジ』だか知らないけど、おかしな奴が蘇ってくるっていうなら、それも一緒に面めん倒どうをみてやるよ。──わかったら、俺の邪じや魔まをするな！」

　言い切ると、真人は踵きびすを返し、環の部屋を飛び出して行った。向かった先は、間ま違ちがいなく雑木林だろう。

　もっと言ってしまえば、その奥にひっそりと存在する「深社口岩」だ。

「真人！」

　追いかけようとした蘇王の背後で、環が言った。

「追いかけるのは勝手だけど、くれぐれも真人の邪魔だけはするなよ」

　思わず足を止めた蘇王が、振り返って環を睨みつける。

「僕が、真人の邪魔になると？」

「違うのかい？」

　そこで、背後を気にしつつ、正面から環と向かいあった蘇王が、剣けん吞のんに言う。

「貴方あなたがどういうつもりでそんなことを言うのかは知りませんが、僕には、『神鎮しずめの神官』として、この地の安あん寧ねいを守る義務があるんです。それを脅おびやかすものは、たとえ身内であっても排はい除じよするしかありません。──なにか文句でもありますか？」

「別に。文句はないさ。ただ、なんとも日和ひより見み主義的だと思うだけで……。それに比べ、真人の潔いさぎよいことといったら」

　そう話す環の瞳が、眼鏡の奥でうっすらと銀色の輝かがやきを放つのに気づき、蘇王がいかがわしげに小首を傾かしげる。

　それを見返しながら、環が言った。

「──つまり、そういうことだよ」

「そういうこと？」

「そう。さっき君が呟いていたことの答えさ。──なんで、真人なんだって自問していただろう？」

「……」

　痛いところをつかれ、黙だまり込んだ蘇王に、環が説明する。

「私の知る限り、『神使い』というのは、いつの世も、明るく清らかで、ある意味バカな人間が選ばれる。その分、余計なことに惑まどわされず、その場その場で、大多数にとって最善の道を選せん択たくできるからだ」

「つまり、僕の場合、余計なことを考え過ぎるために、道を誤りやすいと？」

「そういうことだね」

　あっさり認めた環が、人の悪い笑えみを浮かべて付け足した。

「言いかえると、邪じや気きの塊かたまりってことさ。もちろん、真人に比べてってことだけど。そして、覚えておくといいが、神々というのは、聡そう明めいでプライドの高い人間より、純真で愚おろかな人間をかわいがりたがるものなんだよ」

　まるで、自分もその一人であるかのように言い切った環が、そこで、蘇王には興味を失ったように背を向けた。

　当然、不満げに眉まゆをひそめた蘇王だったが、走り去った真人のことが気になったので、仕方なくその場で一礼すると、なにも言わずに部屋を出て行った。
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　一方。

　真人は、蘇王の予想通り、「深社口岩」に向かっていた。

　手には、寮りようの廊ろう下かに設置された非常時用の懐かい中ちゆう電灯を握にぎっているが、一いつ寸すん先も見えないほど真っ暗な雑木林の中では、自分の足元を照らすので精せい一いつ杯ぱいだ。

　覚おぼ束つかない足取りでなんとか鳥居形の門まで来た時、真人は奥の暗がりに、無数の鬼おに火びが漂ただよっているのを目にした。それらは、まるで真人を誘いざなうかのように、ふらふら、ふらふら、漂いながらしだいに門の奥へと移動していく。

　それは、言葉では言い表せないほど幻げん想そう的な光景だ。

　惹ひかれたように門を乗り越こえ、あとに続いた真人ではあったが、何分、寝ね間ま着きと兼けん用ようの薄うすい室内着であるため、心細いし、けっこう寒かった。

　それでも、なにかが、真人の足を前に進める。

　鬼火の力か。

　あるいは、蘇王に対する意地か──。

　やがて、前方の木立の合間に、切り立った崖がけのような一枚岩が影かげとなって現れた。暗い中にそびえ立つ姿は、以前、陽ひの下で見た時以上に圧あつ迫ぱく感かんをもって、眼前に迫せまってくる。

　太古の祟たたり神を封印しているという「深社口岩」。しかも、その下に、犠ぎ牲せい者しやの魂たましいが無数に囚とらわれているかもしれない禁きん忌きの岩だ。

　それを証明するかのように、真人をここまで導いてきた鬼火が、一つ、また一つと、一枚岩に吸い込まれていく。時おり、なにかを訴うつたえかけるかのように、その手前で最後の乱らん舞ぶをしながら──。

　真人が、足をとめた。

　やはり大きい。

　何度見ても、圧あつ倒とうされるほどの大きさだ。

　しばらく、その場に佇たたずんでジッと一枚岩を見あげていた真人だが、やがて、迷いを吹ふっ切るように頭を振ふると、ポケットから「くるのまがり」を取り出し、ギュッと握り込む。

　それから、おもむろに宙に投げあげ、以前覚えた文言を唱える。

「我、クルノマガリニ命ズ。糸ヲ手た繰ぐルガ如ごとク、マタ鉤かぎノ曲ガルガ如ク、高天原ノ命ニヨリ神使イトナリシ玉司真人ヲ、八街、岐ニ導キテ、ココニアル一枚岩ヲ動カス怪かい力りきヲ持ツ某なにがしノ神ニ交ワラセヨ」

　真人が文言を唱えている間、クルクルと宙を飛んでいた「くるのまがり」からは、その勢いなのかどうか、まわりをグルグル巻きにしていた紐ひものようなものが、まるで木乃伊ミイラの包帯が取れていくかのように、ほどけて地面に落ちていく。

　同時に、解放された喜びに打ち震ふるえるように、ブルブル、ブルブルッと震えた「くるのまがり」が、今度は重力に引かれて落ちながら、ホワンと一つ輝いた。

　続けて、ホワン、ホワン、と色を変えながら瞬またたきだす。

　桜色。

　赤。

　紫むらさき。

　玉虫色。

　とりどりに色を変えて光りながら落下してきた「くるのまがり」は、一つ光るごとに、その場にそれまでなかった雲のようなものを残して落ちてくる。

　一段。

　二段。

　三段……、四段。

　そうして、真人の前には、発光する「くるのまがり」によって、あっという間に、色のついた小さな雲の階段が、何段にも渡わたってできあがった。

　最後の最後に、一度、重力に逆らうように大きくフワリと上じよう昇しようした「くるのまがり」が、前に突つき出したままの真人の手の平にストンと収まった。まるで手乗り文鳥のような「くるのまがり」は、真人の手の上で、まだホワン、ホワンと光っている。

　ホワン。

　ホワン。

　真人は、目の前にできた雲の階段をマジマジと見あげる。

（のぼれ……ってことだよな？）

　なにしろ、すべてが初めてのことなので、真人にはなにがなんだかよくわからない。

　だが、それ以外、これといってやるべきことを思いつかなかった真人は、手の上の「くるのまがり」を握りしめると、意を決し、恐おそる恐るのぼり始めた。

　一段。

　また一段。

　足元は思ったよりしっかりとした感かん触しよくであるが、両りよう脇わきに手すりなどないので、上にのぼればのぼるほど、身体からだが不安定になっていく。

　けっこう、怖こわい。

　高所恐きよう怖ふ症しようでなくても、ある程度の高さには、それなりの安定感が必要であるようだ。

　それでも、真人はめげずに歩を進め、一段一段、慎しん重ちようにのぼっていく。

　しだいに、彼のまわりからは、鬱うつ蒼そうと暗い夜の雑木林が消え失うせ、代わりに薄うすい霧きりの漂う白一色の世界になっていった。

　右を見ても、左を見ても、白。

　白、白、白。

　気づけば、あたりには柔やわらかそうな雲の絨じゆう毯たんが広がっていて、それがどこまでも、どこまでも、永遠を思わせるほど続いている。

　見み渡わたす限り、白い世界。

（これ、夢で見たのと同じだ……）

　懐なつかしさを覚えながら顔を仰あお向むけ、ぐるりと見まわせば、まばゆいばかりの雲海が広がるその先には、頭上を覆おおうように赤や紫、桜色や玉虫色に染まった雲間の様子が見えている。

　まさに、言葉にできないほどの美しさ──。

　あまりの荘そう厳ごんさに心を打たれ、真人が我を忘れてぼんやりしていると、雲間から一筋の光が差し、そこに、それまで見えなかった門が現れる。

　宇宙の果てまで届くのではないかというほど高さのある門には、正方形に区切られた枠わくが整然と並んでいて、中に一つ一つ、古代文字のような奇き妙みような文字が書かれていた。ただ、サンスクリットを想起させる文字の羅ら列れつは、真人にはまったく見覚えのないものである。

　ややあって、歩きだそうとした真人に対し、門のほうから声がかかった。

「そこの者、ここがどこかわかって歩いておろうな」

「あ、えっと」

　キョロキョロしながら答えた真人が、相手を確かく認にんできないまま、急いで弁明する。

「すみません、わかってないです」

「やれやれ。これだから困る」

　いったい誰だれがしゃべっているのか。

　よくよく見れば、雲の絨毯に埋うずもれるように、制服姿の猿さるが立っていた。その手には自分の背せ丈たけの倍はあろうかという長ちよう槍そうを握っていて、時おり、威い嚇かくするように話し手に向けるのが癖くせになっていた。

　猿が言う。

「ここは、神々の行き交かう八街、岐で、我はその門番である。そなたは、何用で、このような場所をうろついておるのだ？」

「それは……」

　どこまで、何を打ち明けるべきか。

　悩なやみながら、真人が言う。

「ここには、地上の混乱を鎮しずめるために、助けてくれる神を探しに来ました。──ミナカタの神か、あるいは、大きな一枚岩を動かす力を持つ某なにがしの神」

「ほお」

　面おも白しろそうに頷うなずいた門番が、長槍の先を傾かたむけて問う。

「ならば、通行証を出すがいい。それによって、この門は開くであろう」

「通行証？」

　そんなものは持ち合わせていないと焦あせった真人だったが、ふと思い立って、手にした「くるのまがり」を掲かかげてみせる。以前、寮りようの階段をあがっていった先で読んだあの不思議な巻物の中に、確か、「くるのまがり」の説明文として、「鍵かぎ。通行証」とあった気がしたからだ。

　案の定、「くるのまがり」を見た門番が、それを長槍の先にひっかけて奪うばうと、そのまま門のほうへと投げあげた。

　投げあげながら、言う。

「八街、岐を隔へだてし偉い大だいなる門よ。これなる通行証の持ち主の命に従い、会うべき神の元へ彼を導け。急きゆう々きゆう如によ律りつ令りよう！」

　すると。

　門に向かって飛んで行った「くるのまがり」が、ふいにまばゆいまでの白光を放ち、真人の目をくらませた。白光に包まれた「くるのまがり」は、そのまま門の鍵かぎ穴あなにピタリとはまり込み、勝手にガチャガチャと回りだす。

　ややあって、ガチャンと。

　鈍にぶい音がして鍵があき、それと同時に、ギイイイッと重苦しい音を立てて扉とびらが開かれる。

　気づけば、真人は扉の向こう側に立っていた。

　もっとも、扉のこちら側とあちら側で景色はまったく変わらない。相変わらず白一色の世界が広がっているので、本当に扉をくぐったのかどうかはわからなかった。もしかしたら、ただ門番ごと、扉が消え失せただけかもしれない。

　なんにせよ、手の中に戻った「くるのまがり」を握にぎりしめた真人は、また白一色の世界に、たった一人でとり残されていた。

　今度は、なにがどうなるのか。

　考えながらキョロキョロしていると、突とつ然ぜん──。

　ドオオオオオオンッと。

　地じ響ひびきのような音を立て、目の前に、直径にして十メートルはありそうな太い足が現れる。

　びっくりしてのけぞった真人の頭上から、野太い声が降ってきた。

「神々の行き交う八街、岐を守る門で、我を呼んだのはそなたか？」

「──えっと」

　そう言われても、見あげる限り太い足の柱があるばかりなので、相手の顔などなにも見えない。真人は、どう答えていいかわからず戸と惑まどった。

「たぶん、そうだと思います。俺は、『神使い』の玉司真人で、『くるのまがり』に導かれてここに来ました」

「ほお。『神使い』か。久しい響ひびきだ。──して、『神使い』がなに用で、我、『タヂカラオ』の神を呼んだのか」

「わかりませんが、生いけ贄にえとして殺され、大きな一枚岩の下に魂たましいが囚とらわれてしまっている友人や他ほかの人たちを解放してあげたいんです。そのために、それらを閉じこめている岩をどうにかしてほしいと思って、ここに来ました」

「なるほど。力仕事であれば、高天原一の力持ちであるこの『タヂカラオ』に頼たのむのが一番であろう。──ということで、直ちに請せい願がんを述べよ、今いましの『神使い』よ」

「請願……」

　そう言われ、やはり戸惑う真人であるが、とにかくやるしかないと意を決し、神官である蘇王の従兄弟いとことして、己おのれが知る限りの知識を総動員して請こい、願うことにした。

　まずは、神の前に立つために、最低限の祓はらいを行う。

「祓い給たまえ、清め給え、六ろつ根こん清しよう浄じよう」

　言いながら、左ひだり肩かた、右みぎ肩かたを祓い、最後に両りよう肩かたを両手で祓う仕草をし、先を続ける。

「我、神使いである玉司真人が、高天原の神に畏かしこみ畏み申す。故意に囚われし魂を解放するために、なにとぞ、我に力を貸し給え。いにしえの封ふう印いんを解き、彼らに安らぎを与あたえ給え。それを急ぎ急ぐこと律令のごとくせよ！」

　すると、頭上から「是ぜ也なり」と短い返事が降ってきて、さらに風がうねるようなゴオオオオという音がした。

　それがなにか。

　考える間もなく、空気を切り裂さいて振ふり下ろされた太い腕うでが、真人が立っているところに叩たたきつけられる。

　ドオオオンン。

　すさまじい衝しよう撃げき音とともに、ふいに真人の足元が崩くずれた。

　それと同時に、雲間のような白一色の世界が消え去り、真人は、いきなり現実の世界に放ほうり出される。

　しかも、運の悪いことに、真人が立っていたのは、彼の請願で「タヂカラオ」の神の鉄てつ拳けんが落ちた「深社口岩」の上だったらしく、バラバラと崩れていく一枚岩と一いつ緒しよに、足場を失った身体からだが落下していく。

「うわああああ！」
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「真人！」

　叫さけび声とともに、ガシッと。

　力強い手が、真人の手をつかんだ。

　間かん一いつ髪ぱつ。

　落下しかけた真人が見あげると、そこに、庇ひさしのように突つき出た岩場に腹はら這ばいになって腕を伸のばしている蘇王の姿がある。

　蘇王は、真人の腕を辛かろうじてつかんだまま、苦しげに言う。

「しっかりつかまってろ、真人」

「く……」

　答える余よ裕ゆうのない真人が歯を食いしばりながら、もう片方の手を伸ばしてひたすら蘇王の腕にしがみつく。

　じり。

　じりっと。

　少しずつではあるが、真人の身体が引きあがる。

　だが、なにぶんにも足場がないのがつらく、なかなか上にあがることができない。

　そうこうするうちに、二人の手が汗あせばんできて、真人がずり落ち始める。このままでは、真人の落下は防げない。

　刻一刻と、その時間が迫せまってくる。

　と、その時。

　ふわっと。

　なにかが、下から真人の足を押しあげた。

　ふいに軽くなった身体を、蘇王がここぞとばかりに引っ張りあげ、真人も死に物もの狂ぐるいで岩場に手を伸ばす。

　ややあって、真人は、ようやく岩場の上にあがることができた。

　助かったのだ。

　ただ、当の二人にしてみれば、そのことに感かん銘めいしている余裕などなく、肩で大きく息をつきながら、その場にへたり込む。

　精も根も尽つき果てた。

　荒あらい息いき遣づかいが、真っ暗な雑木林に木霊こだまする。

　そうして二人が声も出せずに岩場の上で荒い呼吸を繰くり返していると、崖がけ下したに背を向けている真人のうしろを、一つ、また一つと──。

　青白い鬼おに火びが、ユラユラと揺ゆれながら天に向かってのぼっていった。

　スウ。

　スウッと。

　先に気づいた蘇王が、顎あごで背後を示して教える。

「おい、見てみろ、真人」

　その声に振り返った真人は、岩場にへたり込んだまま、次々と天にのぼって行く鬼火をぼんやりと眺ながめる。

「……これって」

「ああ。お前の命がけの救出は、無む駄だではなかったってことだろう」

「──そうか」

　無駄ではなかった。

　蘇王のさり気ない一言が、真人の心に染しみ渡わたる。

（無駄じゃなかったんだ……）

（よかった）

　安あん堵どした真人は、ついぞ顔を見ることのなかった「タヂカラオ」の神に心の中で感謝する。

（力を貸してくれて、ありがとうございます）

　それから、思い出したように蘇王を振り返って言った。
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「そういえば、今さっき、落ちそうになっていた俺の足を、誰だれかが下から押しあげてくれたんだけど……、あれ、きっと中川だったんじゃないかな」

　それに対し、同じように鬼火を見ていた蘇王が、チラッと真人に視線を投げかけ、静かに同意する。

「──ああ。僕もそう思っている」

　だが、そうはいっても、これで万ばん々ばん歳ざいというわけにもいかず、そのことに思いを巡めぐらせた真人が憂ゆう鬱うつそうに呟つぶやく。

「とはいえ、これで、終わりじゃないんだよな……」

「終わりどころか、これからが大変だぞ」

　とたん、肩を落としてげんなりした様子の真人を見て、わずかの間逡しゆん巡じゆんした蘇王が、どこか諦てい念ねんを交えた声で付け足す。

「ただ、まあ、それはそれで仕方ないさ。考えてみたら、お前の言い分にも一理ある」

「俺？」

　そこで、疲つかれたように顔をあげた真人に、蘇王が答える。

「そう。誰かを犠ぎ牲せいにして成り立っているなら、それは本当の平安ではない。それが必要だというなら、悪神であっても一度解放し、新たに封印し直すしかない。──それに、案ずるより産むが易やすしというか、この様子だと、どうやら、すぐにどうこうというものでもなさそうだからな。これからどうすべきか、状じよう況きように応じて、その都度考えていけばいいだろう」

　そこまで言った蘇王は、心の中で苦々しげに思う。

（──そういう意味では、なんともむかつく話だけど、あの男の言う通りということなんだろう）

　その瞬しゆん間かん、蘇王の頭に浮うかんだ顔。天使のような容よう貌ぼうをした謎なぞめいた男──仏野環とはいったい何者なのか。

　思い悩なやみながら、蘇王が告げる。

「まあ、なんにせよ、お前が『神使い』と分かったからには、その力と『神鎮しずめの神官』である僕の力を合わせれば、きっとなんとかなる」

「力を合わせる……？」

　真人が意外なことを聞いたように、繰り返した。

　それに対し、蘇王がちょっと怒おこったように言った。

「何をそんなに驚おどろいているんだ。お前が『神使い』になったのなら、当然、水方一族は、それを全面的にバックアップする」

　その思いがけない言葉に対し、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを何度かしばたたかせ、真人が本心を探るように訊きき返す。

「それ、マジで言っている？」

「ああ」

「だけど、蘇王は、俺が『神使い』であることに、不満があるんじゃないのか？」

　とたん、蘇王が苦く笑しようした。

「確かにね。不満はあったよ。──いや、正直、今もあるかもしれない。なにせ僕たちの祖おや神がみである『ミナカタ』の神は、元は人間で『神使い』に選ばれ、その功績を以もつて神になったという伝説がある。それで、水方家の人間は代々、いつか再び水方の血筋から『神使い』がでるのではないかと期待してきた。特に、『神鎮めの神官』になった人間は、『我こそは』と密ひそかに願っていたはずだ。──僕も然しかり」

「……そうなんだ」

　真人は、「神使い」の存在など全く知らなかったのに、こんな身近に、それを切望する人間がいた。

　だが、皮肉にも、選ばれたのは望んだ者ではなく、なにも知らない真人だった。

　蘇王が続ける。

「ただ、先代の大おお祝はふり──僕のお祖父じいさんに当たる人だけど、覚えているか？」

「もちろん、覚えているよ。随ずい分ぶん可愛かわいがってもらった」

「そうだったな」

　そこで、遠い目をした蘇王が続ける。

「あの人が、お前のことを、生前、『神使い』になるかもしれないと予見していた」

「──噓うそ」

「本当だよ。いつだったか忘れたけど、僕たちがまだ小さかった頃ころ、裏山に散歩に出たお前が戻もどってきた姿を見た時、そう呟いたんだ。──僕は、そのことが頭から離はなれなくて」

　そう告白する蘇王が、やはり、どこか苦しげであるのを見て、真人が小さく肩をすくめた。

「それなら、なんで、俺をバックアップする気になったんだ？」

「それは、ある男から『神使い』に選ばれる条件を聞いて、納なつ得とくがいったからだよ」

「条件？」

　真人が興味を引かれた様子で繰り返す。

　そんなものが、あったのか。

　だとしたら、それは、いったいどんなものであるのか。

　あの時、夢の中で天てん女によに言われ、理由も聞かずに、なんとなく「神使い」であることを受け入れてしまっていたが、もし、そこに理由があるなら、ぜひとも知りたい。

　そう思って、口にする。

「条件って？」

　だが、そのとたん、蘇王が憐あわれむように真人を見て、言った。

「それは、聞かない方がいい」

「なんで？」

「聞いたら、やっていられなくなるからさ。──少なくとも、それを聞いて、僕には、到とう底てい無理だと思ったよ」

　その引っかかる言い方に、真人が思いっきり眉み間けんにしわを寄せる。

　褒ほめられているのか。

　貶けなされているのか。

　だが、そのまま口をつぐんでしまった蘇王が答えてくれる気配はなく、それからしばらくの間、二人は黙だまって鬼おに火びが暗い夜空にのぼって行くのを見ていた。

　晩春の風が、そんな彼らの髪かみを揺ゆらして過ぎる。
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「──馬ば鹿かな！」

　真人と蘇王が、解放された魂たましいを見送っているのと同じ頃。

　二人がいる場所から十数メートルほど下にいた守谷則継は、崩くずれ去った「深社口岩」のあたりを懐かい中ちゆう電灯で照らしながら茫ぼう然ぜんとしていた。

　崩れたといっても、まだ十分巨きよ大だいな岩の塊かたまりが同じ場所に高々と積みあがっていて、それに埋うずもれる形で、紙かみ垂しでのついた注連しめ縄なわが蛇へびのように横たわっている。周辺にも大きな岩の破は片へんが転がっていて、惨さん状じようは見て明らかだ。

　だが、彼の予定では、崩れた「深社口岩」の残ざん骸がいには、生いけ贄にえとして玉司真人の死体が加わり、その血を以て「ミシャグチ」の神は復活するはずだった。

　それなのに、間かん一いつ髪ぱつのところで、彼は助かってしまった。

　これは予定外のことである。

「何故なぜ、失敗したんだ？」

　計画は、完ぺきであったはずだ。

「ミシャグチ」の神に導かれた玉司真人は、この場に呼び寄せられ、「深社口岩」の下に封ふう印いんされていた者たちを解放した。──そこまでは、予定通りだったのだ。

　それなのに、最後の最後で真人は命拾いし、肝かん心じんの「ミシャグチ」の神が甦よみがえることはなかった。

　ひょっとすると、真人を導いたのは、「ミシャグチ」の神ではなかったのか。

　もしそうなら、彼は、なにに導かれてここに来たというのだろう。

　そこで、何気無く足元を照らした守谷は、その場に無造作に転がっていた小石に気づいて、拾いあげる。その石は、他にゴロゴロと転がっている大岩や石ころと違ちがって、やけに黒々としていた。まるで、多くの血を吸いあげたかのような、なんとも不気味な色合いである。

　その血ち塗ぬられたような小石を手の中に握にぎり込みながら、守谷は思う。

　玉司真人とは、いったい──。

（何者なんだ？）

　と、その時。

　守谷の背後で、ふいに声がした。

「その様子だと、どうやら、君が望むものは手に入らなかったようだね」

　ハッとして振ふり返った守谷は、彼が向けた懐中電灯の明かりの中に浮かびあがった人物を認識して、愁うれいのある黒い瞳ひとみを細める。

「あんた、か」

「うん、そう。僕だよ」

　頷うなずいた相手が、見事に崩れ去った一枚岩の残骸を懐中電灯で照らしながら、感心したように言う。

「それにしても、すごいな。いったい、どんな手を使ったら、こんな手品のようなことができるんだろう？」

　それに対し、鼻で笑った守谷が、相手を真っ直ぐに見返して答える。

「知りたければ、直接本人に訊きいてみたらどうだ？　日ひ頃ごろ、あれだけ可愛かわいがっているんだ、きっと、あんたになら教えてくれるさ」

「本人って、真人？」

「ああ」

「へえ」

「意外か？」

「まあね」

「だが、あんたの正体を知ったら、向こうも意外に思うだろうよ。──いや、意外どころか、きっと裏切られたと思うに違いない。──そうじゃないか、藤代公彦？」

　フルネームで呼ばれた藤代は、彼独特の、無表情にも見える笑みをそのお公家顔に浮かべて、「さて」と応じる。

「どうだろうね。──ただ、まあ、それより、今は、君にとって、耳寄りな情報があるんだけど、聞きたいかい？」

「耳寄りな情報？」

　疑わしげに繰くり返した守谷に、藤代が淡たん々たんと告げる。

「そう。いにしえの術だかなんだか知らないが、それに失敗したのなら、なおさら、興味を持つはずだ。──なんと言っても、君は、水方家が根絶したはずの『巌本教』の流れを密ひそかに受け継つぎ、近年極秘に誕生した『巌いわ本もと神しん霊れい教きよう団だん』の教祖なわけだから」

　とたん、守谷が迷惑そうに顔をしかめた。

「そのことは、軽々しく口にしないでもらいたいな」

「わかっているけど、心配しなくても、誰だれも聞いちゃいない」

　それでも、慎しん重ちようでありたい守谷は、なおも迷めい惑わくそうに相手を見ながら、核かく心しんに迫せまる。

「──で、その耳寄りな情報というのは？」

　すると、焦じらすように間を置いた相手が、なんの脈みやく絡らくもなく、おもむろにたった一つの単語を口にした。

「『秘ひ神しん礼らい賛さん之の書しよ』」

　とたん、守谷の頰ほおがピクリとひきつる。

「『秘神礼賛之書』？」

「うん」

「それがどうした？──言っておくけど、あれは、誕生と同時に燃やされた伝説の書だ」

「そうだけど、その禁きん忌きの書が、実は燃やされず、この地のどこかに埋うずもれているとしたら、どうだい？」

「まさか──」

　言ったきり絶句した守谷の上を、ザアアッと音を立てて重たい風が吹き抜ぬけた。

　それとともに、大地の奥底に眠ねむる何かが、ゆっくりと目を開き、気配を探るように鎌かま首くびをもたげたような不気味な震しん動どうが彼らの足元を襲おそう。

　ゴオオオオオ。

　一瞬の鳴動。

　警けい戒かいするように足に力を入れた二人だったが、それは本当に束つかの間の出来事で、すぐに何事もなかったような静けさが戻もどってくる。

　それを見極めた藤代が、改めて唆そそのかすように「さて」と訊いた。

「もし、それが本当だとしたら、君はどうするのかな？」







　あとがき




　初めまして、篠原美季です。

　他社レーベルで長くシリーズを続けているので、「初めまして」ではない方もいらっしゃるとは思いますが、こちらのレーベルでは「初めまして」なので、ひとまずそのようなご挨あい拶さつを。

　さて、学園ものです。しかも、全ぜん寮りよう制せいの男子校。てへ。

　ただ、他社でのシリーズをご存じの方は、「篠原、ついに、ここに戻もどったか」と思われるかもしれませんが、違ちがいます。今回は、こちらのレーベル刷新にあたり、新規読み物として「学園もので、できればオカルトタッチのものを」というご依い頼らいを受けての、学園ものなんです。

　となると、ここはやはり日本を舞ぶ台たいにするしかないわけですが、私の中で、日本の男子校のイメージといえば、ただただ「小こ汚ぎたない」というもので（世の男子校のみなさん、ごめんなさい！）、「女の子の比率を低くするので共学でもいいですか？」と提案はしてみたのですが、「できれば、男子校で」という回答を受け、結局、「ド田舎いなかにある超ちようお坊ぼつちゃま学校」という、ひとまず華はなやかそうだけど、比ひ較かく的てきありきたりな設定に落ち着きました。

　そして、テーマは、日本神話？──これがまた難問で、故ゆえに大おお雑ざつ把ぱです。

　しかも、取りかかってはみたものの、やはり日本の男子校というのはイメージが難しく、テレビなどでイケメンと謳うたわれる子たちを見ては、「ほら、昨今の男子は、化け粧しようもすればパックもするから、きっと女子高のように華やか……？」などと、考えれば考えるほど諧かい謔ぎやく的になる始末。

　それを救ってくださったのが、山田シロ先生のイラストでした。

　すでに二巻目に取りかかっていましたが、ラフの段階から素す敵てきなイラストをいただいて、見た瞬しゆん間かん、ときめきました。「ああ、御み堂どう学院は、こんなクラシカルな場所で、こんな男の子たちがひしめいているのねえ〜、るるる〜♪」といった感じで、その時から、私の中でのお粗そ末まつな男子校ライフが遠のき、華やかに動き出したといっても過言ではないでしょう。

　そんなこんなで、一時はどうなることかと冷や冷やしましたが（きっと担当のＨ様も）、難産故に、私の中で愛いとおしい作品になるよう、今後とも精しよう進じんして参りますので、日本神話をふりかけ風に取り入れた「御堂学院の神使官」シリーズを、ご一いつ緒しよに楽しんでいただけたらと思います。

　最後になりましたが、この本に関かかわってくださったすべての方々、またこの本を手に取ってくださったすべての方々に多大なる感謝を捧ささげます。

　では、次回作でお目にかかれることを祈いのって──。




　初秋のさわやかな晴天の下で


篠原　美季　拝　　
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